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　あとがき

　解説








　子こ供どもの頃ころ、祖そ父ふが寝ね物もの語がたりに話してくれた。

　もうどこの高原に赴おもむいてもその姿すがたを見ることはなくなってしまったが、かつてこのクラウディア大陸にはベロニカという花が咲さき誇ほこっていたという。

　雪が降ふりしきる冬の一番厳きびしい僅わずかな期間にだけ花を咲かせ、そして雪が途と切ぎれ途切れになる頃には堅かたい蕾つぼみをまとってまた長い眠ねむりに就つくという奇き妙みようで美しい花。その透すき通るほどの白さは、雪がそのまま花の姿になったとも喩たとえられた。

　女め神がみファウゼルに仕える巫み女こをベロニカと呼よぶようになったのは、その女じよ性せいが巫女となった日から残りの人生の全すべてを眠りの中で過すごすもの悲しさが、その儚はかない花を彷ほう彿ふつとさせるからだそうだ。

　私の祖父が若わかい頃には別べつ段だん珍めずらしいというわけでもなかったベロニカの花がほんの数十年のうちに大地から消えてしまったのは、私たち人間が女神の逆げき鱗りんに触ふれたためだと祖父は畏い怖ふを込こめて語った。祖父が若い頃に女神に仕える巫女ベロニカが代だい替がわりしたのだが、そのとき一人の騎き士しがベロニカを敵てき国こくに売り渡わたしたのだという。

　祖父はまるで自分が犯おかした罪つみであるかのように呟つぶやいた。

「こともあろうにその『恥はずべき騎士』は共に護ご衛えいをしていた仲間を殺して、ベロニカを敵に差し出したのだよ。王国の騎士ともあろう者が……。ベロニカは女神ファウゼルの依より代しろ、つまりは女神そのものだというのに」

　ベロニカを売り渡した騎士はすぐに捕とらえられ、極きよつ刑けいに処しよせられた。だが女神はその騒そう動どうにいたく腹はらを立て、大地を飾かざっていた美しい花を人間から奪うばってしまったのだという。




　これはただの御お伽とぎ話ばなしだ。聖せい職しよく者しやだってベロニカの花が絶ぜつ滅めつしたのは気候の変化のせいだと考えているだろう。だけど、恥ずべき騎士が女神に対して犯した罪の自じ戒かいとして生まれた花の絶滅話は、祖父母が語るフォークロアに姿を変えて子供たちへと受け継つがれていった。

　もしどこかで女神の怒いかりを逃のがれてひっそりと雪を待つベロニカの花を見つけたら、そっと摘つんで帰り、花を咲かせるまで静かに見守り続けたい。







　　　１．氷ひ雨さめの季節




　雨音が剣けんの打ち合う音にかき消される。

　森を貫つらぬいて作られた街かい道どうで、十数人の兵士が二陣じんに分かれて戦っていた。トリゼア兵士が好んで使う肉にく厚あつの大たい剣けんは、我われ々われルグナス騎士団だんの剣よりも遥はるかに重量がある。上段の打ち込みを真正面から受け止めると、ただでさえ氷ひ雨さめでかじかんだ両手は衝しよう撃げきで感覚を失っていく。できる限かぎり弾はじいて好機を窺うかがうしかなかった。

　雨でぬかるんで足場が悪い。敵てきの攻こう撃げきを受けたときに足を滑すべらせたら一巻かんの終わりだ。私は敵の攻撃そのものよりもバランスを保たもつことに細心の注意を払はらった。

「こっちが優ゆう勢せいだっ、一気に押おすぞっ」

　トリゼア兵士の誰だれかが叫さけんだ。十人を越える敵兵が一いつ斉せいに呼こ応おうして吠ほえる。もし誰かがこの戦いを傍かたわらから見物していたとしたら、我々の劣れつ勢せいは火を見るよりも明らかだったろう。

　そもそも戦いが始まった時点でこちらの敗北は濃のう厚こうだった。

　街道沿ぞいの森の中で野や営えいしていた我々はトリゼア国の兵士の襲しゆう撃げきを受けた。夜明け前のやっと空が白んできた頃……最も深い眠りに就いていたときの不意打ちだった。

　つい昨日、カウセージュの街からほうほうのていで脱だつ出しゆつした我々は疲ひ弊へいしきっていた。折から降り出した初冬の冷たい雨は我々の心身を両面から蝕むしばんでいた。もし我々がもうすぐベロニカとなる女じよ性せいを護ご衛えいするという高こう貴きな任にん務むを授さずかっていたのでなかったら、十二人の団員の心は挫くじけていたかもしれない。だが我々はルグナス王国の名めい誉よを担になった騎き士し団である。彼女を護衛して国に帰らなければならない。弱音を吐はくなど許ゆるされなかった。

　十二人……そう、つい先さき程ほどまで私を含ふくめて十二人の仲間がいたのだ。

　我々がトリゼアの襲撃に気づいたとき、倍近い人数の敵兵にすっかり囲まれていた。見み張はりの二人は疲労のあまり居い眠ねむりでもしていたのだろうか。もしそうであったのなら懲ちよう罰ばつ会議にかけられるのは避さけられないが、その心配だけはなかった。すでに彼らはトリゼア兵士によって殺されていたからだ。

　私は剣を交えていたトリゼア兵士にタックルをして突つき飛ばし、周囲を見渡す。三、四、五……。ルグナスの紋もん章しようが刻こく印いんされた鋼こう鉄てつの全身甲冑プレート・メイルをまとった仲間は、革かわの軽けい鎧よろいのトリゼア兵士の半分もいなかった。雨でぐしゃぐしゃになった地面には、双そう方ほうの兵士が転がっている。死者の数は同じぐらい。つまり我々は圧あつ倒とう的てき不利な状じよう況きようから互ご角かく以上の戦いをしているということだ。

　だが敗北は時間の問題だった。たとえ我々一人一人の力が敵を上回っていたとしても、兵力の差と寝ね込こみを襲おそわれたという悪あく条じよう件けん、そして我々の名誉に懸かけて傷きず一つたりとも負わせてはならない女性をかばいながらの戦せん闘とうでは勝ち目はなかった。しかし彼女だけは逃にがさなければならない。それが我々騎士団のせめてもの意地だった。

　先程突き飛ばしたトリゼア兵士が仲間の手を借りて起き上がる。片かた方ほうが私を指さし、そして頷うなずき合った。二人がかりで来るつもりだ。

　甲かつ冑ちゆうが重かった。いくら敵が重い剣を使っているとはいえ、全身を鋼鉄の塊かたまりで包んだ我々の方が遥かに体力の消しよう耗もうが激はげしい。重じゆう装そう備びは短期戦には向いていても、戦闘時間がかさむにつれてまるで巨きよ大だいな足あし枷かせと化していく。

　私は二人に顔を向けたまま、目だけ動かしてバトラー団長を探さがした。団長がベロニカとなる女性を護まもっているはずだった。

　団長も二人のトリゼア兵士を相手にしていた。すぐ背はい後ごに彼女の姿すがたが見えた。彼女に怪け我がはないようだ。だが身を挺ていして彼女をかばいながら敵兵二人の猛もう攻こうをしのぐ団長は、装そう甲こうのない上じよう腕わん部ぶや太ふと股もものあたりに攻撃を受け損そこなって傷きずが刻きざまれ服が赤く染そまっている。

　あれでは倒たおすことは不ふ可か能のうだ。片方を斬きり殺そうとすれば、もう片方がそうはさせまいと牽けん制せいする。それに連中の目的は我々から……つまりはルグナスから彼女を略りやく奪だつすることにある。僅わずかな隙すきでも見せれば、彼女を奪だつ取しゆして駆かけ去るだろう。そのことが戦いをあまりにも不利にしていた。

「フレイルっ！」

　団長がこちらを見て、私の名を叫さけんだ。

　反はん射しや的てきに剣を構かまえる。それが幸いした。彼女の安あん否ぴに気を取られている間に、対たい峙じしていたトリゼア兵士が間合いをつめて斬り込んでいたのだ。咄とつ嗟さに構えた剣が、私の首を狙ねらって横一文字に斬りつけてきた敵の大たい剣けんを防ふせいでくれた。だが衝撃を殺すことはできず、泥どろに足を取られて無様に転がってしまった。

「フレイル、起きるんだっ」

　団長の声が飛ぶが、私の体力はすでに重い甲冑に包まれた身体からだを起き上がらせることさえできないほど失われていた。顔に降ふりしきる雨がやけに冷たかった。

「来ないで下さい団長っ。彼女を、彼女を連れて逃げて下さいっ」

　私は死を覚かく悟ごした。彼女のことは団長に託たくすしかない。しかし「逃げて下さい」と叫んではみたところでいったいどうやってこの包囲から逃げるというのだろう……と、もう一人の自分が客観的に任務の失敗を悲観していた。

　トリゼア兵士が勝利の笑えみを浮うかべながら近づいて来て、倒れても剣を放はなさなかった私の手を蹴ける。ほとんど感覚のない手から剣が蹴り飛ばされた。そして奴やつは仰あお向むけになった私の上に跨またがると、私の喉のど元もとに大たい剣けんをあてがった。

「じゃあな、騎士様」

　トリゼア兵士はそう嘲あざ笑わらって、剣を後ろに引いた。首を貫つらぬかれて死んだ自分の姿がまざまざと浮かぶが、私は奴の顔から目を逸そらさなかった。敵を睨にらみつけながら死んでやるのが、私にできる最後の抵てい抗こうだった。

　と、そのときだった。

　私に跨がっていたトリゼア兵士が小さく呻うめいた。次の瞬しゆん間かん、奴の胸むねから細い何かが飛び出してきた。

　それは奴の血で染まった細身の剣だった。誰かが奴を背後から貫いたのだ。そこから血飛沫しぶきが飛び散り、私の顔にもかかった。視し界かいが奪うばわれるが、すぐに雨が洗あらい流す。細身の剣が抜ぬかれ、私を殺そうとしていたトリゼア兵士の目がくるりと裏うら返がえり、私の上に倒れてきた。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

　片手に赤く染まった細レ身イのピ剣アを携たずさえた見ず知らずの男が私を見下ろしていた。あとは何の装備もない旅姿だった。私はトリゼア兵士の死体をはねのけた。

「だ、大丈夫だが……」

「だったら起きろ。手を貸かしてやりたいところだが、生あい憎にくと一本しかなくてね」

　男には右の腕がなかった。肩かたの付け根から先を喪そう失しつしていた。

　私は力を振ふり絞しぼって立ち上がると、蹴り飛ばされた自分の剣を拾い、片腕の男と並ならんで剣を構えた。

「ありがとう、助かった。ところであんたはいったい……？」

「お喋しやべりは敵を倒してからにしろ」

　そう言い残し、片腕の男はトリゼア兵士の一人へと斬りかかって行った。

　その通りだ。この圧あつ倒とう的てき不利な戦せん況きようを打開せねば何を聞いても意味はない。私もまた敵へと突っ込んだ。

　片腕の男が加わったことで戦況が一転した。

　男の剣けん技ぎは美しいまでに見事だった。敵兵が振り下ろした大剣をレイピアで受け止めると見せかけ、するりと身体を捻ひねって躱かわすと、無む防ぼう備びに空いた喉を一いつ閃せんする。敵兵は喉を押おさえるが深々と斬り裂さかれた傷は致ち命めい傷しようで、血けつ液えきを吹ふき出し悶もん絶ぜつして倒れる。一人片付けたと思ったら、見事な剣技に魂たましいを奪うばわれたかのように呆ぼう然ぜんとしていた別の敵兵の胸をめがけレイピアを水平に突つき立てる。まるで医い師しのごとくあばら骨ぼねと心しん臓ぞうの位置を把は握あくしているのか、刃やいばは革かわ鎧よろいごと胴どう体たいをするりと貫き敵てき兵へいは絶ぜつ命めいする。
















　まるで剣を使って舞まいでも踊おどっているかのようだった。それ以上に凄すさまじいのが踏ふみ込みの大だい胆たんさだ。敵兵の凶きよう悪あくな大剣を少しも恐おそれていないように鋭するどく相手の懐ふところに飛び込み、命中すれば楽に頭ず蓋がい骨こつを粉ふん砕さいするであろう大剣を紙かみ一ひと重えで躱すと、カウンターの一撃げきで仕し留とめる。よっぽど自分の体たい術じゆつに自信があるのか、それとも死に関する感覚が麻ま痺ひしているように思えた。

　強力な──ただ一人の──援えん軍ぐんの出しゆつ現げんに騎き士し団だんの士気も回かい復ふくし、トリゼア兵士を一人、また一人と打ち倒たおしていった。

　敵の残数と我われ々われの人数が切せつ迫ぱくしてくると、ついに敵は退たい却きやくを選んだ。だが我々に追撃する力は残っていなかった。




　　　　◇




　敵が逃にげ去り喧けん噪そうが消える。降りしきる雨音がまた我々を陰いん鬱うつに包んだ。

　それまで彼女の前で仁に王おう立だちしていた団長が、腹はらを押おさえて崩くずれるように膝ひざを折った。指の合間から大量の血が滴したたっているのが見えた。

「バトラー団長殿どのっ！」

　団長が盾たてとなって護まもり切った彼女が悲鳴を上げた。色白の顔はもはや生気を感じられぬほどに蒼そう白はくになっていた。

　私は二人の方へ駆かけ寄よる。彼女のまとった白い礼服はすっかり雨でずぶ濡ぬれになり、裾すそは泥どろで汚よごれていた。彼女の身体からだが小こ刻きざみに震ふるえているのは氷ひ雨さめのせいではなかろう。こんなおぞましい場面など体験したことはないはずの彼女が、よく気を失わずに耐たえたものだ。

「大丈夫ですか？」

　私は彼女に声を掛かけた。

「え、ええ……わたくしは平気です。でも、バトラー団長殿が……」

　彼女は恐きよう怖ふに身体をわななかせながらも精せい一いつ杯ぱい気丈に応こたえた。怪け我がはなくとも平気なわけはなかった。彼女の目は私に肩を抱いて欲ほしいと訴うつたえていたが、昔のように気軽にそんな真ま似ねができない立場にいるのはお互たがいよく分かっていた。

　私は団長の側へと寄った。団長は苦しそうに呻うめきながらも彼女のことを気に懸かけた。

「フレイル、ベロニカ様は？」

「団長のお陰かげで傷きず一つありません」

「そうか……」苦く悶もんの表ひよう情じようの中に安あん堵どがよぎった。「ベロニカ様がご無事でよかった」

　団長は彼女に会ってから旅の間ずっと彼女を『ベロニカ様』と呼よんでいた。他の団員もそれに倣ならっていた。だが私だけは彼女を名前で──彼女の両親が名付けた名前で──呼んでいた。彼女はまだ正式にベロニカの地位にいるわけではない。今年の十二月の最初の日に当代のベロニカは死去し、我々と旅する彼女がその地位を継つぐことになるとはいえ、今はまだ存ぞん命めいなのだ。彼女をベロニカと呼ぶのは、当代のベロニカに対する冒ぼう瀆とくのように思えた。

　そしてもう一つ理由がある。私は彼女が次期ベロニカ候こう補ほとなる前から知り合いだったからだ。それで彼女を『ベロニカ様』などと呼ぶのには違い和わ感かんがあって名で呼んでいたのだが、あまりに馴なれ馴れしいと何人かの団員の反感を買うことになった。それで仕方なく私も他の皆と同じように彼女を『ベロニカ様』と呼ぶことにした。

「団長、傷を見せて下さい」

　団長の甲かつ冑ちゆうの下を覗のぞき込んだ私は言葉を失った。

　凄せい惨さんな傷だった。我々騎士団の甲冑は肩かたから腰こしまでをすっぽりと覆おおっているが、敵はその下から凶きよう刃じんを滑すべり込ませたのだ。腹ふく部ぶを深く抉えぐられていた。このままでは命を落とすことになる。甲冑を脱ぬがせて手当てをしなくてはならない。

「ひどいのですか？」

　横から彼女が聞いた。私が頷うなずこうとするのを団長は制して答えた。

「いいえ、ベロニカ様。大した怪け我がではありません」

　そして団長は私に目で合図をした。「ベロニカ様には黙だまっていろ」ということだろう。私は団長の意を汲くみ取り、自分の身体で団長の傷を彼女から隠かくした。

「そうですか、それはよかったです」

　彼女の身体の震えがやや収おさまったように見えた。

　我々ルグナスの騎士団は他人を欺あざむいてはいけないと戒かい律りつで定められている。しかも相手はもうすぐベロニカとなる女性だ。だが団長は、今にも泣き出しそうに目に涙なみだをためている彼女を心配させまいと、敢あえて戒律を破やぶったのだろう。実じつ際さいのところ団長は満身創そう痍いもいいところだった。腹部の創そう傷しようだけでなく、腕うでや太ふと股ももに刻まれた傷からも血が流れていた。その傷を受けたのが自分を護ったためだと知ったら、彼女が酷ひどいショックを受けるのは間ま違ちがいない。

「フレイル、団長の手当てをしないと」

　いつの間にか私の隣となりに部隊の一人であるライアンがいた。彼も生き延のびたようだ。怪我をしている様子がないのはさすがだった。

「俺おれと団長、あとはお前だけか？」

「いいや、あのボクちゃんもちゃっかりとな」

　ライアンが指さした先には呆ぼう然ぜんと立ち尽つくす若わかい騎士、アーロンがいた。たったの四人とは。この戦いの前までは十二人いたルグナス騎士団の精せい鋭えいが、僅わずか三分の一になってしまった。それでもライアンのような男が生き残ってくれたのはせめてもの救いだ。

「アーロン、何をやっているんだっ。団長を運ぶから手を貸かせっ」

　ライアンに怒ど鳴なられ、剣けんを両手で抱だき締しめて硬こう直ちよくしていたアーロンが我に返ってこちらに走って来た。

「どうしようもない奴やつだ」ライアンが吐はき捨すてる。「あいつ、どうせ仲間を盾たてにして逃にげ回っていたんだぜ」

「かもしれないな」同意してからライアンにだけ聞こえるように声を殺して言った。「ライアン、団長の傷はかなりの重じゆう傷しようだ」

「なんだとっ」

「静かに。ベロニカ様の耳には入れたくない。そのために団長も無理をされているんだ。俺は団長の手当てをするから、お前はベロニカ様の側にいてくれ。トリゼア兵士どもが戻もどって来ないとも限かぎらない。それに……」私は片腕の男にちらりと目をやった。「助けられておいてこういうことを言うのもどうかとは思うが、素す性じようの分からぬ男に気を許ゆるすわけにはいかない。彼女がベロニカ様なのは隠しておいた方がいいだろう」

「奴の腕のことか？」

「それもある」

「分かった。ああいう身分の低い輩やからは、人の弱みに付け込んでどういう浅ましい行こう為いに及およぶやもしれんからな」

　ライアンはそう言ってベロニカの側に寄った。

　私はライアンに話したのと同じことを団長の耳元で囁ささやくと、団長は頷いた。我々が護っているのは世界にただ一人しかいない掛かけ替がえのない女じよ性せいなのだ。用心に用心を重ねるべきだ。

「アーロン、団長を運ぶぞ」

「は、はいっ」

　私とアーロンは団長を森の中へと運んだ。森は樹じゆ木もくがまばらだったので、我々はそこに幾いくつかのテントを張はって野や営えいしていた。ライアンとベロニカも後からついて来た。

　彼女が次期ベロニカだということを片腕の男には伏ふせておけと言うと、アーロンは「どうしてですか？　きっとびっくりしますよ」などと暢のん気きなことを言った。横で団長が苦い顔をしていた。この世間知らずのボクちゃんに我々の置かれている状じよう況きようを説明してやらねばならなかった。

　団だん長ちようの治ち療りようの様子は彼女に見せない方がいいだろうなどと考えているときだった。

「おい、フレイルっ」

　ライアンが私を呼よんだ。振ふり返ると、片かた腕うでの男がゆっくりこちらへと向かっていた。私は緊きん張ちように身体からだを強こわばらせる。片腕の男はレイピアを鞘さやに収おさめ、どこかに置いていたのであろう自分の旅荷を肩かたに下げていた。

「手伝おうか？」

　と片腕の男が申し出た。

「結けつ構こうだ。そこまで貴方あなたの世話にはなれない」

　私は些いささか突つっ慳けん貪どんに答えた。男の素性が知れぬこともあるが、それ以上に男が片腕を失っていることが私を警けい戒かいさせた。ルグナスの騎士ならば誰でもそういう感情を抱くはずだ。

「……フレイル、肩を貸してくれ」

　団長は起き上がろうとしていた。

「だ、団長、横になっていて下さいっ」

「馬ば鹿かを言うな。ルグナスの騎士ともあろう者が、命の恩おん人じんに地面に伏ふしたまま礼を言うなどという無作法ができるものか。さあ、早く」

　私とアーロンは顔を見合わせたが、団長を両側から抱かかえるようにして起こした。

　団長は片腕の男に深々と頭を下げた。騎士団の礼節に則のつとったものではなかったが、痛いた手でを負った身体ではそれでも礼を尽つくしたと言ってよいだろう。

「お陰かげで助かりました。私はルグナス国騎士団長のウィリー・バトラーと申します。よろしければお名前をお聞かせ願えますかな？」

　団長が名乗ったというのに片腕の男は答えず、団長の顔をまじまじと見つめた。

「……バトラーか。聞いたことがある……」

　当然だろう。ルグナスのバトラー家と言えば、代々騎士を輩はい出しゆつしている名家中の名家だ。

　片腕の男は思案顔を作ったまま黙だまってしまった。私は彼を観察した。年は私より少し上ぐらいの二十代の後半だろうか。仰ぎよう々ぎようしい肉体をしているわけではないが、長身の身体に筋きん肉にくがしなやかに躍おどっているのは先さき程ほどの戦いの動きで分かる。女のように長い髪かみを後ろで束ね、無ぶ精しよう髭ひげをたくわえてはいるが不ふ潔けつな感じはしない。ただし不ふ審しんではあった。

「おい……」

　私が促うながすと、片腕の男は我に返ったようだ。

「ああ、これは失礼した。私はハキュリーです」

「ハキュリー殿どのか」団長が頷うなずく。「それにしてもハキュリー殿、先程の戦せん闘とうの最中にちらりと見ただけですが、貴方の戦いぶりには感服した。まだお若わかいのによっぽどの場数を踏ふんでいるようだ。私などとてもではないが……」

　ハキュリーと名乗った片腕の男はそこで団長の言葉を遮さえぎった。

「それよりもまずは手当てをした方がいい。かなりの傷きずを負っているようだ。道みち端ばたに転がるトリゼア兵士の死体と添そい寝ねをしたいというのなら構かまいませんがね」

　そう言ってハキュリーは唇くちびるの端はしを歪ゆがめてみせた。

　なんということだ。ベロニカに心配をさせまいと団長が無理をしていたというのに、ハキュリーは無む神しん経けいにそれを台無しにしたのだ。ベロニカを盗ぬすみ見ると彼女は泣き出しそうになっていた。怒いかりが沸わき起こった。

「アーロン、団長をテントの中に運ぶぞっ。ライアン、お前はベロニカ様と隣となりのテントにいてくれ。決して離はなれるなっ！」

　私とアーロンは団長をテントに運んだ。

「フレイルさん、あの人は何なんですか？」

「知るかっ、敢あえて言うならクソ野や郎ろうだっ。あいつのことは今は放っておけ。団長の手当てをしなくてはならん。甲かつ冑ちゆうを脱ぬがせるんだ」

　そう指し示じして、私は荷の中から包帯と消毒用に酒を引っ張ぱり出した。

　ハキュリーの動向が気になった。雨に濡ぬれたまま突っ立っているのだろうか。もしハキュリーがベロニカに何かをしようとしたら、ライアン一人で護まもることはできないだろう。もちろん私も一人で奴やつを相手にしたら同じだ。大たい剣けんを軽々と振ふり回すトリゼア兵士が数人がかりでもハキュリーに掠かすり傷一つ負わせることはできなかったのだ。いや、そんなことを考えても始まるまい。とにかく団長の手当てをしなければ……。

「何をやっているんだっ」

　私はアーロンを怒ど鳴なりつけた。アーロンは団長の甲冑の止め具をがちゃつかせているだけで、脱がせられずにもたついていた。アーロンはたどたどしく弁べん明めいする。

「す、すみません。でも、これって自分のを外すみたいには上う手まくできなくて……」

　一いつ刻こくを争う状況で甲冑一つ脱がせられないアーロンを殴なぐり飛ばしたい衝しよう動どうに駆かられるが、彼は部隊の中でも最年少の若者であることを思い出して怒いかりを押しとどめた。

「代われ。私がやろう」

　アーロンから場所を奪うばうと、団長の甲冑を脱がせて服をまくり上げる。腹はらの傷は予想以上に深かった。やはり彼女に席を外していてもらったのは正せい解かいだった。

　私は布ぬのを丸めて団長に嚙かませる。苦く痛つうの悲鳴を彼女に聞かれたくはないだろう。「いきますよ」と言ってから団長の傷口に酒をかけた。団長は僅わずかに身体からだを震ふるわせただけでこらえた。十分に傷口を洗せん浄じようしてから口に嚙ませていた布にも酒を湿しめらせて傷口にあてがい、包帯で何重にも巻まいた。

「すみません、乱らん暴ぼうで」

「まったくだ」

　団だん長ちようは無理に苦く笑しようしてみせる。この程てい度どの応おう急きゆう処しよ置ちで出血が止まるはずもない。顔からは血の気が失うせ、脂あぶら汗あせが滲にじんでいる。すぐに然しかるべき施し設せつに運ぶ必要があった。甲冑の装そう甲こうのない腕や足の内側にも傷が刻きざまれていた。下に着込んでいるチェーン・メイルが砕くだけて突つき刺ささった破は片へんを取り除のぞき、消毒をしてから包帯を巻いた。

　アーロンに他のみんなを呼んで来るよう言った。すぐに団長と同じくらい血の気の失せた顔をしたベロニカがテントに駆け込んで来た。彼女が「お怪け我がの具合は？」と訊たずねると、「大おお袈げ裟さですよ、少しばかり出血しただけです」と団長はまた噓うそをついた。ライアンとアーロンも現あらわれ、呼んだつもりなどなかったのに部外者のハキュリーまで中に入った。

　一人だけ腰こしを下ろした──それでもつらいはずだった──団長が、全員を見み渡わたして呟つぶやいた。

「たった四人か……」

　団長がどういうカウントをしているのか判はん断だんできなかった。テントには六人がいる。騎き士し団で生き残ったのが四人という意味か、自分を除いて戦力としてまだ生きているのが四人ということなのか。

「他の仲間で息がある者はいなかったのか？」

「申し訳わけありません、まだ確かく認にんしておりませんでした。おい、アーロン。一いつ緒しよに……」

　その可か能のう性せいが極きわめて低いことは分かっていたが、私はアーロンを連れて外に向かおうとする。するとハキュリーが私の前に立ち塞ふさがり、団長に言った。

「その必要はない。手が一いつ杯ぱいだったようだから代わりに見て来てやったよ。そちらの騎士さんは俺の手を借りたくないようだったがね」

　ハキュリーは私に嘲ちよう笑しようを向けた。

「それで？」

　団長が訊ねると、ハキュリーはあっさりと言い放った。

「全員死んでいるよ。あんたらのお仲間はね。トリゼア兵士の中には息がある者もいたが、俺が楽にしてやった。ルグナスの騎士よりトリゼア兵士の方がこういう点ではきちんとしているようだ。敵を倒したらとどめを刺すのをサボっちゃいけないな」

　ベロニカが小さな悲鳴を漏もらし、団長は目をつぶって俯うつむいた。

「私がもう一度見てまいります」

　この男はいったい何様のつもりなのだっ。顔を見るのも不ふ快かいなので視し線せんを逸そらしたままハキュリーの横を通り抜ぬけようとすると、奴やつは私の腕を摑つかんだ。

「何をするっ」

　私はハキュリーの手を振ふり払はらおうとするが、相手は隻せき腕わんだというのにそれは叶かなわなかった。こいつが何者だかは知らぬが、己おのれの剣けん技ぎで生き延のびてきたのは間ま違ちがいない。片かた腕うでというハンデを埋うめるために相当の筋きん力りよくをつけている。

「俺が見て来たと言ったろう。なぜ時間を無む駄だにするんだ？」

「……念のためだ」

「ちっとも分からんね。俺たちはトリゼア兵士を全ぜん滅めつさせたわけじゃないんだぜ。戦争相手がこのままあんたらを見み逃のがしてくれるとでもいうのか？　すぐに増ぞう援えん部隊を連れて戻もどって来る。なのに確認しに行く重大な理由があったら教えてもらいたいもんだね」

「だから念のためだと言っているだろうがっ」

「おいおい、お仲間さんたちは呼こ吸きゆうが止まり目を見開いて倒たおれているんだぜ。脈もなかった。それでも生きているっていうなら、ルグナスの騎士様は仮か死し状じよう態たいでタヌキ寝ね入いりをする秘ひ術じゆつでも体得されているようだ」

　我わが騎士団を愚ぐ弄ろうされて逆ぎやく上じようしそうになるのを必死にこらえた。両方の腕を使って、私を押さえつけているハキュリーの手を外した。

「……仲間の死を仲間が見み届とどける。ただそれだけのことだ」

　私はハキュリーを睨にらみつけるが、奴やつは涼すずしい顔をしていた。一いつ触しよく即そく発はつだった。他のみんなが息を飲んでいるのが伝わってくる。これ以上の悪あく罵ばを浴びせられたら、いくら恩おん人じんといえども名めい誉よのために戦いを挑いどまねばならない。勝てぬ相手であってもだ。

「よせっ、ハキュリー殿どのの言う通りだ。時間が惜おしい。トリゼア兵士がいつ戻って来るやもしれんのだ、くだらない言い争いはよそう。十二人のうち八人はここで力尽つきた。残りの我々で使命を果たさねばならん」そして団長は私の耳元に口を寄よせて小声で言った。「フレイル、さっきから何を苛いら立だっているんだ。アーロンに当たり散らしたり、簡かん単たんに挑ちよう発はつに乗ったり。お前らしくないぞ」

「すみません。ですがあの男はあまりにも……」

「それでもハキュリー殿に助けられたことには変わりない」

「……分かりました」

　私は緊きん張ちようを解といた。

「馬はどうだ？」

　団長は私ではなくライアンに訊たずねた。

「残っておりません。何頭かは殺され、あとは奪うばわれたか敵てきが放ほう逐ちくしたのか……」

「ここから先は歩いて行くしかないか……」団長は考え込んだ。途と方ほうに暮くれていたのかもしれない。「こうしてはいられない。すぐに旅立とう」

「無茶ですっ、せめて少し休まないと」

「フレイル、私の傷きずは大したことはないんだ。診みたお前なら分かるだろう？　それにハキュリー殿が言うように時間がない」

　反はん論ろんを許ゆるさぬ口調でそう言うと団長は立ち上がり、騎士団の甲かつ冑ちゆうをまとい始めた。アーロンが手を貸かす。ベロニカを心配させぬため、そして任にん務むのために団長は自らの命をなげうつ覚かく悟ごだった。

「ハキュリー殿、改めて礼を言わせてもらいたい。貴方あなたのお陰かげで我われ々われは全ぜん滅めつを免まぬがれた。我々はこれから任務のためにルグナスまで戻る。今は言葉でしか礼を言えぬが、いつか必ずこの恩に報むくいよう」

「謝しや礼れいなら結けつ構こうですよ、バトラー殿。私もルグナスの人間だ。我が国の騎士団が敵兵に殺されかけているのに救いの手を差し伸のべぬわけにはいかないでしょう」

　ハキュリーの言葉には騎士団を揶や揄ゆする響ひびきがあった。さすがに団長も色をなす。まるで自分が助けてやらねばお前らは皆みな殺ごろしにされていたんだぞと言わんばかりだ。しかも悔しいことにその通りなのだ。

「あの……ハキュリー殿はどちらまで？」

　おずおずとベロニカが訊ねた。私もそれを聞きたいところだった。ルグナスとトリゼアの戦争が起こっているこのご時世に、国こつ境きよう線せんからさほど離れていないこんな所を一人で旅をしているなんて尋じん常じようではない。

　しかしハキュリーの答えは呆あきれるぐらいにとぼけたものだった。

「私もルグナスまでですよ。会いたい人がいてね」

「まあ、それは丁度いいではありませんか。バトラー団長殿、ハキュリー殿に同行していただいてはいかがでしょうか？　お互たがいその方が安心できるというものでしょう？」

「私はどっちでもいいですが、騎士様たちはどうでしょうかね？」

　ベロニカの言葉は我々のプライドをいたく傷つけた。護ご衛えいをする我々騎士団が敵に全滅させられかけたことで、彼女は明らかに不安を感じている。我々だけでは彼女をルグナスまで無事届とどけられないのではないかと。物事全すべてに関して鈍にぶいアーロンでさえ彼女の言葉の意図するものに屈くつ辱じよくを感じているようだったが、彼女はというと無む邪じや気きにまったく意に介かいしていない様子だった。

　団長は悩なやんでいた。残された四人の騎士団だけではあまりに戦力が心こころ許もとない。この隻せき腕わんの達人の助力があれば道どう程ていの安全はかなり増ますだろう。だがそれを欲ほつしてしまうことは、我々だけではベロニカを護まもり切れないと認みとめてしまうのと同じだ。

　そしてもう一つしきたりの問題がある。我が国では、女め神がみの大神しん殿でんまで新たなベロニカとなる女じよ性せいを送り届けるのは十三人の騎き士しということになっている。この『栄光の十三人』と呼ばれる一団に選ばれることは、百人からいるルグナスの騎士の誰だれもの憧あこがれだった。いくら戦力が乏とぼしいとはいえ、栄光の十三人の中に素す性じようの知れぬ男を入れるというのはあまりにも情なさけなかった。

「ハキュリー殿、できることなら貴方に同行してもらいたい。だが、一つだけお伺うかがいしたいことがある。貴方は隻腕だが、利きき腕うではどちらだったのか？」

　団長の妥だ協きようは信じ難がたいものだった。このような不ふ遜そんな男の助力を仰あおぐなんて。それでもハキュリーの片腕のことをはっきりさせておかなければ同行させないつもりのようだ。当然だ。ルグナスの騎士ならば。

「さあね」ハキュリーは腕を喪そう失しつしている方の肩かたを叩たたいてみせる。「こいつをなくしちまったのはずいぶん昔のことだ。それ以来ずっと左手一本でやってきたから、どっちが利き腕だったかなんてもう覚えちゃいないな」

「なるほど。では別の聞き方をしよう。貴方はいったいどういった経けい緯いで腕を切せつ断だんされたのか？　よもや知らぬうちに旅先で忘わすれてきたなどとはおっしゃらないでしょうな」

　するとハキュリーは芝しば居いがかった苦く笑しようをしてみせた。

「お堅かたい家か系けいの方かたとばかり思っていたら、冗じよう談だんの言い方も心得ているようだ」

「ふざけないでいただきたいですな」

　団長は苦々しく釘くぎを刺さした。だがハキュリーはまだ笑いやまない。

「とんでもない。ふざけてなどいませんよ。他人の一番触ふれられたくない欠けつ損そんを訊ねているというのに、騎士というのはこうも居い丈たけ高だかになれるものかと思ったら、ついつい笑いが抑おさえられなくてね」

「そういうわけでは……」

　障しよう害がいを盾たてに取られて団長は言葉に詰つまる。

「謝あやまらなくても結けつ構こうですよ。ルグナスの騎士の戒かい律りつぐらい存ぞんじています。つまり貴方がたは、私が戦場で何か人には言えぬ卑ひ劣れつな真ま似ねをして、そのために利き腕を落とされるという罰ばつを受けたと勘かん繰ぐっているわけだ」

　我われ々われルグナスの騎士にとって利き腕の切断というのは特別の意味がある。騎士として著いちじるしく不ふ名めい誉よなことをしたり、背信行為で部隊を窮きゆう地ちに陥おとしいれたなどの罪つみを犯おかした者への罰として、利き腕を斬きり落とした上で騎士団を除じよ名めいするのである。これは極きよつ刑けいの一つ手前の酷こつ刑けいだった。

　いや、不名誉の刻こく印いんを背せ負おったまま生き続けなくてはならないということで、死し罪ざいよりもむごい罰かもしれない。トリゼアとの過か去この戦争では、戦いで敵てきに捕とらえられた騎士が見せしめに利き腕を切られて釈しやく放ほうされたことがあったという。その騎士は罪を犯したわけでもないのに白い目で見られることに耐たえられなくなり、除隊して王都を去った。

　もっとも、ここ数十年その罰を受けた騎士はいないのだが、元々は騎士の戒律であるそれを一いつ般ぱんの兵士も真似て行っていた。それゆえにルグナスでは、利き腕を落とされているということに非ひ常じようにネガティブな意味合いがある。我々がハキュリーを警けい戒かいしたのにもそれが大きく影えい響きようしていた。

　気まずい雰ふん囲い気きを破やぶったのはベロニカだった。

「バトラー団長、その戒律ならわたくしも耳にしたことがあります。ですがハキュリー殿はルグナスの騎士ではありません。違ちがいますか？」そしていたわるようにハキュリーに言った。「もしや貴方あなたは戦場で怪け我がをされたのではありませんか？」

「まあ、戦場と言えば戦場と言えなくもない。ただすこぶる不ふ愉ゆ快かいな記き憶おくでね。人に話すなんてまっぴらごめんですな」

「ええ、誰にでも触れられたくない過か去こというのはありますわ」

「これはお優やさしい言葉をいたみいります、姫ひめ様さま」

　ハキュリーはベロニカの足元に剣けんを置いて跪ひざまずくと、そっと彼女の手を取り唇くちびるを寄せた。

　なんとまあ、最悪の皮肉だ！　どこで盗ぬすみ知ったのだか、奴やつは貴き夫ふ人じんへの挨あい拶さつを大おお袈げ裟さなまでにルグナス騎士団の正式な礼節に則のつとってやってみせたのだ。ベロニカの頰ほおが染そまった。

　立ち上がるとハキュリーは言った。

「それでは行こうか皆様。ここから北にホークスウッドという村がある。徒と歩ほでも今日のうちには到とう着ちやくできるだろう」

　この男ときたらすっかり隊長気取りだ。ハキュリーから受けた恩おんなど、とっくに怒いかりが塗ぬり潰つぶしていた。だが一つ幸運なことがあった。ハキュリーは彼女を王族か貴族の子女と勘かん違ちがいしている。ならばそれでいい。誤ご解かいしたままにしておこう。先さき程ほどライアンが言っていたではないか。「人の弱みに付け込んでどういう浅ましい行こう為いに及およぶやもしれんからな」口の悪いライアンにしてもさすがに言い過すぎかと思ったが、この男ならやりかねない。

　彼女を無事にルグナスまで送り届とどける。それが我々に課せられた使命なのだから。
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　旅立つときハキュリーとの間にまた一ひと悶もん着ちやくあった。命を落とした仲間を埋まい葬そうする穴あなを掘ほろうとすると、ハキュリーが呆あきれたように言った。

「死体を埋葬するだって？　あんた、よっぽどのマヌケだな。団だん長ちようさんが時間がないとおっしゃったばかりだろう？」

　私はハキュリーに食ってかかった。

「トリゼア兵士の死体と一いつ緒しよに捨すてていけと言うのかっ」

「ああ、俺はそれを勧すすめるね。死体が文もん句くをたれるわけじゃないだろう？」

「貴様っ!!」

　私は奴の言い草を生しよう涯がい忘わすれることはないだろう。忍にん耐たいの限げん界かいを越こえハキュリーの胸むな倉ぐらを摑つかんだ。地面に転がり泥どろまみれで揉もみ合いになる。団長が止める声がするが私は無む視しした。すると団長は大怪け我がをしている身体からだで力ずくで止めに入った。

「やめるんだっ。確たしかに勇ゆう敢かんな死には厳げん粛しゆくたる葬送をたむけてやらねばならん。だが我々には何よりも優ゆう先せんする任にん務むがあるのだ。申し訳わけないが、彼らも分かってくれるだろう」

「そうさ、証しよう拠こに何の文句も言わないぜ」

　そう嘯うそぶいたハキュリーに今度はライアンが殴なぐりかかりそうになるが、また団長が間に入り、ライアンは拳こぶしを降おろした。

「ハキュリー殿どの、貴方から見れば騎き士しの作法など馬ば鹿からしいだけに映うつるかもしれないが、我々はそれに殉じゆんずることを誇ほこりとしているのだ。あまり挑ちよう発はつ的てきなことは言わないでいただきたい。……フレイル、せめてみんなの遺い体たいを森の中に運んでやろうじゃないか。大木が墓ぼ標ひようとなってくれるだろう」

　団長を除のぞいた三人でそれを行った。無念でたまらなかった。ただアーロンだけは八つも墓はか穴あなを掘らなくて済すんだのでまんざらでもないようだった。
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　女め神がみファウゼルへの信しん仰こうはこのクラウディア大陸に於おいて最も大きなものである。二大国であるルグナス国でもトリゼア国でも王族はファウゼルに帰き依えしているし、王位の継けい承しようは女神の名の下もとに行われる。細かな異い教きようは各地に点てん在ざいしているが、少なくともファウゼルの大神しん殿でんがある王都ルグナスではその存そん在ざいを許ゆるしていない。

　その偉い大だいなるファウゼルに仕える巫み女こをベロニカという。かつては同じ名の花があったらしいのだが、今ではその花は絶たえてどこにも咲さいていない。

　正せい確かくを期するなら巫女ではなく依より代しろと呼よぶべきだろう。ベロニカとなった女じよ性せいは、ベロニカとなったその日から死ぬ直前まで女神の依代として眠ねむり続ける。ベロニカが眠り続けることはファウゼルがそこにいるという証あかしであり、国がファウゼルの加か護ごの下にあるということなのだ。

　ベロニカは眠りに就ついたまま老いていく。現げん在ざいのベロニカは二十代半ばで眠りに就き、以来五十年も大神殿に身を横たえている。

　ベロニカの任が終わるのは……つまりベロニカが死去するのは必ず十二月の初めの日である。伝でん承しようによればその何週間も前から兆ちよう候こうがあり、神官や司教たちはその準じゆん備びを始める。新たなベロニカとなる女性を大神殿に迎むかえるのだ。我々と旅をしている彼女こそがそれであり、彼女は今月が終わると共に長い眠りに就くことになる。

　代だい替がわりのまさにそのとき、女神は新たな依代ベロニカの前に降こう臨りんする。そして依代として眠り続けることになる彼女に、傍かたわらでずっと自分を護まもり続ける男性を選ばせる。その男性は『ベロニカの騎き士し』と呼ばれ、不死と老いぬ肉体を与あたえられる。

　ただしベロニカの騎士が永えい遠えんの命を持つわけではない。限げん定てい的てきな不死だ。ベロニカの騎士は、彼が護るベロニカが代替わりして死を迎えるとき、一いつ緒しよに女神の御み園そのへと旅立って行く。

　女神から解かい放ほうされたベロニカは、死ぬ直前のほんの僅わずかな間だけ目を醒さます。つまり女神が新たな依代となる女性の前に降臨している間だけ自分を取り戻もどす。新たな依代となる女性が自分の騎士を選んで長い眠りに就いた瞬しゆん間かん、先代のベロニカは永遠の眠りに就くのだ。今度は女神の依代としてではなく命の燃もえつきた一人の女性として、長い間自分を護ってくれた騎士と共に。

　ベロニカの交こう替たい劇げきというのは数十年に一度の荘そう厳ごんな神事であるがゆえ、ここにいる誰もまだそれを目にしていない。今年の十月の終わりに当代のベロニカに死去の兆候があり、新たなベロニカとなる彼女がルグナスへ招まねかれる運びとなった。我が国では、騎士団から選び抜かれた十三人の精せい鋭えいが新たなベロニカを神殿までエスコートするのが慣ならわしとなっている。十三人に選ばれることは大変な名めい誉よであり難なん関かんなのだが、中にはアーロンのようにまったくの無む能のう者ものでありながら、国の重じゆう職しよくにある親のごり押おしで十三人の中に入ってきた者もいた。

　そして新たなベロニカの『ベロニカの騎士』は、護ご衛えいの十三人の中から選ばれるのが慣かん例れいとなっているのだ。栄光の十三人に選ばれるということは、同時にベロニカの騎士の候こう補ほとなるということだった。

　新たなベロニカとなる彼女はカウセージュという街で来きたるべき日を待っていた。宗しゆう教きよう施し設せつの多い敬けい虔けんな街で、数十年前も現げん在ざいのベロニカがカウセージュで件くだんの十二月を待ったことから、聖せい地ちとしてルグナス領りよう土どの中でも特とく別べつ視しされている。領主は下手をすると本国の大臣よりも国政に影えい響きよう力りよくを持っていた。

　我われ々われ十三人は十一月の初しよ旬じゆんにルグナスを旅立った。街かい道どうは整備されており、馬ならば十日もかからずに着く距きよ離りだ。余よ裕ゆうのある日につ程ていのはずだったが、それは大きく狂くるった。カウセージュであのような事態が起こり、十三人の騎士は十二人になった。そのときアーロンは厚こう顔がん無む恥ちにもこう言ったのである。「これでライバルが一人減へりましたね」

　今ではたったの四人だ。アーロンは心の中ではさぞかし喜んでいることだろう。
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　昼になっても雨はやまなかった。足取りは重く、皆みなの気分は沈しずんでいた。

「聞いてもいいかな？」

　とハキュリーが誰だれにとでもなく言った。私と団だん長ちようとライアンは無視したが、アーロンが「何ですか？」と反はん応のうした。隣となりを歩いていた私はアーロンの腹はらを小こ突づき、小さく首を振ふってそれをやめさせた。

　皆みなに無視されたというのにハキュリーは平気な面つらだった。

「あんたらはここでいったい何をやっているんだ？　さっき団長さんは『何よりも優ゆう先せんする任にん務むがある』とか言ってたが、騎士団の団長さんまで出で張ばっているなんてただならぬ事じ態たいなんじゃないのか？」

「戦時中の極ごく秘ひ任務ゆえ、それは勘かん弁べん願いたい」

　団長がつれなく言った。埋まい葬そうの一件けんで我われ々われのハキュリーに対する感かん情じようは最悪になっていた。

「そちらの女性は？」

「それも任務に関かかわることだ。ただ言えるのは、高い身分にいるお方だからそのつもりで接せつしていただきたい」

「だから名前も教えてくれないってのか？」

　今度は団長も口を閉とざした。彼女がベロニカとなることは絶ぜつ対たいにハキュリーには漏もらせない。隊列も露ろ骨こつにベロニカをハキュリーから遠ざける形に組まれている。

　隣を歩いていたベロニカが、そっと私に耳打ちした。

「ねえ、フレイル。どうしてハキュリー殿どのに名乗っちゃいけないの？」

「貴方あなたの名前は王女様よりも有名だからです。あいつに貴方がベロニカであることを気づかれるわけにはいきません」

「だからそれが分からないのよ。彼はわたしたちを助けてくれたんじゃない。そりゃ、少しばかり口は悪いけど……」

「限げん度どがあるっ」

　思わず大声を出してしまった。全員がぎょっとして私を注目する。彼女とは昔からの知り合いなもので、気を抜ぬくとつい昔の癖くせが出てしまう。彼女は彼女でこともあろうに私を子こ供ども時代の渾あだ名なで呼んだりしたもので、仲間からは嫉しつ妬と混まじりの皮肉をぶつけられた。私は「お願いだからみんなと同じように接せつしてくれ」と懇こん願がんしたものだ。

　ハキュリーが私たちをからかう。

「クソまじめな騎き士し様さまは、お姫ひめ様さまとずいぶん親しげなもんだね。籠ろう絡らくさせて玉の輿こしに乗るのが野や望ぼうってとこかな」

「そんなんじゃない」

「お二人は幼おさななじみなんですよ」とアーロンが割わって入った。「やっぱり幼なじみのフレイルさんが、今のところ次のベロニカの騎士に一番近いんじゃないですか？」

「なっ、ベロニカの騎士だって!?」

　ハキュリーの顔色が変わった。アーロンは自分のしでかしたことに気づいて口を覆おおうが、すでに遅おそしだ。この馬ば鹿かが。

「ちょ、ちょっと待て。つまり彼女は次のベロニカで、あんたらの任務ってのはルグナスまで彼女を送ることだってのか？」

「ハキュリー殿どの」団長がハキュリーに近ちか寄よった。「知られてしまってはもう仕方ありません。その通り、我われ々われの使命はベロニカ様をルグナスの大神殿まで無事に届とどけることです。トリゼアの連中が我々を襲しゆう撃げきしたのもベロニカ様を奪うばうのが目的でした。貴方もルグナスの人間なら、我々の任務を成じよう就じゆさせるためにお力を貸かして下さい」

　団長はハキュリーに頭を下げた。

　しかしハキュリーには団長の言葉が聞こえてないかのようだった。隊列の片かた端はしに追いやられていたハキュリーは一番離はなれた所にいるベロニカを凝ぎよう視しする。それから我々四人の騎士を順に見ていき、またベロニカに戻した。彼女は不ふ穏おんなものを感じたらしく私の腕うでを摑つかんだ。それは私も同じだった。

　ハキュリーは大声で笑い出した。不気味な笑いだった。静かに降ふりしきる雨音の中、ハキュリーの笑い声が街かい道どうに響ひびいた。

　ハキュリーは残された片かた腕うでで顔を覆い、天を仰あおぐようにして叫さけんだ。

「なんてことだっ。こんなことに気づかないとは俺おれも焼きが回ったもんだ。ベロニカが交こう替たいするこの時期にルグナスの騎士団がこんな所を行進していたら、栄光の十三人様にあらせられるに決まっているじゃないかっ。しかしまあ、なんとも傑けつ作さくな巡めぐり合わせだ。女め神がみはよっぽど悪戯いたずらがお好きとみえる！」
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　カウセージュからルグナスに向かう街道は大きな山脈を迂う回かいして二つあった。往路では距きよ離りの短い方を通ったが、今度は敵てきの目を欺あざむくためにやや遠回りなルートを選んだ。しかしそれも無む駄だで、今朝方敵の襲撃を受けたというわけだ。

　怪け我がを押おして歩く団だん長ちようのために小まめに休きゆう憩けいを取る必要があったので、目的の村に着いたときにはすっかり日が落ちていた。

　雨に濡ぬれボロボロになった我々を見て村人は騒そう然ぜんとなったが、すぐさま宿を用意してくれた。宿と言っても、街道から大きく外れているこの村には旅人を相手にした宿しゆく泊はく施し設せつがないので民家である。村人は「ベロニカ様を歓かん迎げいしたい」と申し出た。我々がベロニカをエスコートする騎き士しであることは伏ふせておくつもりだったが、カウセージュが近いため村人は彼女の顔を知っていた。

　彼らはつい昨日カウセージュが攻せめられたことは知らなかったので警けい告こくをした。しかし「まあ、こんな何もない村を襲おそっては来ないでしょう。以前の大戦でもここは無む傷きずでしたからね」と安あん穏のんとしたものだった。それはそうだ。前の大戦のときは我が国がすぐに敵の領りよう土どへと攻せめ入って、こちら側には寄せつけなかったのだから。

　歓迎のパーティを開くと若わかい村長は張り切っていたが、我々はそれを辞じ退たいし、食事だけ摂とらせてもらうことにした。必要なのは宴えん席せきよりも休息だった。私はベロニカに気け取どられないように、村長に医者を呼んで欲ほしいと頼たのんだ。しかしこの村は無医村で、大きな怪我や病気をしたらカウセージュまで運ぶのだという。我々はそこから逃げて来たばかりだった。

　皆みなは甲かつ冑ちゆうを脱ぬぎ暖あたたかい食事にありつきに行った。団長は「食しよく欲よくがないから先に休ませてもらう」と部屋に残った。私も団長に付き合った。団長は食欲がないから残ったのではない。二人きりになると団長は顔を歪ゆがませた。苦く痛つうをずっと我が慢まんしていたのだ。

「見せて下さい」

　私は団長が重い甲冑──古い格かく言げんを持ち出すなら『甲冑の重さは騎き士しの背せ負おう名めい誉よの重さ』──を外すのを手伝う。鎧よろいの下で上着が真っ赤に染そまっていた。あれだけの深い傷きずが、ただ包帯を巻まいただけで止血されるわけがなかった。服と包帯を取ると、傷はまだじわじわと血を流し続けていた。包帯を交こう換かんし、血まみれの服と包帯を自分の荷物の中に押し込んだ。彼女の目には触ふれさせたくない。

　団長をベッドに寝ねかせ、椅い子すを持ってきて隣となりに腰こし掛かけた。

「具合はどうですか？」

「悪くない。屋根の下でぐっすり眠ねむれば、明日からはまた剣けんを振ふり回せるさ」

「女め神がみファウゼルの名に懸かけてもう一度言えますか？」

　団長は沈ちん黙もくする。状じよう態たいがよいはずはなかった。

　噓うそを禁きんじられた騎士である団長がベロニカに怪我のことで噓を言ったのは、彼女を心配させないためだった。そして私に噓を言ったのは彼女を送り届ける旅を続けたいからだ。団長の気持ちは痛いたいほど分かった。

　だがこのままでは傷はすぐに膿うみ始める。たとえ任にん務むから離り脱だつすることになっても団長はここに留とどまるべきだった。

　不意に部屋のドアがノックされた。

「よろしいですか？」

　ベロニカの声だった。団長が返事をすると彼女が部屋に入って来た。トレイに肉料理とパンと水を載のせていた。私はそれを受け取ってナイト・テーブルに載せた。

　団長は彼女に訊たずねる。

「みんなはどうしていますか？」

「楽しく食事をいただいています」とベロニカは微笑ほほえんだ。「地酒を出していただいたので、ライアン殿どのなどすっかりできあがってしまっておりますわ」
















「全員というと、ハキュリー殿も？」

「ええ、そう言いませんでしたか？」

　苦々しいことに、彼女の中ではハキュリーはすでに部隊の一員となっているようだ。

「バトラー団長殿、どうぞ食事をなさってください。村の方々はわたくしたちをもてなすために越えつ冬とうの備び蓄ちくを出してくれたのですよ」

「どうせなら私も酒を飲みたいものですな」

「いいえ、だめですよ」

　ベロニカは微笑んで子こ供どもを諭さとすように言う。傷が塞ふさがってないというのにアルコールなどを口にしたら大変なことになる。団長には悪いが、私だけ後でいただくとしよう。

「ねえフレイル、ちょっといい？」

「ええ……。団長、失礼します」

　私はベロニカに部屋の外へと連れ出された。広間の方から歓かん声せいが聞こえた。カウセージュであんなことがあって以来、久ひさしぶりに聞く楽しげな声だった。

　廊ろう下かに出るなりベロニカの表ひよう情じようが硬かたくなった。彼女は声を殺して言った。

「フレイル、団長殿はどうなの？」

「自分では大したことはないと言っています」

「わたしを心配させないよう気を遣つかってくださっているのでしょう？　本当のところを教えて」

　私はしばらく考えてから、首を横に振った。彼女はアーロンほど鈍どん感かんでも軽けい率そつでもない。

「傷は深刻です。これ以上旅をするのは無理でしょう。ここで療りよう養ようしなければ命も危あぶない」

「……では、そうするようにわたしから頼たのみます」

　私は部屋に入ろうとするベロニカの腕うでを咄とつ嗟さに摑つかんだ。

「それは君が決めることじゃない」

「何を言っているのフレイル。団長殿はわたしのために命を無む駄だにしようとしているのよ」

「無駄などと言わないでくれ。君は騎士の気き骨こつというものを分かっていない。団長は任にん務むのために命を捧ささげようとしているんだ。私だって団長にはここに残って怪我を治してもらいたいと思うが、団長は自分の足で歩けなくなるまで君を護まもる旅を続けるだろう。そして歩けなくなったときに命を落とすだろう。だがそれは団長が望む人生の終わりなんだ」

「そんなっ。だってあの傷ついた身体からだで何ができるというの？　足手まといなだけじゃない。だったらここで休んだ方がずっと……」

「やめろっ。もしそれを団長の前で言ったら、いくら君がベロニカだとはいえ、私は君を許ゆるさない」

「許さないって……どうするつもりなの？」

　私は言い過すぎたことに気づいた。彼女は涙なみだを浮うかべていた。彼女もまた団長の身を案じただけなのだ。私は彼女の手を放はなし、わざと他人行ぎよう儀ぎに言った。

「ベロニカ様、無礼な口の利きき方を失礼しました。ですが、お願いですから団長の思うようにさせてあげて下さい」

　そう言い残して私は部屋に戻った。ドアの向こうで彼女が静かに泣き咽むせぶのが聞こえた。

「ベロニカ様は何を？」ベッドに横たわった団長が聞いた。「俺おれに聞かせられないことか？」

「いえ、日につ程ていについて聞かれただけです。疲つかれたからしばらくここで休みたいと、だだをこねられました」

「女め神がみの名に懸かけて？」

　今度は私がファウゼルの名の下に噓うそを暴あばかれる番だった。

「……すみません。彼女は団長が重じゆう傷しようなことを察さつしておいでです」

「俺の身体をいたわってくれるのは感かん謝しやするが、ベロニカ様をだしに使うのは感心しないな」

「重ね重ねすみません」

「それよりフレイル、ハキュリーの奴やつはちゃんといるか？」

「はい。廊下に出たとき声が聞こえました」

「ならいい。あいつから目を離すな。ベロニカ様の正体を知ったときの様子はまともではなかった……それにしてもアーロンめ。黙だまっていろと口くち裏うらを合わせたのに、半日もしないうちに漏もらしよって」

「アーロンをかばうわけではありませんが、いずれこの村で発覚していたことでしょう」

「うむ……なあ、フレイルよ。気休めなしで俺はどこまでもつと思う？」

「十二月までにルグナスに到とう着ちやくできる日につ程ていを取ったのなら、祭典のそのとき団長はそこにはおりません」

「なんともまあ……」団長は苦く笑しようする。「率そつ直ちよくな意見だ」

「気休めなしでとおっしゃいましたので。ですが、結果として団長がそこにいないことは同じでも、同行して命を落とすのと、ここに残ったので祭典に出席できないという二通りの選せん択たくがあります。ベロニカ様は後者を望んでおります」

「俺がどちらを選ぶかぐらい分かっているだろう？」

「はい……」

　いくら説得しようと団長の答えは変わらないだろう。私だって団長の立場にいたら同じことを望んだはずだ。

「実じつ際さいのところ俺はすでに団長としての役を果たしていない。実じつ質しつ的てきにお前とライアンが代行している。お前たちが今朝の襲撃を生き延のびたのは決して偶ぐう然ぜんではない……まあアーロンは別としてだが。俺はもうみんなについて行くのが精せい一いつ杯ぱいだ。そこでだ、フレイル。ここから先はお前が指し揮きを執とれ。ただし最初の命令が俺にここに残れと言うのはなしだぞ」

「それは軍ぐん規き違い反はんです。代行が認みとめられるのは指揮官がそれを遂すい行こう不ふ能のうになった場合のみです。指揮官が自分の意い志しでそれを譲じよう渡とすることも許されていません。それでは任にん務む放ほう棄きと何ら変わりありません。正規の手続きを無む視しして指揮権を委い譲じようするような真ま似ねをされては、団長の経けい歴れきに泥どろを塗ぬることになります」

「なんだ、俺が死んだ後のことをもう心配してくれているのか？」

　そう言って団長は豪ごう快かいに笑ってみせた。

「そういう冗じよう談だんは聞きたくありません」

「……フレイルよ、この任務についてからお前は変わったな」

「私がですか？」

「ああ。お前との付き合いは、お前が一いつ般ぱん兵士から異い例れいの抜ばつ擢てきをされてからほんの数年のことだ。俺はお前が、我わが国の騎き士しには似につかわしくないと思っていた。粗そ野やな兵士の色に染そまってしまっているとな。だがカウセージュでの戦いのとき、お前は俺が知っているどんな騎士よりも騎士らしかった。そして今朝もだ。俺はお前さんを見み誤あやまっていたことに気づいたよ。しかしだ。カウセージュを脱だつ出しゆつしてからのお前は気を張はり過ぎている。わざと堅かた物ぶつぶっているようだ……それはベロニカ様がいるからだろう？」

「それは勘かん違ちがいです。私は別にベロニカの騎士になるために……」

「誤ご解かいをするな。ベロニカ様に選ばれたいがために猫ねこをかぶっているなんて言っているんじゃない。お前がベロニカ様と幼おさななじみなのはみんな知っている。そのせいでベロニカ様がお前に気を許ゆるしていることも。だからお前はみんなを嫉しつ妬とさせないために、わざとベロニカ様に無ぶ愛あい想そうに接せつしているんじゃないのか？」

「……そうかもしれません」

「正直言うとな、俺は昔からベロニカの騎士を夢ゆめ見みていたんだ。だがカウセージュの戦いではっきりと分かった。お前こそがベロニカの騎士に相応ふさわしいと。それに聖せい堂どうでのこともある。みんなも納なつ得とくするだろう。ルグナスまでの道は戦場に等しい。城しろの裏うら庭にわで訓練をしているんじゃないんだ。規き律りつなどと言っている場合ではない。お前が指揮を執るんだ」

　私は首を振った。

「やはりそれはいけません。お言葉ですが、戦場だからこそ規律を重んじるべきです。私とライアンは団だん長ちようの命令を無視して聖堂に突とつ入にゆうしました。本国に帰き還かんした後で処しよ罰ばつされることは覚かく悟ごしております。そんな私が指揮を執るなど……」

「結果として命令違い反はんとなったが、お前たちは勇ゆう敢かんにもトリゼア兵士たちに乗っ取られた聖堂からベロニカ様を奪だつ還かんしたのだ。その行こう為いは称しよう揚ようされこそしても、決して後ろ指をさされるようなものではない。俺は命令違反があったことは墓はかの中まで持っていくつもりだ」

「私は自分の行動が間違っていたとは思いませんが、結果としてよい方に転がってくれたというのも否いなめません。実じつ際さいライアンは最後まで突入に反対していました。ですが私を放ってはおけずに渋しぶ々しぶながら共に来てくれたのです。もしこの部隊で団長以外に指揮を執る人物がいるとするなら、それは思し慮りよ深くて篤とく実じつなライアンです。彼の力がなければベロニカ様は敵てきの手に渡わたっていたことでしょう。団だん長ちようは私がベロニカの騎士になるとおっしゃいますが、私はおそらくそれはライアンだと思っています」

　団長の顔が曇くもった。

「しかし……しかしライアンは仲間を斬きっている」

　あのことを思い出すと私も憤ふん懣まんやるかたない思いだった。カウセージュでベロニカを救出した後、我が騎士団の一人が──栄光の十三人の一人が──眠ねむっている彼女に下げ種すな真ま似ねをしようとしたのだ。

「ライアンは不ふ埒らち者ものを斬ったにすぎません」

「彼自身がそう証しよう言げんしているだけだろう？　証しよう拠こはない」

「私がその場にいました」

「お前は確たしか、ライアンが奴やつを斬った直後にそこに駆かけつけたと言っていたではないか。居い合あわせたわけではなかろう？」

「……団長はライアンを疑うたがっておられるのですね」

「そこまでは言っておらん。ただ、調ちよう査さを行い、正規の手続きを踏ふむべきだと言っておるのだ。そのような立場に置かれた者が指揮を執るなど、それこそ問題があろう」

「団長のおっしゃることは正せい論ろんだと思います。だが団長はライアンという男をあまりに知らな過ぎる。ライアンとの付き合いは私の方がずっと長いのです」

「フレイルよ、お前が友を思う気持ちは間違ってはおらん。しかし判はん断だんに余よ計けいなものを持ち込むな。おそらくライアンはルグナスに帰った後に査さ問もんの場に立たされることになるだろう。そのときお前がすべきなのは、騎士の戒かい律りつに従したがい事実だけを述のべることだ」

　団長の言葉が納なつ得とくできずに反はん論ろんをしようとしたときだった。

　部屋のドアがノックもされずに開いた。身長の高い男のシルエット。一いつ瞬しゆん、今の会話をライアンに聞かれてしまったのかと思ったが、その男には片かた腕うでがなかった。

　啞あ然ぜんとする私と団長へとハキュリーは歩み寄って来た。

「面おも白しろそうな話だ。もっと詳くわしく聞かせてもらいたいね」







　　　２．眠ねむり姫ひめの頃ころ




　私の生まれた村は王都ルグナスから馬で二カ月も旅せねばたどり着けない、辺へん境きようの寒村だった。

　住人は百人足らず。一年の三分の一は雪に覆おおわれてしまう。村人は凍こおりついた大地に寒さに強い穀こく物もつを植えて一家が辛かろうじて生活できる糧かてを得るだけの人生を送り、そして凍りついた大地に屍しかばねを埋うめて生しよう涯がいを終える。若わか者ものたちは村を抜ぬけ出すことばかりを考え、そして実際、独ひとり立ちできる年ねん齢れいに達すると多くが村を捨すてて二度とは戻もどらなかった。

　人口が少ないので必然的に同年代の人間も少なくなる。村で私と近い年齢の人間は、シーゼルという二つか三つ下の女の子がいるだけだった。子こ供どもの頃ころから遊び相手も話し相手も彼女一人だった。

　もっとも、遊ぶとは言ってもイタズラ盛ざかりの頃だ。私はよくシーゼルをからかって泣かせては、親にげんこつをくらったものだ。グロテスクな昆こん虫ちゆうを背せ中なかに入れてみたり、森の中にシーゼルを置き去りにしてみたり……。子供だったら誰だれでもやらかす他た愛あいもないイタズラだが、今現げん在ざいあの頃と同じことをシーゼルにしようものなら、いくら彼女の幼おさななじみとはいえ首が飛ぶのは間ま違ちがいないだろう。職しよくを馘かく首しゆされるのではない。重じゆう罪ざい人にんとして文字通り首を切り離はなされるのだ。

　シーゼルには奇き妙みような性せい癖へきがあった。すぐにうつらうつらし、喋しやべっている最中にも寝ねてしまうのである。それは格かつ好こうのからかいの材料だった。私は彼女を『眠ねむり姫ひめ』などと呼よんで囃はやし立てたものだ。寝てしまった彼女の顔を泥どろまみれにしてしまうぐらいならまだしも、眠りこけた彼女を村外れの空き小屋まで運んで鍵かぎを掛かけてしまったこともあった。夜になってもシーゼルが戻らないことで大おお騒さわぎになったが、私は彼女を閉とじ込こめたことを言い出せず、露ろ見けんした後でこっぴどく叱しかられた。夜遅おそくに大人たちの捜そう索さくによって発見された彼女は、私が閉じ込めてからずっとそこで寝ていた。

　当然のことだが、シーゼルは『眠り姫』などと呼ばれるのを嫌いやがっていた。

　私が「だっておかしいじゃないか。どうしてそんなにすぐに寝ちゃうんだよ」などと言うと、彼女は涙なみだを浮うかべて「わたしだって分からないわ。でもしょうがないじゃない、眠くなっちゃうんだもん……」と小さな両手で顔を覆った。子供の残ざん酷こくさか、シーゼルが泣き出してしまうと私は面おも白しろくなってさらに彼女をいじめた。そのたびに村の大人たちからげんこつを貰もらうもので、シーゼルはお返しに『小さな金槌リトル・ハンマー』なんて渾あだ名なを私につけた。どちらかと言えば金かな槌づちというより金かな敷しきだ。

　私とシーゼルはよく将しよう来らいの夢ゆめを語り合った。村の誰かが近きん隣りんの街──それでも数日を要する距きよ離りがあるのだが──から仕入れてきた英えい雄ゆう譚たんに憧あこがれて、木の棒ぼうを振ふり回して悪者たちをばったばったと倒たおす自分を思い描えがいた。シーゼルはというと「わたしはお姫様になりたい」と目を輝かがやかせた。

　自分の夢は棚たなに上げて「そんなことは現実的じゃない。だってお姫様になるには国王の娘むすめに生まれなくちゃならないじゃないか」と言うと、彼女は「頭を叩たたかれ過すぎてボケちゃったんじゃないの？　ダンス・パーティで王子様に見み初そめられればいいじゃない」と言い返してみせた。私は意地になって「ダンス・パーティで居い眠ねむりをする女の子を王子様が好きになるものかい。シーゼルは、姫は姫でも『眠り姫』だろう？」などと言い放って彼女を泣かせた。

　結局私は大陸を放ほう浪ろうする英雄などにはなれなかったが、シーゼルはお姫様以上の存そん在ざいになってしまった。

　それは私がちょうど十歳さいになったときだった。

　それまでは長くとも半日ほど眠りこくるだけだったシーゼルが、丸三日間、一度も起きることなく眠り続けたのである。

　死に至いたる病やまいを患わずらったのではと誰もが心配した。普ふ段だんは彼女をからかって遊んでいた私も気が気ではなかった。別に私はシーゼルが嫌きらいでからかっていたのではない。彼女がとても可愛かわいくて、そう、『眠り姫』と呼ばれて泣いてしまうその仕草までもがすこぶる愛らしかったのだ。

　彼女が目め醒ざめて皆みなが胸むねを撫なで下ろしたとき、誰だれかがふと漏もらした。

「もしかしたらシーゼルは、ベロニカ様になる御おん身みなんじゃないのか？」

　村中が騒そう然ぜんとなった。なぜ誰もそれを考えなかったのだろう、と。

　女め神がみファウゼルの依より代しろであるベロニカになる女じよ性せいは、ベロニカとなったその日から死ぬ直前まで眠りの中で人生を過ごす。ベロニカは生まれたときから女神によって選ばれているとされ、その聖せい刻こくとして子供の頃から何日も眠り続けるらしいのだ。眠りの間に夢の中に女神が現あらわれ、ベロニカとなる心こころ構がまえを教えられているというが、歴代のベロニカ候こう補ほたちは「何も覚えていない」と口を揃そろえる。神学者たちは「女神が口止めをしている」とか「覚かく醒せいすると忘わすれてしまうが、夢の中でだけ必要な知ち識しきなので再ふたたび眠れば思い出す」なんて説を唱えているが、実じつ際さいのところは誰にも分からない。

　その日からシーゼルは村の全すべてとなった。

　まさにお姫様のように扱あつかわれ、村人たちはシーゼルが長期間の眠りに就つくたびに狂きよう喜きした。我わが村からベロニカ様が誕たん生じようするとは何と素す晴ばらしいことだろう、と胸むねを張はった。

　数年間そんな生活が続いた。私はシーゼルと話すことさえままならなくなり、次し第だいに女性らしくなっていく彼女を遠くから眺ながめるだけだった。

　確たしかシーゼルが十三か四になったときだと思う。彼女が次のベロニカではないかという噂うわさがルグナスまで届とどき、やっと正式な調ちよう査さのために王都の大神しん殿でんに招まねかれることになった。数日間眠ったという実績があるだけで「この娘こそ次のベロニカ様だ！」と自じ薦せん他薦された『次期ベロニカ候補』が大陸中にいたので、それを正せい確かくに判はん別べつできる知識を持った数少ない神官はその見み極きわめに忙ぼう殺さつされていた。もちろん候補者のほとんどは自じ称しようで終わった。ベロニカとして眠る女性も、次のベロニカも世界にただ一人だけなのだ。

　シーゼルがルグナスの大神殿へと長い旅に向かう前日、シーゼルと僅わずかな時間だけだが二人きりで話すことができた。

「ねえ、リトル・ハンマー。もしわたしが本当の『眠り姫』だったら、貴方あなたはわたしの騎き士しになってくれる？」

「ああ、もしシーゼルが選んでくれるならね。約束だとも」

　不安の色を滲にじませた彼女に、私は軽く答えた。そのとき彼女とかわした約束がまさか、私の人生を大きく変へん貌ぼうさせることになるなど想そう像ぞうもできなかった。

　実際のところ私は、シーゼルが次期ベロニカだなんて勘かん違ちがいもいいところだと思っていた。何カ月かしたらシーゼルは戻って来て、きっと「やっぱりわたしは違かったみたい」と照れ笑いをするだろう。村人は失望するだろうが、すぐにまた昔の生活に戻るだろうと。

　だがシーゼルは二度と村へは帰らなかった。彼女に同行した父親だけが戻って来て「喜んでくれ、シーゼルはベロニカ様になるんだっ」と興こう奮ふんして言った。何日にも亙って祝しゆく賀が会かいが開かれたが、私はその宴うたげに参加しなかった。私は村を発たつ準じゆん備びをしていた。子こ供どもの頃ころに夢見た『放ほう浪ろうの勇者』なんて御お伽とぎ話ばなしを追いかけてではない。

　私はシーゼルと約束をしたのだ。いずれは長い眠ねむりに就く彼女の傍かたわらでずっと見守っていてあげることを。

　それは十七歳のことだった。




　　　　◇




　小さな村を一度も出たことのなかった私は、その足で王都ルグナスへと向かった。シーゼルに会ってお祝いの言葉を送り、君との約束を果たすためにまずはルグナスの騎き士しを目指すと誓ちかうつもりだった。ベロニカの騎士になるには、ベロニカ交こう替たいの祭典の日に彼女をエスコートする十三人の騎士に選ばれねばならなかった。

　やっとルグナスに到とう着ちやくしたときには、シーゼルとの最後の会話から一年近くが過すぎていた。道行く人々に訊たずねながら女神ファウゼルの大神殿へたどり着いた。ルグナス国におけるファウゼル信しん仰こうの総そう本ほん山ざんである。静せい粛しゆくで巨きよ大だいな建けん造ぞう物ぶつに圧あつ倒とうされながらも、私は衛えい兵へいにシーゼルに会いたい旨むねを告げた。幼おさななじみであることを言えば会えるだろうと楽観していた。

　だが私は衛兵にあっさりと追い返された。連中は私が幼なじみであることなど信じてくれなかった。それにシーゼルはもうルグナスにはいないという。ベロニカとなる修しゆ行ぎようのためにカウセージュの街に移うつったことを、路地に投げ飛ばされながら教えてもらった。

　私は途と方ほうに暮くれた。カウセージュとやらに赴おもむいても門前払ばらいを受けるのは目に見えていたし、そもそもカウセージュという街がどこにあるかも分からなかった。

　私はルグナスで兵士となることを決めた。まずは兵士となり、それから騎士に昇しよう格かくする以外に私がシーゼルに再さい会かいする方法はないと思った。今考えるとそれは『放浪の勇者』と同程てい度どに無む謀ぼうな夢ゆめ物もの語がたりだった。ルグナスの騎士のほとんど全員が上流貴き族ぞくの子し弟ていで占しめられ、有ゆう能のうな兵士が騎士となれるわけではないとは知らなかったのだ。

　ただし兵士になるのは簡かん単たんだった。ルグナスはクラウディア大陸のもう一つの大国トリゼアと何百年にも亙って小こ競ぜり合あいを繰くり返していた。大きな戦争になったことも数回ある。国こつ境きよう線せんに近い街では慢まん性せい的てきに戦いが行われていて、兵士は不足していた。がたいのいい若わか者ものだったら、その日から兵へい舎しやに住まうことができた。

　私は紛ふん争そう地ち域いきを転々として十代の残りを過ごした。次し第だいに戦士としての腕うでを上げ、武ぶ勲くんを立て、そして部隊を任まかされるまでになっていた。

　そして数年後、私は異い例れいの抜ばつ擢てきにより念願の騎士となったのである。
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　それは十月の終わりの週のことだった。

　私は王おう城じようにある騎士団の本部で、城の書庫から持ち出した歴史書を読み耽ふけって時間を潰つぶしていた。一いつ般ぱん兵士はもちろんのこと役人でもそれなりの地位がなければ出入りが許ゆるされない書庫からフリー・パスで貴重な書物を持ち出せるのも騎士に与あたえられた特とつ権けんの一つだが、行使する物好きは私ぐらいのものだった。

　部屋では他にも何人もの騎士仲間が談だん笑しようしている。ここしばらくは敵てき国こくトリゼアがすっかり大人しいので、騎士団の主な任にん務むは有事に備そなえて待機することだった。私はいつも皆みなの輪に入れず、部屋の隅すみでカビ臭くさいページを繰くって過ごしていた。

　安全な王城で安あん穏のんとした日々だ。騎士団というのが一種の名めい誉よ職しよくで、限かぎりなくお飾かざりに近いことに最初は幻げん滅めつしたが、私の最終目的はベロニカの騎士になることだったし、死の恐きよう怖ふを感じずに給料を貰もらえる生活は別に悪いものじゃない。ただ身体からだだけは鈍にぶらぬように、勤きん務む時間外に昔の同どう僚りようと組み手をしたりトレーニングをしたり、自らを研とぎ澄すますことは怠おこたらなかった。

　兵士になる前もなってからも私は文字とは無む縁えんだったし、文字が読めぬことに引け目も不便も感じなかった。だが騎士に昇格してから私が文もん盲もうであることが皆みなの嘲ちよう笑しようの対象となると、騎士たる者が文盲では騎士団の名折れだと団長に諭さとされ、上官の命令なので仕方なく書庫に通うようになった。最初は挿さし絵えを眺ながめているだけだったが、次し第だいにそこに書かれている物語を知りたくなり、騎士仲間に教えてもらいながら──私とは違ちがってみんな学があった──文字を覚えた。

　私は歴史に夢む中ちゆうになった。数年の待機任務の間に歴史書を読み耽ったお陰かげで、有史以後のクラウディア大陸のことならいっぱしの学者なみに語れるようになった。ルグナスとトリゼアの歴史、女め神がみへの信しん仰こう、そしてベロニカのこと。我が国とトリゼアの数百年に亙る確かく執しつの根こん源げんには、ベロニカの奪うばい合いがあることを知った。兵士のときは両国が争う理由など考えもしなかった。

　トリゼアも我が国と同じように女神への強い信仰を持ち、王都にはベロニカを迎むかえるための大神しん殿でんがある。ただ、我が国の大神殿とは違いベロニカが不ふ在ざいだ。ベロニカは世界に一人だけ。生まれた国の大神殿で眠ねむりに就つくというのが遥はるか昔に両国の間でかわされた協定だった。

　当代のベロニカはルグナスの領りよう土どで生まれ、次にその地位を継つぐシーゼルもまたそうだ。何の偶ぐう然ぜんか、シーゼルを含ふくめると六代続けてルグナスの領土内でベロニカが生を受けたことになる。もちろん向こうさんは面おも白しろくない。「ルグナスの神官は次期ベロニカを見み誤あやまっている」と自前の候こう補ほ者しやを立ててもその女じよ性せいが件くだんの日に長い眠りに就くことはないし、しかもそれが六代続いて──三百年近くも向こうさんの大神殿は空席のままなのだ。ベロニカになれなかったトリゼアの候補の女性たちは、何の咎とがもないのに無残に殺されたという。

　結局のところベロニカ争そう奪だつの繰くり返しが二国の歴史そのものなのだ。両国の兵士が流した血は、女神の爪つま先さきへと流れ着いているのだろう……。

　そう、それは十月の終わりの週だった。団だん長ちようが勢いきおいよく扉とびらを開ひらいて本部に駆かけ込こんで来た。

「みんな、聞くんだ。大神殿のベロニカ様に死去の兆ちよう候こうが現あらわれた。どういうことだか分かるか？」そこでどよめきが起こった。「十三人の騎士を選ぶときがきたのだ！」

　団長は興こう奮ふんしていた。ベロニカの交こう替たいは数十年に一度。自分が騎士団に在ざい籍せき中ちゆうにそれが起こるとは限かぎらないのだ。

「これから私は議会に出席し、十三人の騎士の選せん抜ばつを行う。数日のうちに栄光の十三人が決まるだろう。この中の何人が選ばれるかは分からないが、各自準じゆん備びをしておくように。本日からは自じ宅たく待機とする。以上」

　団長は慌あわただしく部屋を出て行った。

「絶ぜつ対たい団長は自分を入れるぜ」

　誰だれかが誰かに言った。そいつは頷うなずいて応こたえた。

「つまり残りの椅い子すは十二個ってことだな」

　おそらくそうなるだろう、と私も思った。団長の人じん格かくがどうこうではなく、騎士団の長がそれの指し揮きをしないという方が不自然というだけのことだ。

　十二個の椅子。私はそこに座すわれるだろうか。シーゼルと別れてから人生の全すべてをそのためだけに費やしてきた。しかし騎士団には百人近くが在ざい籍せきしている。少なくとも出発の日にルグナスにいなければならないのだから、地方に派は遣けんされているそのうちの三割は気の毒ながら選考に漏もれてしまう。

　こんなに早く当代のベロニカに死が訪おとずれるとは想そう像ぞうしてなかった。私は騎士になってから何も武ぶ勲くんを立てていないし、仲間内の評ひよう判ばんも芳かんばしくないし、上司のウケもいいとは思えない。いずれトリゼアとの大きな戦いが起きたら、志し願がんしてそこに向かおうと思っていたのに。

　今から団長の靴くつを磨みがいてみせても遅おそい。私は書庫からベロニカに関する文ぶん献けんを何冊さつか持ち出して宿しゆく舎しやに戻もどった。
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　十三人の名前が張はり出されていないか確かく認にんしに出で掛かける以外はほとんど外出せずに、部屋でぼんやりと本を眺ながめる日が続いた。城じよう内ないですれ違う誰もが浮うき足あし立っていた。

　日が経たつにつれて緊きん張ちようで寝ねつけないようになった。シーゼルを追って村を出てからの日々が全て水すい泡ほうに帰するやもしれぬのだ。そのせいか、その日はずいぶんと遅くまで寝ていてしまった。

　いつもより遅い時間に本部に向かうと、本部の前に人だかりができていた。そこに何があるかは考えるまでもない。集まっているのは騎士だけではなかった。城しろのありとあらゆる者が件くだんの十三人に興きよう味み津しん々しんなのだ。

　あまりの人の多さに、張り出された名前を確認できる距きよ離りまで近づけずにいると、不意に後ろから肩かたを叩たたかれた。

　それはグレゴリー・ライアンだった。
















　私がまだ十代の一いつ般ぱん兵士だった頃ころに戦場で出会った男だった。同年代だがライアンは騎き士しであり、そして名家の出身だった。私は生まれながらにして恵めぐまれた彼に嫉しつ妬とし、最初は無む視しを決め込んでいたのだが、肩を並ならべて戦っているうちに気さくな彼との間には親交が生まれた。

　お高くとまっているくせにいざ戦せん闘とうとなったら作戦本部から動こうとしない他の騎士とは違い、彼は当時の私たちと同じように危き険けんに身を晒さらして戦った。いつだったか彼が言った言葉をまだ覚えている。「騎士の中には『こんな所で死んでもちっとも名めい誉よではない。だから前線には立たないのだ』なんて嘯うそぶく奴やつもいるが、俺おれはそうは思わない。この辺へん境きようの村の防ぼう衛えいで命を落とすことは、姫ひめ君ぎみのために命を投げ出すのと何ら変わらないんだ。ルグナスの礎いしずえになるという点ではな」ライアンは若じやく年ねんながら一般兵士たちの尊そん敬けいを集めていた。私も彼が好きだった。私たちは友達になり、そして私が騎士となってからもそれは続いていた。

　騎士団の中で友達と呼よべるのはライアン一人だった。騎士になっても自宅を建てず一般兵士と同じように宿舎で寝起きする私を──これは同どう僚りようにすこぶる不評だった──何度も屋や敷しきに呼んでは、妻つまと幼おさない息子むすこの三人で歓かん待たいしてくれた。もちろん彼以外に私を自宅に呼んでくれる者などいなかった。

「何をやってるんだ、早く旅の準備をしろよ」

　とライアンは言った。

「えっ？」

「おめでとう。お前は十三人の騎士に選ばれたんだよ」

　そう言ってライアンは私を抱だき締しめてくれた。私がシーゼルとかわした約束のためにベロニカの騎士を目指していることを彼には告白していた。彼がこのことで私を騙だましてからかうはずはなかった。私は選ばれたのだ。

　私は両腕でしっかりとライアンを抱き返した。騎士になれたときと同じ涙なみだが滲にじんだ。

「ありがとう、ライアン」

「お前の門かど出でを祝ってやりたいところだが、ちょっと用があってな」

「用だって？　こんなときに？」

　私は彼の身体からだを離して聞き返す。

「ああ。旅の準備さ」

　それは、ライアンも十三人の中に選ばれたということだった。私たちは笑いながらまた抱き合った。
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　盛せい大だいなパレードに送られて、我われ々われ十三人はカウセージュへと旅立った。

　十年……シーゼルと別れてからもう十年が過すぎていた。数年前に騎き士しになったとき、シーゼルに会いにカウセージュに行こうかと何度も考えた。騎士の身分なら面会もそれほど難むずかしくないはずだった。だが私はそれを瘦やせ我が慢まんした。

　私がシーゼルと同どう郷きようだということはみんな知っており、「奴やつが騎士に抜ばつ擢てきされたのはシーゼル様と同郷だったからだ。でなければあんな下げ賤せんの者がルグナスの騎士になれるものか」などと陰かげ口ぐちを叩く同僚もいた。昔それを自慢したのは失敗だった。これで騎士の地位を利用して会いに行ったら、私への風当たりはますます強くなっただろう。

　ただライアンだけはこう言ってくれた。「お前が騎士になれたのは、お前が誰だれよりも国のために戦ったから、ただそれだけさ」ずいぶん後になって団長に、私の抜擢にはライアンの強い推すい薦せんがあったことを教えてもらった。そのことで彼に礼を言っても「俺が推おそうと推すまいと、お前ならいずれは騎士になれていたさ」とそんな調子だった。

　短たん距きよ離りの方の街かい道どうを通り、点てん在ざいする統とう治ち下かの村々で休息と食事を摂らせてもらいながらカウセージュを目指した。ただでさえ重い甲かつ冑ちゆうを着き込こんでいるので、村々に寄よることで荷を減へらしたわけだ。これで十日分の食料や野や営えいの道具を背せ負おわせたら馬はすぐにへばってしまう。それならまずこのクソ重い甲冑を脱ぬぎ捨すてるべきだと思った。騎士の晴れの舞ぶ台たいだというなら、ブリキの張はりぼてにすればいいものを。兜かぶとから臑すねあてまでどれも呆あきれるほど肉にく厚あつで、全部合わせると大人一人と同じぐらいの重量がある。こんな重いだけの飾かざり物など、いざ実戦となったら動きを鈍にぶらすだけの足あし枷かせだ。

　みんな浮うかれていた。シーゼルに選ばれてベロニカの騎士となるのはいったい誰だろうかという話で盛もり上がっていたが、私はいつものように会話の輪に入ることができなかった。本部での時間潰つぶしなら本を読んでいればいいのだが、馬上で本は開けない。唯ゆい一いつの話し相手はライアンだった。

「あのボクちゃんを見ろよ」とライアンが若わかい騎士を指さして言った。「あいつの親父おやじは法ほう務む局きよくの重じゆう鎮ちんなんだぜ。それ以外にあいつが騎士になれた理由も、ここにいられる理由もない。一回だけ同じ戦場に配はい属ぞくされたことがあったが、あのボクちゃんは一度も剣けんを抜ぬかなかった。俺おれはそれをからかってやったんだ。『貴き君くんの剣はなんとも手入れが行き届とどいておりますな』ってな。そしたらあのボクちゃん、俺の皮肉も分からずに胸むねを張はって言いやがったんだ。『一点の曇くもりもない剣は騎き士しの証あかしですから』だとさ。おい、笑うなって。聞こえちまうだろうが」

　そう言うライアンこそ血けつ統とうという点では頭ず抜ぬけていた。今ではすっかり没ぼつ落らくしたとはいえ王族に通じる家か系けいだった。ライアンがあのボクちゃんと違うのは、彼は騎士だけが帯刀を許ゆるされる紋もん章しよう入いりの剣が摩ま滅めつするほど戦場で戦っていることである。

　ライアンが騎士の身分を持ちながらも戦場に身を晒さらすのを、武ぶ勲くんを立てて家を再さい興こうするためだと私は思っていた。家いえ柄がらとそれに恥はじぬ武勲。ライアンの名声は国中に響ひびいていた。もし彼がもっと実力のある家の人間だったら、史上最年少の騎士団だん長ちようになっていただろう。この十三人の中では彼が団長を補ほ佐さする役を任まかされていた。

　私が騎士になった時分からベロニカの交こう替たいが囁ささやかれるようになっていた。ベロニカは老ろう衰すいでその任にんを終える。当代のベロニカはかなりの齢としだった。そう遠くない将しよう来らいシーゼルが次のベロニカとなり、そのときに新たなベロニカの騎士が選ばれる。それはいったい誰か。最さい右う翼よくとして巷ちまたで真っ先に名を挙げられていたのはライアンだった。安酒場で酔よった男たちが、近くにいた私も騎士団の一員であることに気づかずに「彼以外にはあり得ない！」と称しよう賛さんするのを何度聞いただろう。いくら待っても私の名は出てこなかった。

　もちろん選ぶのはシーゼルだが、私の強みと言ったら──私の騎士への抜擢に関する陰口を肯こう定ていするわけじゃないが──彼女と同郷なことぐらいだ。もしかすると彼女はもう私のことなど忘わすれているかもしれない。

　ライアンは世せ評ひようには興きよう味みを示しめさず、ベロニカの騎士になりたいなどという素そ振ぶりも見せなかったが、私は彼がベロニカの騎士を渇かつ望ぼうしていることを知っていた。それに選ばれれば彼の家が盛もり返すのは必至だった。

　ベロニカの騎士を渇望しているのは私も同じだ。決して誰にも譲ゆずりたくはない。

　だがもしシーゼルが私以外の者を選んでしまうなら、それがライアンであるといい。きっと彼なら長い眠ねむりの間シーゼルをしっかと護まもり続けてくれるだろう。
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　通る村々で歓かん迎げいを受け、我々はついにカウセージュに到とう着ちやくした。街角には人々が溢あふれ、一生に一度見られるか否いなかの行進に熱ねつ狂きようしていた。このクソ重い甲冑もそんなに悪いものではないと思った。私は少し照れながら手を振ふり返した。我々は領りよう主しゆであるコーファックス卿きようの邸てい宅たくへと向かった。

　カウセージュはルグナスの領土で五本の指に入る豊かな都市である。煌きらびやかな街まち並なみに私は気け圧おされていた。王都ルグナスにも豪ごう華かな貴き族ぞくの屋や敷しきはあったが、このカウセージュは街全体がまるで一つの芸げい術じゆつ品ひんのように整然と編あみ上げられていた。彼女が件くだんの日を待つに似つかわしい。

　歓声を送る人々の中に、かなりの数の武ぶ装そうした兵士が配置されているのに気づいた。カウセージュはトリゼアとの国こつ境きよう線せんに近いため強固な防ぼう衛えい体たい制せいが敷しかれている。もっとも、これまで実じつ際さいに武力制せい圧あつや施し設せつの破は壊かいに晒さらされたことはない。宗しゆう教きよう施設が多いので同じ信しん仰こうを持つトリゼアも手て控びかえているのか、あるいは代々領主を務つとめるのがルグナスとトリゼア双そう方ほうの大司教に太いパイプを持つと言われるコーファックス卿だからだろう。でなければ国境線近くの街にベロニカ候こう補ほを住まわせたりはしないはずだ。だが双方の大司教と昵じつ懇こんにしているということは、カウセージュの街がルグナス領土ながら本国との関かかわりが薄うすいことも意味している。ルグナスからちゃんと兵士が派は遣けんされているのに、コーファックス卿はその数倍もの私兵を自費で雇やとっている。私の目に入ったのはルグナスの紋章をつけていない兵士ばかりだった。

　街の門からだいぶ進んだとき、ひときわ大きい宗教建けん築ちく物ぶつが現れた。周囲を大人の背せ丈たけの一・五倍もある塀へいが囲んでいて、二階までしかないが敷地はルグナスの大神しん殿でんの規き模ぼに近い。だがその巨きよ大だいな建物が街のバランスを崩くずしているわけではなかった。それが何なのかライアンに訊たずねてみた。

「ただ『聖せい堂どう』とだけ呼ばれている」ライアンは答えた。「きっちり街の中央に位置している。精せい神しん的てき物ぶつ質しつ的てきの両面でこの街の中心に鎮ちん座ざしているわけさ。シーゼル様が生活されているのもここだ」

「ここに彼女が……」

　聖堂を横目に通り過ぎたところで行進が止まった。コーファックス卿の屋敷は聖堂のすぐ隣となりに並んでいたのだ。街の中心は確かに聖堂なのだがそれに続くのは自分の住居すまいだぞ、とでも主しゆ張ちようしているようであった。家族が三百人いるのだろうかと疑うたがいたくなるほどの大きさで、聖堂とは違ちがいこの屋敷だけは些いささか街並みから浮いていた。

　大広間に通され、我々十三人は席に着いてコーファックス卿を待った。

　出された果実酒のグラスが空になるほど待たされ、やっと館やかたの主人の登場を知らせる鈴すずの音が鳴った。全員が立ち上がりコーファックス卿を迎むかえる。扉とびらが開いてローブ姿すがたの白はく髪はつの老人が現れた。彼がコーファックス卿のようだ。着ているローブはファウゼルの司祭のもので、ファウゼルに帰き依えしているコーファックス卿は司祭の位を持っていた。

　彼は一人の女じよ性せいを伴ともなっていた。年の頃ころは二十四、五。ファウゼルの白い礼服姿で、長い金きん髪ぱつを腰こしの辺りで結ゆわえていた。目を伏ふせていたが、女め神がみファウゼルにも劣おとらぬ美び貌ぼうをたたえたその横顔に、騎き士したち全員がため息をついた。彼女が誰だれなのか全員がすぐに察したようだ。もちろん私もだ。十年間脳のう裏りで描えがき続けていた少女の面おも影かげを彼女はちゃんと残していた。

「シーゼル……」

　私は小さく呟つぶやいた。

　十年ぶりに会えた幼おさななじみの少女だった。いや、もう少女ではなく一人の女性だ。彼女を追ってルグナスへと上京し、兵士となって戦いに明け暮くれ騎士を目指した十年の思い出が息苦しいほどに胸むねを去来した。

「ようこそ、栄光の十三人の騎き士したちよ」コーファックス卿が挨あい拶さつをする。「長い旅をご苦労だった。カウセージュの領主として、できる限かぎりのもてなしをさせてもらおう」

「ありがとうございます」

　と団だん長ちようが代表して礼を述のべる。

「紹しよう介かいしよう。これから貴方あなたがたが、彼女をルグナスの大神殿へと送り届とどけるのだからな」

　コーファックス卿は隣の女性を促うながした。彼女は「はい」と頷うなずき一歩前に出ると、一礼してから顔を上げた。美しかった。

「ようこそいらしてくださいました、ルグナスの騎士様方。わたくしがシーゼルです」そこで彼女は十三人の騎士たちをゆっくりと眺ながめていった。「皆みな様さまがここに来てくださったということは、わたくしはやっと生まれたときから定められた役目に就つくことができるのです。ほんの数日のお付き合いになりますが皆様のことは……」

　シーゼルの視し線せんが末席にいた私と一直線に結ばれた。優ゆう雅がな微び笑しようのベールに包まれていた表ひよう情じようが突とつ然ぜん普ふ通つうの女性のものとなり、彼女は目を瞬しばたたかせた。

　私は周囲に気づかれない程てい度どに目で挨拶をしたが、シーゼルはきょとんとしたまま私を凝ぎよう視ししていた。私とシーゼル以外の者たちが騒さわぎ始める。コーファックス卿が心配そうに「どうかしましたか……？」と訊ねるが、シーゼルの視線は私に張はり付いたままだ。皆はシーゼルと私を代わる代わる見み比くらべた。

　シーゼルの顔がぱっと明るくなった。そして彼女は叫さけんだ。

「リトル・ハンマー!!　リトル・ハンマーじゃないのっ！」

　あまりのことにシーゼルと私を除のぞいた全員が啞あ然ぜんとしていた。

　隣にいたライアンが私の肩かたをつついて訊ねた。

「おい、なんだよ小さな金槌リトル・ハンマーって？」

　私はまるで強い酒にやられたかのように耳の先まで真っ赤になった。

「……子こ供どもの頃の渾あだ名なだ」




　　　　◇




　コーファックス卿きようは屋や敷しき内ないのゲスト・ルームを一人一人に与あたえてくれた。普ふ段だんは宿しゆく舎しやに寝ね泊とまりしている私だけの感かん慨がいだろうが、その悪あく趣しゆ味みなまでの豪ごう華かさは逆ぎやくに居い心地ごこちが悪かった。

　大広間での出来事を思い出すと顔がまた赤くなってくる。シーゼルは子供の頃ころの渾名を連れん呼こしながら私に駆かけ寄よって抱だきついたのである。「どうして貴方あなたがここにいるのっ」と不思議そうに、だが嬉うれしそうに訊ねるシーゼルに、私はできる限かぎりの朴ぼく念ねん仁じんな顔を作って「騎士になったのです、シーゼル様」と言って勘かん弁べんしてもらおうとしたが、彼女は放してくれなかった。

　ついにはコーファックス卿が啞然とする一同を代表して私に経緯いきさつを質しつ問もんした。私は皆の前でシーゼルと同どう郷きようであることを説明しなければならなかった。そのことは皆も知っていたはずだが、ただ同じ村の出身で顔見知りなだけと思っていたらことのほか親しん密みつそうな様子に、皆の視線が冷たく、そして嫉しつ妬との色を帯びてきた。まだ放してくれないシーゼルに小さな声で「シーゼル、お願いだからお淑しとやかにしてくれ」と囁ささやいた。やっと自分が端はしたない真ま似ねをしていることに気づき、彼女も頰ほおを赤くして私を解かい放ほうしてくれた。

　その後で夕ゆう刻こくに催もよおされた晩ばん餐さん会かいのことを回想すると、赤面を通り越こして陰いん鬱うつな気分になってくる。コーファックス卿の隣となりに座すわったシーゼルは、他の十二人の頭を越えて下しも座ざにいる私にばかり話し掛かけ、子供の頃の思い出やらベロニカ修しゆ行ぎようの苦労話を披ひ露ろうしたりと、一人はしゃいでいた。コーファックス卿は苦笑いをし、仲間たちはベロニカとなる女性に文もん句くは言えないので私を睨にらみつけ、そして私はただ俯うつむいているばかりだった。

　シーゼルは「残念だけど、わたしは聖せい堂どうのみんなに挨拶をしなくちゃいけないから今日は帰るね。もうこれで会えなくなるし……」と領主の屋敷を後にした。

　だが私の災さい難なんはまだ終わらなかった。晩餐会が終わってから私はコーファックス卿の私室に呼ばれてしまったのである。団長を差し置いてだ。シーゼルのはしゃぎ様ようから、私がベロニカの騎士の有力候こう補ほだと嘱しよく目もくしたのだろう。将しよう来らいのコネクションを培つちかっておこうというわけだ。

　明日我われ々われはこの街を発たち、シーゼルと共にルグナスへ向かうことになる。まだ半月以上もあるのだから日につ程ていは余よ裕ゆうだ。だが、この先シーゼルが私にどんな態たい度どを取るのか、そしてそれに対して仲間たちがどれほど反感を抱いだくかなどと考えるとまた滅め入いってきた。




　　　　◇




　翌よく日じつ、私は旅の疲つかれですっかり寝ね過すごしてしまった。ドアを叩たたく音で目が醒さめ、ライアンが顔を覗のぞかせた。

「おい、リトル・ハンマー君とやら。起き床しよう時じ刻こくをとっくに過すぎているというのに目を醒まさないところをみると、君はベロニカ様だったのかな？」

　私は驚おどろいてベッドから飛び起きる。ライアンはすでに甲かつ冑ちゆうをまとっていた。

「ど、どうしてもっと早く起こしてくれないんだっ」

「さあて、自分の胸むねに聞いてみるといいんじゃないかな？」とライアンは意地悪く笑う。「みんなもう玄げん関かんホールに集まってるからな。もしベロニカ様がお前よりも先に来たら、お前をここに置いて出発するという団だん長ちようの意見に反対する者は一人もいなかった。もちろん俺おれも賛さん成せい票ひようを投じておいた。それじゃあ頑がん張ばれよ」

　ライアンは軽やかにドアを閉しめ、足音が遠ざかって行った。

　クソったれめ。悪いのは俺じゃないぞ、シーゼルだっ。

　さすがにそう怒ど鳴ならないだけの分別はある。私は大急ぎで重い甲冑に着き替がえて、玄関ホールへと走った。




　　　　◇




　玄関ホールには私を除のぞいた十二人とコーファックス卿きようがすでに揃そろっていた。一足早い北風のような凍こごえる視し線せんを浴びせられながら列の端はしに並んだ。息を切らせる私の横でライアンがとぼけた顔をしていた。

　シーゼルの姿すがたがない。状じよう況きようが分からないのでそっとライアンに訊たずねた。

「シーゼル様はまだ来ていないのか？」

「おやおや、ベロニカ様のことならお前が一番詳くわしいだろうに」

「からかうな」

　そうしているうちに玄関の方から一人の若わか者ものが駆かけ込こんで来て、コーファックス卿になにやら耳打ちした。どうやら屋敷の従じゆう者しやのようだ。コーファックス卿は驚いて「まさかこんな時期に！」と聞き返す。従者は「私もまさかとは思いましたが……」と繰くり返した。

　コーファックス卿は咳せき払ばらいをすると、我々に向かって言った。

「騎士たちよ、誠まことに困こまった事じ態たいとなった。シーゼル様は昨日の夜から『胥昏トランシエント・コーマ』に入られた。出発は延えん期きするしかなかろう」

　皆が騒そう然ぜんとなる。「どうして？」という疑ぎ問もんの声があちこちで上がった。

　団だん長ちようがコーファックス卿に訊ねる。

「あの、ベロニカ様はどうなさったのです？」

「だから『胥昏』に入られたからだと申しておるでしょう」

「いや、あの……」

　団長は『胥昏』の意味が分かっていないのだ。そして他の仲間たちも。私だけはその言葉を書物で読んで知っていた。ベロニカとなる女じよ性せいの聖せい刻こくである、数日に亙る眠ねむりの格かく式しきばった言い方だった。その間は誰だれもその女性に触ふれてはいけないことになっているので、出発は延期せねばならないということだ。ちなみにベロニカとなってから死去する寸すん前ぜんまでの長い眠りは『悠昏スウイーテスト・コーマ』という。

　言葉の違ちがいに起き因いんするコーファックス卿と騎き士し団だんの間の溝みぞに橋はし渡わたしをできるのは私しかいないようだ。また反感を買う気もしたが、仕方ないので私はわざと大きな声で言った。

「コーファックス卿、それでシーゼル様はいったいいつ頃目め醒ざめられるのでしょうか？　ベロニカ交こう替たいを目前に控ひかえたこのような時期に『胥昏』に就つかれた事例など聞いたことがありません。あまり日もありませんが……」

「それは分からぬ。私も困こん惑わくしておるのだ。とにかくシーゼル様は動かせない。最悪、ここでベロニカ交替の儀ぎ式しきが行われることも覚かく悟ごしておかなければなるまい」

　やっとみんなも状じよう況きようが飲み込めたようだ。団長が泡あわ食くってコーファックス卿に詰つめ寄る。

「じょ、冗じよう談だんではありませんっ。ベロニカ様をルグナスまで運ぶのが我々の使命です。ベロニカ様が眠りに就いたというなら、馬車で運んででも……」

「冗談とはこちらの台詞せりふですぞ」コーファックス卿は語気を荒あららげた。「『胥昏』の中でシーゼル様は女め神がみ様と対話されておるのだ。馬車で荷のように運ぶなど言ごん語ご道どう断だん。それから団長殿、彼女はまだベロニカ様ではない。お名前で呼ぶのが妥だ当とうだと思うが？」

　コーファックス卿に分ぶがあった。新たなベロニカの誕たん生じよう──つまり女神の降こう臨りん──が大神殿以外の場所で行われたことは、ベロニカとなる女性の識しき別べつ方法が確かく立りつしてなかった時代には多くあったそうだ。ただコーファックス卿の腹はらは、あわよくば自分のお膝ひざ下もとで女神を降臨させたいのではなかろうか。

　団長は反はん論ろんできなかった。勝ち誇ほこったようにコーファックス卿が言った。

「とにかくシーゼル様が目醒めるのを待ちましょう。どうぞ皆さんはそれまでこの屋敷でゆっくりしていって下さい」




　　　　◇




　六日が経けい過かしたがシーゼルは目醒めなかった。

　皆みなは焦じれていた。団長もコーファックス卿の思惑おもわくを察さつしたようで、よもや寝ねた振ふりをさせているのではないかとライアンを伴ともなって聖せい堂どうに乗り込んだが、静かに寝しん台だいに横たわるシーゼルを見てすごすごと戻もどって来た。神官たちにその蛮ばん行こうを腐くさせられたらしく、非ひ常じように機き嫌げんが悪かった。そして騎き士し団の士気は沈ちん滞たいしていった。

　私は与あたえられた部屋で、コーファックス卿から借りた本を読んで過すごしていた。信しん仰こうの厚あつい都市だけあってその稀き覯こうな蔵ぞう書しよにはときめきさえ覚えた。コーファックス卿は何度も私を私室に呼よぼうとしたが、後で団長にあれこれ詮せん索さくされるのは嫌いやだったので体調不良を理由に断ことわった。

『胥昏』に関する事例を色々と調べていたとき、ドアがノックされた。またコーファックス卿の使者かと思ったら、開けたドアの向こうにいたのは十三人の騎士の一人、カートだった。

「どうなさったのですか？」

　私はカートに訊たずねた。ルグナスの王おう城じようで何度も顔を合わせているものの、挨あい拶さつ程てい度どの会話しかしたことはない。私より何歳さいか上で、岩山のような巨きよ大だいな体たい軀くなのでそうは見えぬがやはり貴き族ぞくの出身だ。

「退たい屈くつですし……飲みに行きませんか？」と言ってからカートは部屋を覗のぞき込み、テーブルの上に積まれた大量の本を見てばつが悪そうな顔になった。「お忙いそがしかったのですか」

「いや、私も退屈しのぎに本を読んでいただけです。お付き合いしましょう。ところでこんな真ま面じ目めな街に酒場があるのですか？」

「ええ、街の中心から離はなれれば他の街にあるものは大たい抵ていね。さすがに娼しよう館かんはないようですが、隠かくれてやっているのはあるでしょう。探さがしてみますか？」

「まさか。そんな不始末が今の団長の耳に入ったらどうなることか、考えただけでも恐おそろしい」

「確たしかに。私も我が慢まんしておきましょう」

　と笑い合ってから、私たちは連れ立って──もちろん甲かつ冑ちゆうはまとわずに──夜の街へと出掛けた。




　　　　◇




「しかし貴君の知ち識しきの深さには敬けい服ふくした」

　だいぶ酔よいが回ってきたカートは言った。

　酒場は酔すい客きやくで混こん雑ざつしており、ベロニカ交こう替たいの祝しゆく賀がムードに包まれていた。

　カートが私を誘さそったのは、シーゼルの『胥昏』のことやベロニカに関する様々なことを聞きたかったようだ。私は嫌いや味みにならぬよう控ひかえ目に知識を披ひ露ろうし、彼の疑ぎ問もんに答えた。カートが一番気にしていた『シーゼルがいつ目醒めるか』については、幾いくつかの事例を並べるだけで、答えを示しめすことはできなかった。

　カートは神学校の生徒のように真しん剣けんに私の話に耳を傾かたむけ、ベロニカに関する話題が途と切ぎれると言った。

「怒おこらないで聞いてもらいたい。私は貴君が十三人の騎き士しには不ふ適てき格かくだと思っておったのだ。貴君が貴族の生まれでないことで偏へん見けんを抱いだいていた。貴君の戦場での活かつ躍やくは耳にしておったが、どうせ尾おひれが付いたものと決めつけていた。しかし貴君は、少なくとも我々の誰だれよりも深い知識を持っておられる」

　ライアンを除のぞいた他の騎士たちが私にそういう感かん情じようを持っているのは、騎士になったときからずっと肌はだで感じていた。

　酔いが醒めればカートは今並べた賛さん辞じなど忘わすれてしまうかもしれないが、彼のような生きつ粋すいの騎士に認みとめられるのは嬉うれしかった。

「おや？」

　すっかりできあがったカートが、私の後方、酒場の入り口の方で何かを見つけたようだ。振ふり返るとそこにはライアンがいた。一人ではなく連れがいる。それは騎士団の者ではなかった。

「おーい、ライアンっ」

　カートがライアンに声を掛かける。ライアンは少し驚おどろいた様子だったが、連れの男と何か話して、二人で私たちの席の方にやって来た。

「よお、カート。それからリトル・ハンマー君」

「お願いだからその名で呼ぶな」

「呼んでいいのはベロニカ様だけかな？」

　ライアンの冗じよう談だんにカートが豪ごう快かいに笑う。しかし私は笑えなかった。普ふ段だんから毒どく舌ぜつ家かのライアンだったが、ここ数日の私に対する彼の言葉にはいちいち刺とげがあった。

「まあ、座すわれよ」カートが二人に席を勧すすめる。「そちらの方は？」

「こいつはマダックスだ。昔戦場で共に戦った傭よう兵へいでな。今はコーファックス卿きように雇やとわれている。この街に足止めされて暇ひま潰つぶしに飲み歩いているうちに再さい会かいしたんだ」ライアンは私を指さしてマダックスに言った。「ほら、この前話したベロニカ様の幼おさななじみだよ」

「ああ、子こ供どもの頃ころの約束で騎き士しを目指したら本当になっちまったっていう、例の一番の親友って奴やつか」

「お、おい、ライアン。そんなことまで話したのか!?」

「別にいいじゃないか」そしてライアンはカートを指す。「それでこっちがカート。外見からは信じられないかもしれないが、これでも騎士団だんの一員でカート家の跡あと取とりだ。世の中には不思議なことがあるという格かつ好こうの例だな」

「余よ計けいなお世話だ」

　そう笑ってからカートは立ち上がり、自じ己こ紹しよう介かいしてからマダックスと握あく手しゆをした。私もそれに倣ならいながら、マダックスという男を観察した。ラフな格好をしていて兵士らしくないが、彼も非ひ番ばんなのだろう。ただし腰こしにはちゃんと細い剣をぶら下げており、いざ戦いとなれば動きは鋭するどそうだ。

　全員が席に着き、新たに酒を注文した。カートの酒量はかなりの量になっている。

「しかし、まいったな」ライアンが言った。「あとたったの十日だ。明日の朝にシーゼル様が目醒めたとしても、ぎりぎりの日につ程ていを余よ儀ぎなくされる。コーファックス卿の言う通り、この街で儀ぎ式しきを行った方がいいのかもしれん」

「馬ば鹿かなことを言うなっ、あいつは自分の街に女め神がみを呼よびたいだけだ。一昨日の夕食のときに奴が言った言葉を覚えておらんのか。『どうですかな団長殿どの。この街には女神が降こう臨りんされるに相応ふさわしい施し設せつもありますし、シーゼル様に無理をさせることもないのでは？　まさか道すがらに女神を降臨させるというのもね』だぞ。下げ種すめっ」

　酒で紅こう潮ちようしたカートがさらに顔を赤くして憤いきどおる。

「よしましょう。マダックスさんもいるのですから」

　私はカートの肩かたを軽く叩たたいて言った。

「あ、これは失礼を……」

「いや構かまわないよ。俺はあのジイさまに雇われているだけだからな。あんたら騎士と違って忠ちゆう誠せいを誓ちかっているわけじゃない」

「それよりお前はどう思うんだ？」

　ライアンが私に話を振ふった。

「『胥昏』のときに動かしていけないというのは、必然性があってのことではない。それについて書かれた本を読んでみると、ぼかして書かれてはいるが、どうも『胥昏』最中の次期ベロニカにとんでもないことをした奴がいたらしくてな」

「とんでもないこと？」

「要するに女じよ性せいの服を全部脱ぬがせて行うアレだ」

　ライアンは目を丸くし、カートは酒を吹ふき出し、マダックスは爆ばく笑しようした。

「ま、まさか我わが騎士団の人間ではあるまいなっ」

　カートが舌したをもつれさせながら私に訊たずねる。

「かもしれないが分かりません。不ふ祥しよう事じなので隠いん蔽ぺいしたようです。少なくとも言えるのは、トリゼアではなくルグナスの男だということです。我が国の人間が書いた本だから、トリゼアの不祥事ならはっきりと言げん及きゆうするでしょう。そういうことがあったので『胥昏』中のベロニカ候こう補ほには誰も触れさせないように戒かい律りつを設もうけたようです。ま、防ぼう衛えい措そ置ちといったところでしょうか」

　実を言うと子供の頃に寝ねているシーゼルの服をひっぱがすまでは私もしたことがある。もちろんその不祥事とは次元が違うのだが、秘ひ密みつにしておいた方がいいだろう。

「じゃあ動かしてもいいんだな」

　カートの問いに私は頷うなずいた。と言うか、私はすでにそれをやらかしているわけだし。

「戒律というのは合理的であるとは限かぎりませんから。ですが、敢あえてそれを破やぶって馬車で運ぶような真ま似ねをしたら、我々は胸むねを張はってルグナスに帰き還かんすることはできなくなるでしょうね。それにコーファックス卿は絶ぜつ対たいにさせないでしょうし」

「お前がコーファックス卿に掛かけ合ってみたらどうだ？」ライアンが言った。「ベロニカの騎き士しに一番近いのはお前なんだ。お前の意見なら耳を傾かたむけるかもしれないぜ。すっかりあのジイさんのお気に入りみたいだしな」

　今日はいつにも増まして辛しん辣らつだった。もはやそれは悪あく罵ばに近かった。

「ライアン、やけにからむじゃないか」

「こいつ、嫉しつ妬としてんだよ。俺おれだって少なからずだぜ」

　カートが冗じよう談だんめかして間に入ったが、私はライアンに食ってかかった。

「下げ馬ば評ひようではお前がベロニカの騎き士しになるだろうって評ひよう判ばんだがな」

「結局選ぶのはベロニカ様だからな。幼なじみってだけで頭一つ抜ぬけ出されたらかなわないね」

「おやおや、名門ライアン家のご子し息そくはよっぽどベロニカの騎士にご執しゆう心しんと見える。生まれる手間をかけただけで今の地位を手にしたというのに、それでも飽あき足らないようだ」

「はっ、ガキの頃の約束なんざを真に受けて、いつまでも幼なじみのケツを追っている誰かさんには言われたくないもんだ」

　私とライアンは同時に席を蹴けって立ち上がり睨にらみ合った。周囲の注目が集まる。

「よせ二人ともっ。よりによってこんな所でルグナスの騎士が喧けん嘩かをやらかす気か!?」

　カートが私を、マダックスがライアンを羽は交がい締じめにして止める。すっかり店内は静まり返った。

　店の喧けん噪そうが収おさまったせいで、店の外がやけに騒さわがしいことに気づいた。

「なんだ……？」

　カートが呟つぶやく。外の騒がしさは尋じん常じようでない。私とライアンはとりあえず矛ほこを収めた。

　私たちは店を出た。人々が走っていた。その顔は恐きよう怖ふに引きつっている。遠くの空がオレンジに染そまっていた。血がすうっと引いていき、騎士になる以前に繰くり返し体験した戦せん慄りつを覚える。戦場で何度も体験したあの。

　カートが走る男の一人を捕つかまえて訊たずねる。

「いったいこれは何だっ」

　男が何と答えるか私たちは漠ばく然ぜんと分かっていた。

「戦争だよっ！」男は息を切らせながら叫さけんだ。「トリゼアが攻せめて来やがったんだ！」







　　　３．時の轍わだち




「面おも白しろそうな話だ。もっと詳くわしく聞かせてもらいたいね」

　ホークスウッドの村人が提てい供きようしてくれた宿で、私と団だん長ちようがカウセージュでのライアンの行動について言い争っていると、ハキュリーがノックもせずに部屋に闖ちん入にゆうして来た。

　私と団長は口を閉とざした。騎き士し団だんの一人がカウセージュで起こした不始末を部外者に漏もらすわけにはいかなかった。

「カウセージュがトリゼアの襲しゆう撃げきを受けたのは知っている。当然ながら、彼女を護ご衛えいするお役目のあんたらはそこに居い合あわせたわけだ。だが、どうやらそこで内々で処しよ理りしたやっかい事があったようだ」

「お前には関係ないことだ」

　私は会話そのものを拒きよ絶ぜつする口調で言った。

「いいや、あるね。行動を共にする部隊に灰はい色いろの奴やつがいるってのは気き懸がかりでいけない」

「貴き様さま、どこから聞いていたんだっ」私はハキュリーに突つっかかる。「ドアに耳を欹そばだてて盗ぬすみ聞きをするとは、まさか貴様がそこまで卑いやしい奴とは思ってもみなかった」

「ドアの前で彼女が泣いているのを見つけてね。ベロニカであることを差っ引いても、女を泣かせるなんて騎士様にあるまじき行こう為いだと思うが、如何いかがかね？　ちょっとばかり騎士とは何たるかを説教してやろうと思ったのさ」

　ハキュリーの皮肉に、怒いかりで目が回りそうになる。私が言い負かされて沈ちん黙もくしたのだとでも思ったのか、ハキュリーは言葉を続けた。

「それよりもはぐらかさないでもらいたいね。カウセージュの街で何があったんだ？　騎士が裏うら切ぎったとか仲間を殺したとか、どうも穏おん便びんには済すませられない話のようじゃないか」

「うるさいっ、貴様に答える必要などない。人の伏ふせておきたいことを無む理り強じいするというなら、まずは貴様の斬きられた片かた腕うでのことを言ったらどうだ。どうせ敵てき前ぜん逃とう亡ぼうでもやらかした罰ばつで斬られたのだろうがっ」

　それまで悠ゆう然ぜんと私を見下していたハキュリーの表ひよう情じようが険けわしくなった。

「あんたらのくだらない戒律は知っているが、俺の腕がないのまでそれで括くくられちゃかなわないね。反はん論ろんできない苦し紛まぎれに他人の触れられたくない部分にずけずけと入り込んでくるとは、品性が歪ゆがんでいるのはどっちかな、騎士様？」

　今度は返す言葉がなかった。片腕がないから罪ざい人にんであろうというのは、偶ぐう然ぜんできた痣あざが悪あく魔まの紋もん章しように酷こく似じしていると主しゆ張ちようするのと同じ言い掛がかりに過すぎない。ただ自分らがその習しゆう慣かんの中にいたというだけだった。

　おそらくは私と同じ目でハキュリーを見ていたであろう団長が、彼に頭を下げた。

「部下の非ひ礼れいを謝しや罪ざいいたします。だがライアンの問題は貴方あなたには関係ない。ライアンが仲間を斬ったのは確たしかだが、それが正当な理由のあってのことだと私は信じています。彼の潔けつ白ぱくはいずれ査さ問もんの場で証しよう明めいされることでしょう。ハキュリー殿どの、お願いだからこのことは誰だれにも言わないでもらいたい。特にベロニカ様には。彼女はライアンが仲間の一人を殺したことを知りません。騎士団の中に狼ろう藉ぜき者ものがいたなど耳に入れて脅おびえさせたくないゆえの配はい慮りよです。ただでさえトリゼアの襲撃で心を痛いためておられる。どうかご理り解かい下さい」

　私と言い争っているときとは違ちがい団長はライアンをかばった。本心では団長とてライアンを疑うたがいたくはないのだ。

「なんともまあ楽天家ぞろいだ」ハキュリーはまた人を小こ馬ば鹿かにする表情に戻もどった。「ところでこの一団の中で一番強いのは誰かね？」

「えっ」

　唐とう突とつな話題の転てん換かんに私は呆あつ気けに取られる。そういえば私がルグナス軍に一いつ般ぱん兵士として入隊したての頃ころ、古参兵士に『手合わせ』の名の下もとに足あし腰こしが立たなくなるほど打ち据すえられたことがあった。単に新人いじめの因いん襲しゆうだったのかもしれないが、誰が強いのかを教えて、いきがった新入りの鼻っぱしらを折っておく儀ぎ式しきでもあったと思う。まさかこの片腕の男はそれと同じことをやって自分の力を誇こ示じしようとでもいうのだろうか？

　私がハキュリーの意図を量りかねていると、団だん長ちようが代わって答えた。

「たとえ私が無む傷きずであっても、おそらくはこのフレイルかライアンでしょうな」

「今朝の戦いを見りゃそれぐらいは分かるさ。二人が戦ったらどっちが強いかと聞きたいんだ」

「手合わせの戦せん績せきでは互ご角かくぐらいだ」と私が答える。「だから何だというんだ？」

「いや、少し気になっただけさ。あんたらはずいぶん負ふ傷しようしているようだが、あのライアンという男はまったくの無傷だ。実力が拮きつ抗こうしているというなら、どうしてそんな差が生まれたか不思議でね。あの『ボクちゃん』も無傷だけど、まあ、こっちは上手に逃げ回っていたみたいだからな」

　団長が眉み間けんに皺しわを寄よせて考え込む。なんということだ。この片腕の男は我々に不信の種を植えつけようとしている。

「貴き様さまが何を企たくらんで我々の結束を裂さこうとしているかは知らないが、貴様の企みになど乗らん。ライアンは確たしかに長年仲間として共にあった男を斬った。だが全すべては使命のためだ。貴様に仲間を斬らねばならんつらさなど分からないだろう」

「そんなもの分かりたくないね。友を斬る苦しみなんて」ハキュリーは吐はき捨すてた。「ついでに忠告しておこう。あのボクちゃんも別の意味で気をつけた方がいい。奴やつとよく似にた男を知っているが、ああいうタイプはいざとなったら真っ先に逃にげ出すぜ」

「いちいち我われ々われを侮ぶ辱じよくしおって！」

「よせ、フレイル。相手にするなっ」団だん長ちようが私を制せい止ししてハキュリーに言う。「ご忠告どうも。貴方の言葉は耳には入れたが、明日の朝になれば私の頭には何も残っていないだろう。私の部下を不当に侮辱する言葉など早いこと寝ねて忘わすれてしまいたいので、申し訳わけないが席を外してくれないか」

「これは失礼を。貴方は瀕ひん死しの重じゆう傷しようを負っていたのでしたな。そりゃ早く休みたいことでしょう。ところでフレイル君よ。実のところ俺が一番興きよう味みを引かれるのはあんただ。堅かた物ぶつの騎き士し様さまを気取っているが、俺の勘が正しけりゃ、あんたは高貴な生まれってわけじゃないだろう。違うか？」

「……それがどうかしたか」

　別に驚おどろくべき慧けい眼がんというわけでもない。私がベロニカと同どう郷きようであるということは、アーロンのマヌケが漏もらしているのだ。そして彼女が辺へん境きようの出身であることはこの国の誰だれもが知っている。

「いやね、まさかとは思うが、彼女との約束で騎士を目指したなんて言うんじゃないよな？　子こ供どもの時に指きりでもしてさ」

「だ、だったらどうだと言うのだっ」

　私は顔を赤くする。指きりこそしてないが、それに近いものだった。彼女がベロニカであるかを判はん定ていしてもらう旅に出たとき──それは長い別れの始まりだったのだが──そのとき彼女とかわした約束を果たすために私は騎士となる道を歩んだ。気き恥はずかしいのでそのことは心を許ゆるしたライアンにしか話していなかった。

　ハキュリーは私の顔をまじまじと見つめ、そして吹ふき出した。彼女がベロニカなのを奴に知られてしまったときの不気味な哄こう笑しようを思い出さずにはいられなかったが、気のせいか、あのときとは違って本当に愉ゆ快かいそうだった。つまり私が彼女とかわした約束がよっぽど滑こつ稽けいに聞こえたのだろう。

「失礼、失礼。これは何とも傑けつ作さくだ。あんたが好きになりそうだぜフレイル君。これからあんたがどういう行動を取るのかじっくりと見物させてもらうよ。それじゃあおやすみ」

　ハキュリーは部屋を出て行った。私は思わず近くにあった椅い子すを蹴けりつけた。なぜあんな男に私の人生を変えることになった約束を笑われねばならないのだっ。

「フレイル、それは本当なのか？」

「何がですか？」

「ベロニカ様との約束で騎士になったという話だ」

「えっ、まあ、その……はい」

「ベロニカの騎士になるには、ルグナスの騎士となり、栄光の十三人の中に選ばれなければならないからか？」

　団長の顔から険けわしさが消え、笑い出しそうになるのを必死にこらえていた。

「……そうです」

　私が消えそうな声で答えると、団長はついに耐たえ切れなくなったように大笑いし出した。先さき程ほどのハキュリーとは違い、暖あたたかみのこもった笑いだった。

「なるほど、子供の頃の約束で騎士を目指したか……。いい話だ。お前が貴族の出身でないことを理由に反対する連中もいたのだが、お前を十三人の中に選んでやってよかったよ。じゃなければ恨うらまれて刺さされていたかもしれん」

「ま、まさか、そんなことっ」

「はは、冗じよう談だんに決まっているだろうが。いやまったくいい話だ。ルグナスに帰ったら息子むすこたちに話してやらんとな。うむ、ぜひとも我わがバトラー家で代々伝えよう。俺が栄光の十三人を率ひきいたとき、ベロニカの騎士になった男には幼い頃の美しい誓ちかいがあったことを」

「勘かん弁べんして下さい団長。それに私が選ばれるとは限かぎらないのですから」

「謙けん遜そんするんじゃない。今日はよく寝ねられそうだ。さっきの不ふ快かいな言葉などすぐに忘わすれられそうだよ」

　そう言って団長はシーツを被かぶるが、シーツの下でまだ笑い続けていた。

「そんなに腹はらを抱かかえて笑うと傷きずに障さわりますぞっ」

　私は些いささか乱らん暴ぼうにドアを閉しめて部屋を出た。

　それにしても、あの男はなぜ私の過か去こをあそこまで言い当てられたのだろう。よもや人ならぬ化物ではなかろうかという想そう像ぞうまで浮うかんできた。

　と、そこまで考えたとき、非ひ常じように合理的な説明に行き当たった。私に泣かされた彼女が酒でもくらって、皆みなの前で愚ぐ痴ちをこぼしたのではなかろうか……。私の顔は青くなり、そして真っ赤になった。

　後でそれとなくライアンに探さぐりを入れたところ、彼女は何事もなかったように食しよく卓たくに戻もどり皆と歓かん談だんしていたそうだ。それはまったくもって幸運だったが、今度は得体の知れぬあの片かた腕うでの男が大きな影かげとなって我々の上にのしかかってくるような感覚に襲おそわれた。




　　　　◇




　団だん長ちようとライアンがベロニカと同室で休み、私とアーロンがハキュリーを監かん視しする形の部屋割わりになった。もちろんアーロンは数に入れられないので、実じつ質しつ的てきに私がハキュリーを見み張はらなければならない。

　見張らなくてはならないはずだったのに、朝起きると奴やつが寝ねていたベッドが空になっていた。朝というには少し遅おそい時間帯だった。昨日の雨が噓うそのように日が高々と昇のぼっていた。血の気が引いていき、自分の失しつ態たいに慌あわてた。ハキュリーの荷に袋ぶくろは部屋の隅すみに置いてあったが、あの細い剣けんがなかった。

「アーロン、起きろっ。奴がいないっ」

　頰ほおを軽く張ってアーロンを叩たたき起こしハキュリーがいなくなったことを告げると、アーロンは寝ぼけまなこで「食事でもしてるんじゃないですか？」と寝ぼけたことを言った。こいつは普ふ段だんでも寝ぼけている。

「腰に得え物ものを差して食事に行く馬ば鹿かがどこにいるんだ、このマヌケめっ」

　私は自分の剣を摑つかむと、隣となりの部屋へと走った。彼女の身が不安だった。いや、彼女のことはライアンが護まもっていたのだ。寝込みを襲おそわれたとしてもライアンほどの男が気づかないはずはない。そして隣りん室しつでの戦いの気配を私が感じられないはずも。しかし昨日は疲ひ労ろうがたまっていたし……。考えていても仕方ない。私は隣室に飛び込んだ。

　そこには啞あ然ぜんとした顔で私を見つめる団長とライアン、そしてベロニカがいた。

「フレイル……何の騒さわぎだ？」

　とライアンが言う。私は剣の柄つかに手を掛かけていたのだ。ベッドに横になった団長を囲んで三人で談だん笑しようしていたようだ。身体からだからどっと力が抜ぬけた。

「ライアン、ちょっと来てくれ」

「おい、どうしたってんだよ。今ベロニカ様とお話ししてたんだぜ。カウセージュじゃ一言二言しかかわせなかったが、ベロニカ様の幼よう少しようの頃ころの話を聞かせてもらってたんだ」

「よ、幼少の頃の話だとっ！」

　別の焦あせりで汗あせが溢あふれてきた。

「そうよ、フレイル。貴方あなたがねえ……」

　私は彼女の言葉を遮さえぎった。

「それはまた今度にしよう……できることなら『今度』は来ないと嬉うれしいんだが……。それよりもライアン、あの男がいないんだ」

「ハキュリーのことか？」
















　ライアンがのんびりと言う。

「分かっているなら探さがしに行かないとっ」

「でもよ、彼ならさっきまでここにいてみんなで話をしてたぜ」

「えっ……」

「ちょっと前に『酒場でも探して飲んでくる』って出て行った。そんなに心配することもないと思うが」

「彼はなかなかに博はく識しきな方でな。クラウディア大陸の外にまで足を延のばして見聞を広げているそうだ。色々と面おも白しろい話を聞かせてもらったよ」

　と団長は感心してみせる。つい昨日「あいつから目を離はなすな」と言ったくせにである。

　振り上げた拳こぶしの行き場を失ったような情なさけない気分になった。自分一人が空回りしていたみたいではないか。私は努つとめて真剣な表情を作って言った。

「とにかく私は奴を見張りますので。失礼します」

　部屋を出て行こうとすると、団長が私を呼び止めた。

「おい、フレイル。お前『ハキュリー』という名をどこかで聞いたことはないか？」

「……私の勘かん違ちがいでなければ、昨日から嫌いやというほど聞かされております」

「そうじゃなくて、私は以前どこか別の所で『ハキュリー』という名を聞いたことがある気がしてならんのだ」

「バトラー団長殿どのったら、さっきからそればっかりなの」とベロニカが言う。「でもハキュリー殿は各地を放ほう浪ろうしていらっしゃるのだし、あの強さでしょ？　きっと勇名を馳はせてらっしゃるのだわ」

「いや、そうではないのですベロニカ様。なにかずっと昔、子こ供どもの頃に聞かされたような……どうだ、フレイル。心当たりはないか？」

「知りませんっ！」

　勝手にやってろとばかりに足を踏ふみ鳴らして部屋を出て行った。
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　昨日の雨で道はぬかるんでいたが、日差しが暖あたたかくて心地ここちよかった。

　村人から村に一軒けんだけという酒場の場所を教えてもらい、そこに向かっていた。しかしハキュリーを捕つかまえたとして、何と言えというのだろう？　「貴き殿でんは見事に私の仲間を懐かい柔じゆうされたようですな」とでも？　どうせあの男の口からは胸むなクソの悪い悪あく罵ばが垂たれ流されるだけだろう。

　教えられた酒場の前にハキュリーの姿すがたがあった。一人ではなく、老人と抱ほう擁ようし合っていた。ずいぶん親しそうな様子だった。あの男には似につかわしくない優やさしい表ひよう情じようを老人に向けていた。老人は目に涙なみだを浮うかべている。会話までは聞こえなかった。

　私は彼らの方へと歩いて行った。足音を忍しのばせて行ったわけでないが、声が届とどくほどの距きよ離りまで近ちか寄よるとハキュリーが私に気づいて老人から離れた。二人が私を見つめた。老人の顔には深い傷きずがあった。古い傷だが、唇くちびるの脇わきから耳の辺りへと刃は物もので深々と引き裂さいたような凄せい惨さんな傷だった。まっとうな人生を歩んで来た人間ではないと直感した。

　ハキュリーが老人に向かって言った。

「騎き士し様さまは俺おれに用があるみたいだ。悪いがまた後でな」

　老人はハキュリーの手を名残なごり惜おしそうに握にぎり締しめ、顔を皺しわくちゃにして応こたえた。

「ああ、ハキュリー。酒を飲みながらじっくり話そう。お前にまた会えて本当に嬉うれしいよ」

　そして老人は私に軽く会え釈しやくをしてから酒場に入って行った。老人を見送ったハキュリーは平然とこちらに歩いて来た。私はハキュリーを問い詰つめた。

「この村には以前に来たことがあるのか？」

「あちこちを彷徨さまよっている暮くらしだからな。いちいち覚えちゃいない。もしかするとあったかもしれないね」

「では先さき程ほどの老人は？　やけに親しそうだったではないか」

「ああ、あのジイさんか。可哀かわい想そうに、ボケちゃってるみたいだぜ。俺のことを戦争で亡なくした息子むすこだか孫まごだかと勘かん違ちがいしているみたいでね。憐あわれだから誤ご解かいを解とかないでおいたのさ。村では結けつ構こうな立場にあるみたいだから、色々と便べん宜ぎを図ってもらえそうだったしね。まったく、人間ああはなりたくないもんだ」

　ハキュリーは信じられぬことをぬけぬけと言ってみせた。

「き、貴き様さまはそんな真ま似ねをして心が咎とがめぬのかっ」

「俺の感覚から言えば逆ぎやくだね。騙だまされていた方が幸せなこともあるさ。噓うそをついたことでそいつの心が救われるならそれでいいじゃないか。もっとも、騎士様には納なつ得とくできないだろうけどな」

「当然だ。ルグナスの騎士の戒かい律りつには、相手が誰だれであろうと、いつ如い何かなる状じよう況きようであろうとも他人を欺あざむいてはならぬことが定められている。……あんたはずいぶんとルグナス騎士団に詳くわしいようだな？」

「なあに、簡かん単たんなことさ。おおよそ一いつ般ぱん人じんの理に適かなわぬことばかりを箇か条じよう書がきにしていけば、あんたらの戒律が出来上がるって寸すん法ぽうだからな」

「また始まったな」

「始まったとは何がだ？」

「お前は人の癇かんに触さわることを並ならべて他人を苛いらつかせ、それで優ゆう位いに立つという戦法がお得意なんだ。いや、それとも品ひん性せいの悪さは生まれつきかな」

「おやおや、言うもんだね騎士様。これでも昔はあんたよりもよっぽど紳しん士しだったんだがね。昔付き合っていた友達の毒どく舌ぜつが移うつっちまったんだよ。ところで騎士様。俺を探さがしていたようだが、いったい何の用だい？」

「その……」先程の老人に気を取られ、ハキュリーを見つけたら言う建前の用よう件けんを考えておくのを忘わすれていた。「……ここを発たつ予定について聞いておこうと思ってな」

「俺に相談だって？　こいつはずいぶん頼たよりにされたもんだ。だけどそれならもう話し合い済ずみだぜ」

「なんだと!?」

「さっき、あんたとボクちゃんを除のぞいた四人でね。団だん長ちようさんの容よう態たいのこともあるから、とりあえず今日一日はこの村で様子を見ようってことになったぜ。それでもどうにか十二月には間に合うだろうって」

「わ、私を抜ぬきで決めただと！」

「あんたとボクちゃんはお疲つかれの様子だったから、起こすのも可哀想だと思ってね」

　また私はこの男に主しゆ導どう権けんを握られてしまったようだ。いったいどういうわけか、この自信を漲みなぎらせた男を前にするとどうしても勝てぬ気がしてしまう。

　腕うでっぷしで及およばぬからではない。そう、ハキュリーは私の全すべてを見み透すかしているような感じがしてならないのだ。年もさほど変わらないというのに、この男は私がこれまでの人生の経けい験けんで積み上げた地点などとっくの昔に通り越し、遥はるか先を歩いているような感覚さえした。

　何か言い返さねば……だが浮かぶのは負け惜おしみばかりだった。

　情けなくも追い込まれた私を救ってくれたのは、私の名を呼よぶ声だった。

「おーい、フレイルっ」

　ライアンがこちらに駆かけて来た。私はハキュリーから解放された安あん堵どの息を漏もらした。そして同時に、ハキュリーとの対たい峙じから逃のがれられたことに安堵を感じてしまう自分が惨みじめだった。

「どうしたんだ？」

　身体からだを折って息を切らせるライアンに訊たずねた。

「団長の様子が急変した。すぐに来てくれっ」

「わ、分かった」

　私はハキュリーの方を見る。この男を勝手にさせておくわけにはいかない。するとハキュリーは私の心を読んだように言った。

「俺のことなら心配しなくてもいいぜ。酒場でさっきのジイさんの相手をしているからさ」

「もし何か不ふ審しんな真ま似ねをしてみろ。そのときは私にも考えがあるからな」

　そう言い捨すてて、私はライアンと宿へと走った。しかしいったい何ができるというのだろう？

　それは紛まぎれもなく負け惜しみだった。
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　部屋に戻もどると、団長のベッドが血で汚よごれていた。口の周りに吐と血けつした跡あとがあり、ベロニカが泣きながらそれを拭ぬぐっていた。団長には意い識しきがなく、アーロンがおろおろと立ち尽つくしていた。

「フレイル！」彼女の悲ひ痛つうな声が容よう態たいの悪さを物語っていた。「団長殿が大変なのっ、話していたら急に血を吐はいて……」

「代わりましょう。……アーロン、ベロニカ様を隣となりの部屋に連れて行ってくれ」

「は、はいっ」

　二人が隣の部屋へと出て行った。

　団長は水を被かぶったように汗を滴したたらせ荒あらい息をしていた。私は団長のシーツを剝はいだ。

「……なんてことだ。医者に診みせねば手て遅おくれになるぞ」

　ライアンが呟つぶやいて目を逸そらした。団長がここまで重じゆう傷しようなのを知っていたのは手当てをした私だけだ。腹はらを中心に赤い染しみがベッドに広がっていた。トリゼア兵士の襲しゆう撃げきで受けた傷は塞ふさがることなく、ヒビの入った瓶かめから水が漏れるように団長の命を削っているのだ。

「俺だってそうしたい。だが医者に診せるにはカウセージュまで戻るしかない。そいつはあまりにも無む謀ぼうだ」

「それは分かっているが……」

　一昨日カウセージュの街はトリゼアに襲おそわれた。狙ねらいはベロニカだった。奴らはベロニカが住居すまいとしている聖せい堂どうを襲い彼女の身み柄がらを強ごう奪だつした。だが私とライアンを含ふくめた数人の仲間が聖堂に乗り込み、籠ろう城じようする奴らの手から彼女を奪だつ還かんしたのだ。眠ねむりの中にいるベロニカに触ふれるのは戒律に反する行こう為いだったが、差し迫せまった事じ態たいに私たちは彼女を担かついで聖堂を脱だつ出しゆつした。そのとき我が騎士団の一人が寝ている彼女に不ふ埒らちな真似をしようとし、ライアンが未然に防ふせいだ。なのにライアンは疑うたがいの目で見られ、仲間殺しの重荷を心に背せ負おうことになった。もしそのときベロニカが目め醒ざめていたら、彼が負い目を感じる必要がないことを証しよう明めいできるだろうに。

　我われ々われ騎き士し団だんは何とかカウセージュを脱だつ出しゆつできたが、街に逗とう留りゆうする部隊だけであの数の敵てき兵へいを撃げき退たいすることは不ふ可か能のうだから、カウセージュは今、敵の支し配はい下かにあるだろう。そしてルグナスに向かっていた我々が昨日の早朝に敵の追撃を受けたということは、敵がカウセージュを制せい圧あつしてルグナスの領りよう土どにまで侵攻しつつあることを示しめしている。団長を医者に診せるためにカウセージュに引き返すことは自殺行こう為いだった。

「フレイル、これからどうする？」

「どうするって、もう決めているんだろ……俺抜きで」

　私は嫌いや味みな口調で言う。するとライアンは目を瞬しばたたかせ、眉まゆをしかめた。

「何の話だ？」

「だから俺抜きで今朝話し合ったんだろ？　よりによって俺の代わりにハキュリーの奴やつを出席させて」

「馬ば鹿かなっ、お前抜きでそんな重要な決定をするはずがなかろうっ。団長はお前が自分の代行者として部隊を率ひきいることを望んでいるのに。いったい誰だれにそんな馬鹿なことを吹ふき込こまれた！」

　私はあの男にいいようにからかわれていたことにやっと気づいた。

「すまん。俺はハキュリーの噓うそ八はつ百ぴやくを真に受けていたようだ。くそっ、いったい奴は何を企たくらんでいるのだっ」

「ハキュリーか……確たしかに奴の剣けんの腕うでは欲ほしい。だが奴を同行させると、それ以上のリスクをしょい込むことになりそうだ。どうする、ここで無理にでも別れるか？」

「それは団長が……」

「いや違う。お前が決めるんだフレイル。お前が俺たちを引っ張ぱって行くんだ」

「団長もお前も、なぜそんなに俺に指し揮きをさせたがる。順当にいけばお前が代行を務つとめるべきなのに」

「……簡かん単たんなことだ。団長は俺を五十年前の『恥はずべき騎士』と重ねているからだ。前回のベロニカ交こう替たいの際さいにあった、我わが騎士団最悪の汚お辱じよくの騎士にな！」

　そうか、それで合が点てんがいった。団長は「正せい規きの手続きを踏ふむ」などと言ってはいたが、ライアンが仲間を斬きったことにあの事じ件けんを思い起こしていたのだ。

　それは五十年前にカウセージュで起こった忌いまわしき事件だった。ある騎士がトリゼアに寝返り、ベロニカを敵国に売り渡したのである。そのとき騎士団の二人が裏うら切ぎり者の騎士によって殺害された。

　その騎士は捕とらえられその場で片腕を斬られた上で処しよ刑けいされた。その騎士の名は騎士団の歴史から抹まつ消しようされ、ただ『恥ずべき騎士』と呼ばれているが、斬り落とされたその腕は白はつ骨こつとなって騎士団の本部に飾かざられている。二度とあんな騎士を出しゆつ現げんさせぬ自じ戒かいとして。

　しかし団長は何を考えているのだろうか。ライアンの祖そ父ふは英えい雄ゆうだ。彼の祖父もまた前回の栄光の十三人に選ばれたが、カウセージュで命を落としている。そう、恥ずべき騎士によって殺されたうちの片かた方ほうが彼の祖父なのだ。ライアンはベロニカを護まもるために仲間であった男を斬ったが、彼の祖父は恥ずべき騎士の裏切りの犠ぎ牲せいになったのである。ライアンが団長の扱あつかいに怒いかりを覚えるのは当然だった。

「ライアン。団長がどう思おうと、俺はお前を信じている。その上で俺はこう提てい案あんする。団長が目を醒さますのを待とう。そして団長にはこの村に残るよう説得するんだ。軍規に従したがい、入隊した時期が一番早いお前が部隊の指揮を執とる。どうだ？」

「ありがとう、やはりお前は友達だよ……。ではハキュリーのことは？」

「団長と相談して決めよう。もし奴がトリゼアに通じているとするなら、昨日の襲しゆう撃げきのとき俺たちを助けたことの説明がつかない。悔くやしいが正直な話、奴の力は必要だ」

「いいだろう、お前の考えを尊そん重ちようしよう。それにしてもよく寝ているな団長は。肝かん心じんなときに寝てしまうなんて、まるでベロニカ様だ」

「違いない」

　ライアンの冗じよう談だんで私たちに笑えみが戻もどった。私たちは団長の包帯を交こう換かんして、今決めたことを説明するために隣となりの部屋へと向かった。
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　日が暮くれても団長は一向に目を醒まさなかった。一人私は団長の側に腰こし掛かけて、ときおり容態を窺うかがいながらハキュリーについてぼんやりと考えていた。

　あの男がいったい何者なのかさっぱり分からない。我々に同行する目的もだ。

　あいつは最初に会ったときから旅の途と中ちゆうという風ふ情ぜいだった。私は記き憶おくをたぐる。そうだ、「ルグナスに会いたい人がいる」と言っていた。

　会いたい人だって？　失笑せずにはいられなかった。どうせこれも噓に決まっている。彼女がベロニカであることを知ったときの異い常じような様子といったらなかった。何かを企んでいるに決まっている。

　いや……そうすると我々を助けたことは偶ぐう然ぜんとなってしまう。本当に偶然なのだろうか。あいつは「なんとも傑けつ作さくな巡めぐり合わせだ」と女め神がみを罵ば倒とうしていた。騎士団の者なら地位の剝はく奪だつに値あたいする暴ぼう言げんだ。人間は女神が結すく運命の糸をただ受け入れるべきだ。

　こうは考えられないだろうか。あいつは我々が敗色濃のう厚こうなのを見て、これを助ければ金になりそうだと恩おんを売った。ところが助けたのがベロニカ一行だと知り、別の金かね儲もうけを画かく策さくしている……。その可か能のう性せいがある以上はどうにかしてここで別れた方がいい。

　ふと自分が無む条じよう件けんにハキュリーを悪人だと仮か定ていしていることに気づいた。確かにあいつの口は悪いし、どういうわけか騎き士し団だんに対して非ひ常じようによくない感かん情じようを抱いだいている。だが我われ々われがあいつに助けられたのは揺ゆるぎない事実だし、それにあいつはこれまで我々に何一つとして要求してこない。損そん得とく計算で助けたというのも辻つじ褄つまが合わなくなってくる。

　ではなぜ？

　考えれば考えるほど分からなくなった。あいつが語ることを拒きよ絶ぜつしている失った片腕について聞ければ、少しは見えてくるのかもしれないが。

　私がハキュリーを悪人だと決めつけているのは、あいつの失った片腕のせいだろう。しかしあれほど饒じよう舌ぜつな男が口を閉とざしているからといって、何か罪つみを犯おかしたに違ちがいないと邪じや推すいするのは、五十年前の事件と重ねてライアンを疑うたがう団長と同じだ。あいつが他人をからかうのが好きなのは分かっている。旅の日につ程ていを私抜ぬきで決めたなどと騙だまされたばかりだ。片腕についてわざと誤ご解かいを煽あおって楽しんでいるのかもしれない。……それはそれで頭にくることではあるが。

　根こん拠きよもなくハキュリーに疑ぎ惑わくの目を向けていたことは反省すべきだ。不本意ではあるが一度謝しや罪ざいしておかねばなるまい。まだ酒場であの老人と飲んでいるのだろうか……。

　そう思って立ち上がったとき、私は唐とう突とつにそれに気づいた。

　あの老人がハキュリーを死んだ息子むすこと勘かん違ちがいしているなんて噓うそだ。あの老人はハキュリーをその名で呼よんでいたではないか。あの二人は以前からの知ち己きだ。あれもわざと誤解させたのだろうか？　いや違う。そんなことをするのに何の意味もない。私に知られたくない何かを隠かくしたのだっ！

　ハキュリーに謝罪しようなどという殊しゆ勝しような気持ちは吹き飛んでいた。奴やつをつかまえて問い詰めてやる。

　部屋を出ようとすると不意に外からドアが開き、現れたベロニカと激げき突とつしそうになった。

「あらフレイル。どこかに行くの？　食事よ」

「すまないが先に食べていてくれ。ハキュリーの奴に用があるんだ」

「ハキュリー殿どのに？　でも彼はこの村にはいないわよ」

「なっ……いないだとっ!?」

「どうしたのよ、大きい声を出したりして。団長殿が起きちゃうわ」

「どういうことだっ」

　私は我を忘わすれて彼女の肩かたを摑つかんでいた。彼女がか細い悲鳴を上げた。脅おびえて身体からだを震ふるわせているのが伝わって来た。

「……すみません」私は手を放はなした。「どういうことか説明して下さい。私はハキュリーの奴にぜひとも質たださねばならぬことがあるのです」

「……昼ひる過すぎだったかしら」彼女は少し怒おこっている様子だった。「ハキュリー殿が部屋に現れて『ちょっと出掛けて来る。明日までには戻れると思うが、それまで出発せずに待っていてくれ』ってご自分の荷物を持って……」

「なんてことを！　ライアンとアーロンはそれを放っておいたというのですか!?」

「ライアン殿はその場にいなかったから。でもアーロン君は『気をつけていってらっしゃい』とか手を振って見送っていたけど」

「あいつは何を考えているんだっ」私はこの上なくマヌケなアーロンに悪あく態たいをついてから、彼女に言った。「いいですか、ベロニカ様。もしかするとすぐにここを発たつことになるかもしれません。準じゆん備びをしておいて下さい」

「どうして？　ハキュリー殿は『待っていてくれ』とおっしゃったのに。それに団長殿の容よう態たいのこともあるわ」

「私にしてみれば、なぜ貴方あなたやアーロンがあの男にそこまで無む防ぼう備びになれるのか分かりません。ベロニカ様、貴方は我が国にとってもトリゼアにとっても掛かけ替がえのない存そん在ざいであることをもっと自覚して下さい。貴方を手に入れるために戦争が始まったぐらいなのですぞ。ハキュリーが貴方の価か値ちに、よからぬ企たくらみをせぬとどうして信じられるのです」

「フレイル……騎士になって貴方は変わったわ。わたしのことを名前で呼んでくれもしない……」

　彼女は悲しそうに言った。瞳ひとみが潤うるんでいった。もう少し柔やわらかく言ってあげればよかったと後こう悔かいするが、私は彼女から視し線せんを逸そらして言った。

「……すみません。それは後にしましょう」

　彼女が市し井せいの女であったのなら胸むねに抱だき寄よせて慰なぐさめてあげたろう。だが私が騎士であるように、彼女はベロニカとしての高こう貴きなる義ぎ務むを負わねばならない。

　私は彼女の顔を見ぬようにして横を抜け、隣の部屋に向かった。アーロンがベッドに寝ね転ころんでいた。彼女の言う通りハキュリーの荷もレイピアもなかった。

「フレイルさん、どうしたんですか？」

　アーロンがベッドの上で足をばたつかせながら言う。叱しつ責せきするのも煩わずらわしい。

「ライアンはどこだ？」

「さあ？　ずっと見ませんけど。たぶん酒場にでも行ってるのではないでしょうか？」

「お前と一いつ緒しよにするなっ」

　私は外に向かった。宵よい闇やみに包まれた家々から明かりが漏もれていた。敵てきに制せい圧あつされたと思おぼしきカウセージュから馬を使えば一日で楽に行き来できる距きよ離りだというのに、街かい道どうから外れた奥おくまった場所にあるせいで村は平へい穏おんそのものだった。次期ベロニカが立ち寄った栄えい誉よを祝いわっているのだろう。だがいずれはここも戦いくさに巻まき込こまれる。彼らはベロニカが戦争を運んで来ることをどう考えるのだろうか。

　探さがすのはハキュリーではなく、あの顔に傷きずのある老人だ。まるで十年来の友とでも会ったような様子だった。二人の間に何があったかは知らないが、きっとあの老人はハキュリーのためなら何でも協力しそうだ。たとえ祖そ国こくを裏うら切ぎることでも。

　村に一軒だけの酒場へと走った。私に老人を尋じん問もんできるだろうか。根っからの騎き士しではない私だから、野や蛮ばんな真ま似ねに慣なれていないわけじゃない。だが相手はやっと人生に安息の時を迎むかえた隠いん居きよ者しやなのだ。

「おいっ、フレイル」

　そんなことを悩なやみながら走っていると、聞き覚えのある声に止められた。闇の中からライアンが姿すがたを現した。心なしか彼の頰ほおは赤く、酒の匂においがした。残念ながらアーロンの予想が正せい解かいだったようだ。

「ライアン、非ひ常じよう事じ態たいだ。ハキュリーの奴がいなくなった」

「なんだって！　いつだ？」

「昼過ぎらしい。もうかなりの時間が経けい過かしている」

「……すまん。こんなときに酒に手を出すなんて……」

「いや謝あやまることはない。団だん長ちようの傍かたわらでぼんやりしていた俺おれも同どう罪ざいだし、奴を見送ったアーロンの能のう天てん気き野や郎ろうもだ。ハキュリーと一緒にいた怪あやしい老人を捕まえて問い詰めたい。奴はその老人についてあからさまに何か隠かくしていた。トリゼアに通じているのかもしれん」

「よし、手分けして探そう」

　私はライアンに老人の風ふう貌ぼうを教えて分かれた。あの顔の傷だ、村人に聞けばすぐに居い場ば所しよは分かるだろう。

　酒場で酔よった中年の男から老人の家を聞き出せた。すると彼はそこに向かおうとする私を止めて言った。

「ですけど騎士様、行ってもジイさまには会えませんぜ。片かた腕うでのお仲間とどこかに出掛けたみたいですから」

　出で端ばなを挫くじかれた私は仕方なく彼に老人の素す性じようを訊たずねた。そして返ってきた答えに愕がく然ぜんとした。私の危き惧ぐは杞き憂ゆうではなかったのだ。

　また村中を走り回ってライアンと合流した。

「どうだ、見つかったか？」

「残念ながら探しても無む駄だだ。ハキュリーと一緒に出掛けたそうだ。それよりも重大なことが分かった。あの老人はトリゼア人だ」

「なんだとっ」

「それだけじゃない。前の戦争でも戦っていて、戦争の最中だか終結してだかは知らないが、この村に移うつり住んで来たらしい」

「ではトリゼアの軍人に知り合いがいても不思議ではないな」

「その通りだ。行こう、すぐにでもここを発たたないと」

　宿へと走り出そうとすると、ライアンが私の腕を摑つかんだ。

「ちょ、ちょっと待て。こんな夜遅おそくに旅立っては団長が耐たえられるはずがない」

「団長はここに置いて行く。それにはお前も賛さん成せいしただろ？」

「確たしかにそうだが……もう少し待つべきではないだろうか」

「何を待つというのだ。ハキュリーをか？」

「いや、そうではない。せめて団長が起きるまで……」

　珍めずらしく歯切れの悪いライアンに私は苛いら立だった。一いつ刻こくを争うときだというのに、何を躊躇ためらっているのだろう。まさか酒をかっくらって頭が麻ま痺ひしているのではなかろうか。それにしてもこんなときに酒に手を出すなんてライアンらしくなかった。

　馬の蹄ひづめの音が聞こえた。

　私たちは咄とつ嗟さに身み構がまえる。だが武ぶ器きは宿に置いたままだ。

　二頭の馬がゆっくりとこちらに近づいて来た。それがトリゼア兵士であったらどうすればいいのかと絶ぜつ望ぼう的てきな対たい応おうを迫せまられた。馬上の顔が見えた。トリゼア兵士ではなかった。しかしそれと同じくらいに事じ態たいは緊きん迫ぱくしていた。馬に乗った二人はハキュリーとあの老人だった。

「待たせたな」

　とハキュリーが馬上から言った。

「お前のことを待ってなどいるものか。それより答えろ。どこへ行っていたんだ？」

「どこって、斥せつ候こうに決まっているだろ？　トリゼアの動向を探さぐってたんだよ。向こうの動きが分からなくちゃこっちも動けない。騎士様にそんな卑ひ俗ぞくな任にん務むをしていただいては失礼だからな」

「斥候だと？」

「ああ、そうとも」ハキュリーは隣の老人に向かって言った。「すまなかったな、手間をかけさせちまって」

「なあに、ついでだよ。久しぶりにお前のツラを見たら、昔の傭よう兵へい仲間に会いたくなっただけさ」

　老人は目を細めて応こたえた。ハキュリーは老人にいたわりの眼まな差ざしを向けてから馬を下おりた。

「いつもお前はそれだな。人のために骨ほねを折っても、まったく恩おんに着せずに済すましちまう」

「ふん、ありのままを言っただけだ。……こんな年で馬を走らせるとさすがに疲つかれる。馬なんてずいぶん乗ってなかったから腰こしが痛いたいよ。悪いが先に休ませてもらうぞ」

　老人が馬の向きを変える。私はその前に立ち塞ふさがった。

「申し訳わけないが、ご老体。貴方あなたをこのまま帰す訳にはいかない」

「おいおい、騎き士し様さまよ。人生の先せん達だつに失礼じゃないか？　騎士にあるまじき無作法だぜ」

「黙だまれっ。今日の昼、お前はこの老人を『ボケて自分のことを息子むすこと勘かん違ちがいしている』と言ったな。だがそれはとんでもないデタラメのようだ。だいたい斥候にこんなご老体を連れて行くというのはあまりに不自然だろうが」

「そのジイさんはちょっとしたコネがあんだよ。それで同行してもらったんだ」

「引いん退たいしたトリゼア軍人だから、向こうの軍に知り合いがいるということか？」

「……なんだ、のろまかと思ったら結けつ構こう行動力があるみたいだな。お前みたいな奴やつがベロニカを護まもるなんてどんなものかと不安だったんだが、ほっとしたよ。ただ少しばかり調ちよう査さミスをしているがね。聞きたいことがあるなら俺が答えるから、そのジイさんは帰してやってくれ。そろそろおねむの時間なんだ」

　私はライアンと顔を見合わせた。ライアンが頷うなずく。

「いいだろう」

　私は老人に道を開けた。老人の顔に悲ひ痛つうな表ひよう情じようが浮うかんでいた。

「お前さんは昔から誤ご解かいされてばかりだな……」

「まあね。お陰かげで慣なれたもんさ」

　老人が二頭の馬を連れて去って行った。

「さあ、聞かせてもらおうか。何を企んでいるんだ」

「あんた、基き本ほん的てきな部分で誤解しているぜ。とにかく宿に戻ろうじゃないか。ここはちょいとばかり寒い。汗あせで濡ぬれた服を着き替がえたいしな」




　　　　◇




　私とライアンは罪ざい人にんを護ご送そうするかのようにハキュリーを両側から挟はさんで、宿にしている民家へと戻った。暢のん気きに食事をしていたアーロンを取とっ捕つかまえて部屋へと向かう。彼女には悪いが、未いまだ目め醒ざめぬ団だん長ちようと隣室にいてもらった。

　部屋に入るとハキュリーは服を脱ぬぎ出した。男ばかりだから裸はだかになっても構わないが、ハキュリーの身体からだにはみんな驚おどろいた。彼の身体は大小数え切れない古ふる傷きずだらけだった。

　特に腹ふく部ぶの大きな傷が目を引いた。明らかに刀傷で、背せ中なかは見えなかったがおそらく貫かん通つうしている。よくもこんな傷を受けて生き延のびられたものだ。

　ハキュリーは片かた腕うでだけで器用に服を着き替がえ終えた。

「その腹の傷はどこで？　それも言いたくないのかな？」

　私は刺とげのある言葉で訊たずねた。斬きられた腕のことを含ふくめ、ハキュリーは自分の過去を語るのを拒きよ絶ぜつしている感がある。どうせロクな過去じゃないから口にできないのだろう。

「ああ、言いたくないね。特にあんたらには」

「どうもお前は、ルグナスの騎士団が相当に嫌きらいなようだな」

「まったくもってその通りだね。それよりもトリゼアの動向を聞いた方がいいんじゃないのか？」

「何か分かったんですか？」

　とアーロンが興きよう味み深ぶかそうに身を乗り出す。

「知りたいか？」

「はい」

「けどなあ、聞かない方がいいかもしれないぜ。ボクちゃんは怖こわくて一人じゃ用を足せに行けなくなっちまうかもしれないからな」

「よ、よくない話なんですか……」

「いいかげんにしろっ。アーロン、お前もこんな奴にいいように踊おどらされているんじゃないっ」

　ライアンが怒ど鳴なった。ハキュリーは私の方をちらりと見てから笑いを嚙かみ殺した。私がハキュリーにいいように踊らされたのはつい昼間のことだ。

　ライアンはハキュリーに指を突つきつけて続ける。

「何を勘違いしている。これはお前の報ほう告こくを拝はい聴ちようする場ではない。お前に釈しやく明めいする機会を与あたえてやっているんだ。今日の昼からあのトリゼア人とどこで何をやっていたか、後ろ暗いところがないのなら言ってみろっ」

「おっと、裁さい判ばんにかけられているとは知らなかった。ところで公明正大な裁判官殿どの、俺の判決は決定済ずみではないでしょうな？　あんたらお得意の騎士裁判では、家か紋もんが無罪の免めん罪ざい符ふになると専もつぱらの噂うわさですがね」

「なんだとっ」

　ライアンが気け色しきばんだ。しかしハキュリーの罵ば言げんは事実だった。何よりも名めい誉よを重んじるはずの騎き士し団だんの者が不名誉な行いの嫌けん疑ぎをかけられたとき、家の力で真実がねじ曲げられることが数多くあったのを私は知っている。つまり、名家出身の騎士が罪つみを犯おかしたとあっては騎士団の名に傷がつくからという論ろん理りで真実を隠いん蔽ぺいするという逆ぎやく説せつだ。それこそ敵てき前ぜん逃とう亡ぼうでもしない限かぎり名家出身の騎士の『名誉』は保ほ護ごされた。最大の不名誉の刻こく印いんである利きき腕の切せつ断だんなど、この数十年で一人──例の恥はずべき騎士──しか処しよせられていない。ただ私のように何の後ろ盾だてもない人間が何かやったときはどうだか知らないが。

「俺おれがどこに行っていたかを怪あやしむなら、あんたのお友達がどこにいたか教えてもらいたいもんだね。ずいぶんと息が臭におうぜ。なあ、フレイル君よ。お友達はいったいどこで何をやっていたんだろうな？」

「さもライアンが重大な過失を犯したように言うのは止やめてもらいたい」私はライアンをかばった。確たしかに胸むねを張はって言えることではないが、この数日緊きん張ちようのしっぱなしだったのだ。少しぐらい身体を休めたくもなるだろう。「それから私のことを『フレイル君』呼ばわりするのもだ。お前と私はそんなに年が離れているとも思えない」

「時の流れは誰だれにでも同じじゃないぜ。特に騎士の身分にぬくぬくとあぐらをかいているあんたらとはね。違ちがうかい、ライアン家のぼっちゃん？」

「その言葉は自分自身に向けて言うがいい。我われ々われにはしっかとした目的がある」

「あんたこそ決めつけないでもらいたいね」

　私は今にも取っ組み合いを始めそうな二人の間に入った。

「よすんだライアン。俺たちはトリゼアの動向をぜひとも知らねばならん」

「フレイルっ、こんな野や郎ろうの話を信じるというのかっ」

「聞くだけ聞いて検けん討とうの材料にするだけだ。もし不ふ審しんな点があったのなら、別の対応も考える。さあ、ハキュリー。勿もつ体たい振ぶらずに話してみてくれ」

「別に勿体振っているつもりはないがね。さて、指し揮き官かん気取りのフレイル君よ。あんたはこの先どう進むつもりだい？」

　いちいち腹を立てていてはまたこいつの術じゆつ中ちゆうにはまる。私は悪あく態たいを無む視しして答えた。

「村人に馬を借りて街かい道どうに戻もどり、ルグナスへと直行する。それ以外の方法で十二月の初めに間に合わせることは不ふ可か能のうなのだからそうするしかあるまい」

「それはやめといた方がいいね。街道の先はトリゼアに封ふう鎖さされているぜ」

「そ、そんなっ」

　アーロンが情なさけない声を上げた。

「ルグナスは押おされている。この先のセルファの街が現げん在ざいの最前線になっているみたいだ。つまりセルファよりもトリゼア寄りのこの村は、敵てきの目に触ふれていないだけで実じつ質しつ的てきに敵の支し配はい地ち域いきだ。一番まずいのは、ルグナスがまだベロニカの安全を確かく保ほしていないのを敵は感づいているらしいってことだ。セルファが陥かん落らくするかは分からないが、いずれにしろここにも敵の捜そう索さくの手が伸のびるぜ。もし俺おれがあんたらの指揮をするんだったら、山脈を越こえてルグナスまで直行することを選ぶだろうね」

「馬ば鹿かなことを言うな」ライアンが口を挟はさむ。「いつ雪が降ふってもおかしくない季節なんだぞ。こんなときに山に入ったら遭そう難なんしかねない」

「それに間に合わないしな……」

　と私は呟つぶやいた。ここからルグナスへの街道は山脈をぐるりと迂う回かいしている。では直線で山を越えれば時間が短たん縮しゆくされるかといえば、馬が使えない分、要する時間は確実に増ます。そうすると十二月の最初の日までにルグナスに到とう着ちやくすることは諦あきらめねばならない。騎士団に汚お点てんが付くことになる。日につ程ていは置いておくとしても、団長はもとより彼女が山越えに耐たえられるだろうか……。

　しかし、もし本当に街道が封鎖されていたとしたらそこを通るのは自殺行こう為いだ。我わが国がセルファとカウセージュを奪うばい返すのを期待してここで待つのも同様である。捜索の手が伸びる方が早いに決まっている。ハキュリーの情じよう報ほうが真実であろうがあるまいが、すぐにここを出発して、山を越えてルグナスを目指すのが最安全策さくだ。

「どうだい、役に立ったかい？」

　ハキュリーがお道ど化けて言った。

「ああ、有ゆう益えきな情報だ」

「ちょ、ちょっと待てよフレイル。こんな奴の話を鵜う吞のみにする気かっ!?」

　熱いきり立つライアンに私は答えた。

「そういうわけじゃない。だが逆の仮か定ていをしてみろ。街道が敵に封鎖されているのが噓うそであったとして、我々にどんな被ひ害がいが与あたえられるという？　山で遭難するのを期待するというのか？　ならば街道は安全だと騙だました方がてっとり早いだろう」

「そりゃそうかもしれないが……」

「こりゃ驚おどろいた。フレイル君の方が灰はい色いろの騎士さんよりもよっぽど頭の回転が早いし、融ゆう通ずうがきくみたいだ。ご大たい層そうな血脈は伊だ達てかね、それともだからこそかね」

「野郎っ！」

　家か名めいを愚ぐ弄ろうされたライアンは止める間もなくハキュリーに殴なぐりかかった。頰ほおにクリーン・ヒットさせると、馬乗りになってハキュリーを殴りつける。もちろんハキュリーはおとなしく殴られているタマではなかったが、いかに片かた腕うでで華か麗れいな剣けん技ぎを見せるとは言っても素す手での取っ組み合いはあまりに不利だった。しかし彼はライアンの拳こぶしを顔面に受けて鼻から血を流しながらも、手を伸ばせば届とどく距きよ離りにある己おのれの武ぶ器きを取ろうとはせずに片腕で応おう戦せんしていた。

「ライアン、やめるんだっ。それが騎き士しのすることかっ」

　私はライアンを羽は交がい締じめにして引き離はなす。ハキュリーの方はもう戦う意志はなさそうで、アーロンの差し出したハンカチで血を拭ぬぐっていたが、ライアンは私を振ふりほどこうと暴あばれた。

「離せフレイルっ。こいつは俺の父を、祖そ父ふを、ライアン家を侮ぶ辱じよくしたのだぞっ。それを払ふつ拭しよくせずして何が騎士だ。お前はこいつの味方をするのかっ！」

「そうではない。ただ、相手は殴り合いをできるような身体からだではなかろう」

「くっ」

　ライアンが私を突き飛ばすが、再ふたたびハキュリーに向かってはいかなかった。気まずい沈ちん黙もくが流れた。ライアンの気持ちは分かる。彼は自分の血ち筋すじに大いなるプライドを持っていた。そして家の再さい興こうと、非ひ業ごうの死に見み舞まわれた祖父の無念を晴らすためにベロニカの騎士となるのを望んでいることも。
















　隣となりの部屋から、騒さわぎを聞きつけたのだろう女じよ性せいの足音が小走りに近づいて来た。

　ドアがノックされた。私はわざとドアを小さく開き、自分の身体で部屋の中を隠かくした。こんなときに余よ計けいな心配をさせたくないし、ライアンの印象が悪くなっては可哀かわい想そうだ。

「どうかなさったのですか？」

　さも何事もなかったようにベロニカに訊たずねる。すると彼女は予想外のことを口にした。

「フレイルっ、団だん長ちよう殿どのが目を醒さましたのっ」

「なんですとっ、それはよかった。ぜひとも団長と相談したいことがあったのです。今すぐ行きますから待っていて……」

「それでね……団長殿はハキュリー殿と二人っきりで話をしたいとおっしゃっているの」

「いったいどういうことです!?」

「わたしには分からないわ。意い識しきが戻もどった団長殿は酷ひどく取り乱みだしていて、その……泣いていたように見えたわ。それで『ハキュリー殿と二人っきりで会いたい』って」

「俺なら構かまわないぜ」

　ハキュリーが私の背はい後ごにいた。血は綺き麗れいに拭っていたが、ライアンに殴られた痕こん跡せきが痛いた々いたしく残っていた。

「その顔はどうなさったのですか！」

「なんでもありませんよ、ベロニカ様。ところでお聞きしたいのですが、この中からベロニカの騎士が選ばれるというなら、同行している私にもチャンスがあるのですかな？」

「えっ!?」

　彼女を含ふくめた全員が、あまりのことに硬こう直ちよくした。ライアンが「なんと浅ましいことをっ」と吐はき捨すてた。

「はは、本気にしないで下さいよ。ただ言ってみただけです」ハキュリーは涼すずしい顔をして彼女の横を通り過すぎた。「私にはその資し格かくはないし、それに貴方が誰を選ぶか知っているしね。それじゃあ団長さんがまた眠ねむっちまう前に会って来ますよ」

　ハキュリーがいなくなり、彼女が部屋に残った。彼女はハキュリーの怪け我がについて聞きたそうな様子だった。ライアンの乱みだれた髪かみと荒あらい呼こ吸きゆうで、二人が殴り合ったことだけは察したようだ。

「あの……」アーロンがおずおずと発言した。「気になっていたんですけど、カウセージュのコーファックス卿きようが、街に伝わっているという片腕の男の話をしてくれましたよね」

「だから何だと言うんだっ。あんなもの我われ々われに対する当てこすりだろうがっ」

　ライアンが怒ど鳴なった。コーファックス卿が夕食の席で披ひ露ろうした『勇ゆう敢かんな片腕の男』の伝でん承しようは我々をずいぶん白けさせた。前のベロニカ交こう替たいのときに、トリゼアにさらわれたベロニカを騎士団に代わって助けたのは片腕の男だったという、それが不ふ名めい誉よの刻こく印いんである我々には到とう底てい納なつ得とくできない話だった。コーファックス卿がルグナス本国と距離を置いているのは有名だが、だからといってそんな作り話をでっち上げてまで我々を侮辱したいのかと、ずいぶん皆みなの不ふ評ひようを買った。

　ライアンの剣けん幕まくにアーロンは口ごもった。

「いえ、ただ、団長はハキュリーさんをその伝説の英えい雄ゆうに重ねているんじゃないかと思って。状じよう況きようもそのときと同じですし……」

　この馬ば鹿かっ、とアーロンを制せいしようとするが遅おそかった。ライアンは団長が自分を『恥はずべき騎士』とダブらせていることに憤いきどおっているというのに。ライアンはアーロンに飛び掛かると、問答無用に顔面を殴りつけた。彼女が悲鳴を上げた。

「悪いが失礼するっ。誰とも顔を合わせたくない！」

　ライアンは肩かたを怒いからせて部屋を出て行った。アーロンのすすり泣く声が聞こえた。彼女は優やさしくアーロンを慰なぐさめていたが、彼も顔を覆おおって部屋を駆かけ出してしまった。

　そして部屋には私たち二人きりになった。

「ねえ、フレイル……わたしたちどうなっちゃうの？」

　彼女の不安を和やわらげてあげたかったが、何も言葉は見つからなかった。







　　　４．愚おろか者の涙なみだ




　十一月半ばのカウセージュの街はトリゼアの襲しゆう来らいによって混こん乱らんの渦うずにあった。酒場の外の道を逃にげ惑まどう人々からそれを聞き、カートが狼狽うろたえながら言った。

「とっ、とにかくみんなと合流しなくてはっ」

「いや、聖せい堂どうに急ごう。トリゼアがこの街に攻せめて来たということは、奴やつらの狙ねらいはシーゼルの奪だつ取しゆ以外にはない」

　そう私は反はん論ろんした。切せつ迫ぱくしていたもので、目上のカートに対してずいぶんとぞんざいな口の利きき方をしてしまった。

「何をバカなことを」ライアンが言った。「俺たちは武ぶ器きも甲かつ冑ちゆうも着けてない裸同然なんだぞ。どうやって敵てきと戦うつもりだ」

　悔くやしいがライアンが正しかった。先さき程ほどのいがみ合いでわだかまりはあったが、意地を張っている場合ではない。

「ライアン、俺は先に行くぜ。俺たち傭よう兵へいはこんなときのために雇やとわれているんでな」

　とマダックスは逃げ惑う人々の流れに逆さからって走って行った。私たちが飲んでいた酒場は街の北ほく端たんにある。トリゼアは南、ルグナスは北だから、敵が南から攻めているとすればここら辺は安全な方である。人々はルグナス方向の門を通って街から逃げようとするだろうから、どんどんこちらに人が流れて来ることになる。シーゼルがいる聖堂や、我々騎き士し団だんが逗とう留りゆうしているコーファックス卿きようの屋や敷しきは街の中央だ。

　議ぎ論ろんの余よ地ちはない。とにかくみんなと合流して聖堂に向かわねばならない。一足先に走って行ったマダックスの後を追うように、私たちは人波をかき分けて屋敷へと急いだ。
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　コーファックス卿の屋敷の前にはすでに、私たち三人を除のぞいた騎士団が武ぶ装そうして集結していた。それとは別にコーファックス卿の私兵も集まって、コーファックス卿の指し示じで慌あわただしく動いていた。近くの建物が放火され夜の街を照らしていた。聖堂とコーファックス卿の屋敷はまだ無事だ。

「何をやっていたんだ、この馬ば鹿か者ものどもが！」

　団長が私たちの姿すがたを見るなり怒ど鳴なった。私たちは団長の前に整列する。酒を飲んでいたのをバレないようにと口を閉とじているが、儚はかない努力であった。

「我われ々われはここに休きゆう暇かに来ているのではないのだぞっ。それをよりによって酔よっ払ぱらっているとは。ライアン、お前まで何だっ！」

　他の騎士たちは気の毒そうな顔をしていた。たまたま今日、私たちだけが飲んでいたのかもしれない。

「申し訳わけございません。待たせてしまったことは働きで挽ばん回かいしてみせます。すぐに着き替がえて……」

「お前らを待っていたのではないっ。お前らを置いて出しゆつ陣じんするところだったのだ。我々はベロニカ様の護ご衛えいに行くから、お前らは好きなだけ酒を浴びておれっ」

　そう吐はき捨すてると団長たちは聖堂へと出発してしまった。

　残された私たちは惨みじめに顔を見合わせた。

「どうするんだ？」

　カートが巨きよ大だいな身体からだを縮ちぢこまらせて情なさけない声を出す。

「どうするもこうするもない。すぐに着替えて後を追おう」

　ライアンが言った。私たちは頷うなずき合い、それぞれの部屋でルグナス騎士団の甲冑に全身を包んだ。
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　誰だれもいない屋敷内を駆け抜けて外に飛び出し、他の二人と共に聖せい堂どうへと走った。これが騎士になってからの初めての実戦だった。鍛たん練れんで甲冑の重さには慣なれているつもりだったが、いざ敵と剣けんを交えたとき、この甲冑の重さに昔のような動きができぬのではと不安がよぎる。

　聖堂が見えた。聖堂の前で騎士団とカウセージュの私兵の混合軍がトリゼア兵士と交戦していた。

「いくぞっ」

　ライアンが剣を抜きながら私に声を掛けた。

「おうっ」

　私も剣を抜く。彼と初めて会った頃ころ……まだ私が一いつ介かいの兵士として騎士のライアンと肩かたを並ならべて戦っていた頃に戻ったようだった。

　私たち三人は戦いの輪の中に突入して行った。

　騎士団の一人が倒たおれてトリゼア兵士に斬きりつけられるところだった。私はトリゼア兵士の前に立ち塞ふさがり彼を助けた。突とつ然ぜんの増ぞう援えんに虚きよを突つかれた敵兵を袈け裟さ掛がけに斬り殺した。

　私は倒れた仲間に手を貸かした。確たしかバトラーといったか。

「すまん……助かった」

「礼を言われるようなことはしてない。仲間だろう？」

　そして私はまた敵へと向かって行った。実戦から何年も離れていたが、トリゼア兵士に後おくれをとるようなことはなかった。敵兵を倒すごとに、鉄に火が通るように昔の感覚が甦よみがえってくる。このぶ厚あつい装そう甲こうなら敵の大たい剣けんも通さない。直ちよく撃げきさえ受けなければいい。

　一人、また一人と敵を駆く逐ちくしていく。戦いの中心は私とライアンだった。私たちの前から次々と敵兵が倒れていった。酒場で飲んでいた失態を挽回させたいのか、カートもその巨体から繰くり出す重い剣撃で敵を震ふるえ上がらせていた。他の騎士たちはあまりに実戦経けい験けんが少な過すぎた。金で雇やとわれたカウセージュの私兵たちの方がよっぽど活かつ躍やくしていた。

　ついに敵は撤てつ退たいを始めた。だがそこで私は大きな勘かん違ちがいをしていたことに気づいた。我々は聖せい堂どうを守っていたのではなかった。なんということだ、我々はすでに奪うばわれた聖堂を奪だつ還かんしようとしていたのだ。敵は聖堂の中へと退たい却きやくして行った。生き残った敵全員が正門を潜くぐると、内側から閉じられた。

　ルグナス側の混合軍と敵兵が睨にらみ合った。門から建物までは結けつ構こう距離があり、階かい段だんを上のぼって高くなった建物の玄げん関かんから弓を手にこちらの様子を窺うかがっている。門の裏うらにも何人か潜ひそんでいるだろう。聖堂を奪った敵の部隊は援軍を待っているのだ。シーゼルは敵の手の中なのだ。

　私とライアンは団だん長ちようへと駆け寄った。

「二人とも見事な働きだった。お前らがいてくれて本当に助かった」

　先程私たちに罵ば声せいを浴びせた団長などどこ吹ふく風だ。

「団長、一気に攻せめ込みましょう。敵てきが増えては奪還のチャンスはなくなります。いくら敵が悪あく辣らつとはいえ、ベロニカ様に危き害がいは加えるはずはありません」

　とライアンが言った。確かにその通りだ。

「たとえ攻め込んで首しゆ尾びよくベロニカ様を救出できたとしよう。だがベロニカ様は『胥昏』の中にいるのだ。動かせまい。籠ろう城じようしても勝ち目はないぞ」

「そんな悠ゆう長ちようなことを言っている場合ではありますまい。担かついででも運び出して、この街から脱だつ出しゆつすべきです」

「だがしかし……」

　団長は渋しぶった。『胥昏』中の次期ベロニカを動かした汚お名めいを着るのが嫌いやなのか、それともこの戦力で突とつ入にゆうするのがおぼつかないのか……。騎士団のほとんどが戦場では使い物にならないのが明らかになっていた。シーゼルの身を案ずると、煮にえ切らない団長の態たい度どに怒いかりさえ感じていた。しびれを切らし団長に詰め寄ろうとしたとき、ライアンが私を制せい止しして言った。

「分かりました。私たちは裏門の方を見み張はります」そして私の腕うでを摑つかんだ。「いくぞっ」

「おいっ、ちょっと待て、二人とも行くことは……」

　団長は騎き士し団だんの主戦力である私たちが分散することにあからさまに恐おそれを抱いだいていたが、ライアンは無む視しして私の手を引いて行った。

「ライアン、どうする気だ」

　私はライアンの手を振ふりほどいて言った。

「決まっているだろう、強行突とつ入にゆうする。聖堂を占せん拠きよしているのは先発隊だ。この様子ではかなりの敵てきが攻せめて来ている。時間が経過すればするほど不利だ」

「まさか二人だけで突入するつもりだったのではないだろうな」

「二人では少な過ぎる。狭せまい屋内の通路とはいえ、二人だけでは囲まれたら終わりだ。もう二、三人は必要だ……」ライアンは周囲を見み渡わたす。「くそっ、揃そろいも揃って役立たずときているっ。家がご立りつ派ぱだからって、何の役に立つというのだっ」

　ライアンは自分の家いえ柄がらについて誇ほこりと劣れつ等とう感かんの入り混まじった感情を抱いている。十番目だか二十番目だか忘わすれてしまったが、王位継けい承しよう権けんを持ちながらも家の力が弱いために国こく政せいからは遠ざけられている。「名家の者が無位なのも憐あわれだからせめてもと騎士の位を与あたえられたんだよ」昔ライアンは自じ嘲ちよう気味に語った。「俺おれはお前と違ちがって騎士になりたくてなったわけじゃない。だがそれならば働きで見返してやろうと、無む我が夢む中ちゆうで戦場に身を躍おどらせたんだ」

　彼はその言葉以上の働きを見せ、そしてルグナスの騎士団にライアンありと称たたえられるまでになった。見返してやるとは、つまりベロニカの騎士になるということだろう。私とはまったく違うスタート地点から人生を歩み始めたライアンだったが、今の私たちは同じものを目指して進んでいる。私はそんなライアンが好きだった。

「カートはどうだ」

　私は言った。ライアンに付き合う腹はらを決めていた。危き険けんを冒おかしてでもシーゼルを救うのは私の願いでもあった。

「悪くない。あの身体だが動きはよかった。汗あせをかいてアルコールも抜ぬけているだろう」

　地面に座すわり、兜かぶとを外して汗を拭ぬぐっているカートがいた。私たちはカートに「ちょっと来てくれ」とだけ言って裏門へと向かった。そして誰もいなくなったところで突入計画を話した。

「命令違い反はんを犯おかす気か？」

　カートは厳きびしい顔で言った。

「そうです。だが、それ以外にシーゼルを救出する方法がないのは貴方あなたも分かっているはずだ」

　と私がカートを説得すると、ライアンが言葉を継いだ。

「他の奴やつらはどうしようもないぼんくら揃いだ。鳥のように口を開けて待っていれば餌えさが与えられるとでもいうのか」

「……貴君らは怖こわくないのか？　命を失うことがではない、成功したとしても規き律りつを犯したとして騎士団を除じよ名めいされるやもしれぬのだぞっ」

「クソ食らえだね」

　そう言うとライアンはルグナスの紋もん章しようが入った甲かつ冑ちゆうを脱ぬぎ始めた。

「お、おい、ライアン……」

「スピードが要求されるのに、こんな甲冑は邪じや魔まなだけだ。全力で聖せい堂どうを駆かけ抜ぬけて、寝ねているベロニカ様を担かついで脱だつ出しゆつする。どうするんだ、二人とも？」

　甲冑を全すべて脱ぎ捨すて剣けんだけを携たずさえたライアンが問うた。たとえ騎士の地位を失おうとも、騎士の責せき務むをまっとうするという決意に思えた。

「……分かった」

　カートも甲冑を脱ぎ始めた。そして私も。

「しかしまあ、三人だけで突入することになるとはな……」

　カートが臆おく病びよう者ものと謗そしられるのを気にするように呟つぶやく。私とて同じ不安に今にも潰つぶされそうだった。

「じゃあもう一人ではどうだい？」

　不意に後ろから声を掛かけられた。

「マダックス！」

　ライアンが嬉うれしそうな声を上げる。そこにいたのは先さき程ほど酒場で会ったマダックスだった。

「なあに、ついでさ。誰だれかが行かなくちゃいけないんだからな。さあ、招しよう待たい状じようはないがベロニカの寝しん室しつにお邪魔しようじゃないか」
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　裏うら門もんの前でルグナス正規兵とカウセージュの私兵の混合軍が、門の向こうを睨にらみつけていた。

　甲冑をまとっていなかったので敵と思われ緊きん張ちようが走るが、ここの隊長がライアンの顔を知っていてすぐに収しゆう拾しゆうした。ここの隊長は騎き士し団だん長ちようと同じくらいの四十男だったが、爵しやく位いを持った私たちの方が位は上だった。

「中にいる敵てきの人数は分かるか？」

「いえ……ですが二十人より多いということはないでしょう。もちろん多い可能性もあるわけですが……」

　ライアンの質しつ問もんに隊長はしゃちほこばって答えた。

「なるほど。つまり五人かもしれないし、二十人かもしれないし、百人いるかもしれないと言うわけだな？」

「そ、そう言われましても……」

「まあいい。これから我われ々われ四人は聖堂への突とつ入にゆうを敢かん行こうする」

　会話に耳を欹そばだてていた兵士たちがどよめく。隊長は顔を蒼あおくした。

「ま、待って下さい。それは騎士団長殿どのの命めいあってのことなのでしょうね？」

「もちろんだ」ライアンは噓うそをついた。「正門に戦力を集めて油ゆ断だんさせ、こちら側から小人数で突入する。それが我々四人だ。あんたらは逃げ出して来たトリゼア兵士がいたら邀よう撃げきし、我々が戻って来るまでここを死守してくれ」

「わ、分かりましたっ」

　私たち四人は円えん陣じんを組み、他の兵士たちに聞こえないように囁ささやき声で話した。

「覚かく悟ごはいいな？」とライアン。

「さっき甲冑を脱いだときに覚悟は決めたよ、このクソ野や郎ろうめ」とカート。

「なあに、楽勝さ」とマダックス。

「じゃあ行こうか」

　と私が言って、円陣が解とかれた。自然と私たちは握あく手しゆをかわした。カート、マダックス、そしてライアンの手を握にぎる。ライアンが力強く握り返した。結局のところ戦場で私が一番信しん頼らいできるのはこの男なのだ。

　裏門も正門と同じように閉とざされている。おそらくすぐ後ろに敵兵が潜ひそんでいるだろう。ただし正門とは大きく違う点がある。正門は門を突とつ破ぱしてから聖堂の建物までいくばくかの塁るい道どうを通り、階かい段だんを上のぼらねばならない。そこを走り抜けようものなら敵の弓の格かつ好こうの的まととなる。だがこちらの裏門は、門を潜くぐればすぐに建物に入れる。突入するならこちらの方が遥はるかに有利だ。

　ライアンがここの隊長に指し示じを出した。

「あんたらは門を破やぶるフリをしてくれ。本当に突入する必要はない。敵は破られないように全員で必死に防ふせぐだろうから、私たちは塀へいを乗り越こえてそこを急きゆう襲しゆうする」

「なるほど。了りよう解かいしました」

　即そく座ざに準じゆん備びにかかった。何人かの兵士たちが門の前に集結し門を破る用意をする。私たちは門からやや距離を置いて左右に二人ずつに分かれた。塀の高さは大人の身長の一・五倍ほど。重い甲冑を捨てたお陰かげで簡かん単たんに乗り越えられる。いや、カートはちょっと自信がなさそうだ。私が「手を貸かしましょうか？」と言うと彼は照れくさそうにはにかんだ。

　ライアンが手で合図をした。兵士たちが私たちに敬けい礼れいをし、怒ど号ごうを上げて門に身体からだをぶつけ始める。

　門の内側でトリゼア兵士たちが慌あわてふためくのが伝わってきた。

　今だっ。私たちは突入を開始した。壁かべに両りよう腕うでを付き踏ふみ台となった私の背せを使ってカートは何とか塀を乗り越える。すぐに私も壁に手を掛けて飛び越えた。反対側ではすでにライアンとマダックスが塀を越えていた。

　塀の内側に入り、剣けんを抜く。門を守ることに気を取られていた敵兵は戦せん闘とう態たい勢せいではなかった。驚きよう愕がくする敵兵を瞬またたく間に殲せん滅めつさせた。

　私は門の外にいる味方に急襲の成功を叫さけび、閂かんぬきを外した。

「問題はここからだぞっ」

　ライアンが言う。

「ああ、分かってる」

　私たちは建物に突入した。

　一度ここに来ているライアンが道案内をする。コーファックス卿きようがシーゼルに寝ねた振ふりをさせているのではと団長が疑うたがって乗り込んだときに同行させられていた。

「前も裏門から侵しん入にゆうしたのか？」

「そんなわけないだろ」ライアンは苦く笑しようする。「こういう宗しゆう教きよう建けん築ちく物ぶつは、全すべての通路が最も重要な部屋に集まっていくんだ。つまり二階の中央のベロニカ様の寝室にな。街全体の構こう造ぞうは聖堂を中心にしていて、聖堂はベロニカ様の寝室を中心に据すえているわけだ。両者は相そう似じ形けいさ」

　私たちは絨じゆう毯たんの敷しき詰つめられた明かりのない廊ろう下かを疾しつ走そうする。私とライアンが前を行き、後ろのカートとマダックスは左右に気を配る。打ち合わせをせずとも自然にそういう陣形が組めた。心地ここちよい感覚だ。こういう感覚が生じたときに負け戦はなかった。

　二階へと続く階段の手前でトリゼア兵数人と交戦になった。敵はかなりの手て練だれだったが、私たちはそれ以上だった。私とライアンが切り込み、敵が怯ひるんだところにカートたちが第二波を加える。私とライアンはターンして、敵を挟はさむようにして倒たおしていく。

　ライアンの戦友だというマダックスという男も相当の腕前だった。レイピアを片かた手てで振ふり回し、右手で右から斬きりつけるかと思ったらそれはフェイントで、そのまま左手に持ち替かえて逆ぎやく方向から一いつ閃せんする。もし私があれをやられたら避よけきる自信はない。

　勝負はあっという間についた。仲間の救きゆう援えんまでもたそうとする敵と、短い時間内でシーゼルを救出しなくてはならない私たちとではあまりにモチベーションが違った。

　敵兵を倒した私たちは階段を駆け上がる。

「シーゼルの寝室は？」

「あれだっ」一ひと際きわ豪ごう華かな両開きの扉とびらをライアンが指さす。「中ではトリゼア野や郎ろうが待ち構かまえているはずだ。扉を蹴け破やぶって一気に片付けるぞっ！」

「ちょっと待て、シーゼルが……」

　シーゼルが人ひと質じちに取られているのは分かりきっていた。もっと慎しん重ちようにいくべきなのに、ライアンは目的の扉へと真っすぐに突とつ撃げきした。

　ライアンの体当たりで扉が開き、彼は中に飛び込む。仕方なしに私たちも後に続く。

　部屋にはライアンの他に四人の人ひと影かげがあった。武ぶ装そうした三人のトリゼア兵とシーゼル。起きていた。一人のトリゼア兵が彼女を後ろから羽は交がい締じめにし、剣を突きつけていた。その手前に二人の兵士が蒼そう白はくな顔で剣を構えている。脅おびえたシーゼルと視し線せんが合った。私に助けを求めていた。

「ライアン待て！　シーゼルの安全を優ゆう先せんさせるんだっ」

「何を眠ねむたいことを言ってやがる。奴やつらがベロニカ様を傷きずつけるはずがないだろうがっ。ただのハッタリだ」

　だめだっ、追い詰められた敵が何をしでかすか分からない。ライアンを制せい止ししようとするが、ライアンは私の手を擦すり抜ぬけ、雄お叫たけびを上げて切り込んで行った。

　ライアンは敵二人を相手に剣けんを交える。くそっ、何を焦あせってやがる。

　迷まよっている場合ではなかった。私はライアンに加か勢せいして二対二になる。ライアンが先に片付けた。首を斬り落とし、鮮せん血けつが飛び散る。シーゼルの上半身に血が降ふり注ぎ、彼女は絶ぜつ叫きようした。

　ライアンはそのまま、シーゼルを羽交い締めにしている敵に襲おそいかかった。敵はシーゼルを突き飛ばしてライアンと戦いになったが、ライアンがあっさりと斬きり殺した。やっと私も自分の相手を倒した。

　シーゼルは自由の身となったのに部屋の隅すみで震ふるえていた。ライアンが殺した敵兵の血で寝しん衣いが赤黒く汚よごされ、まるで私たちが新手の無法者かのように脅えていた。

　返り血を浴びたライアンが彼女の足元に跪ひざまずいた。剣けんを置き、恭うやうやしく片手を差し出す。騎き士し団だんの礼節に則のつとった正式な礼だった。ライアンは身を挺ていして助けた女じよ性せいから慰い労ろうの言葉を待っていた。

　だがシーゼルはライアンの手を取らなかった。

　シーゼルはライアンなど目に入らないように彼の横を抜け、私へと駆かけ寄よった。

　彼女は私の名を叫んだ。

「ハキュリー!!」

　私の胸むねに飛び込んで来たシーゼルを受け止める。彼女は震えていた。片手を彼女の腰こしに回して抱き寄せ、もう片方の手で金色の髪かみを撫なでた。血の匂においが充じゆう満まんした部屋の中で、シーゼルの身体から微かすかな香かおりが漂ただよってくる。『胥昏』のときに焚たくというマリアーノの香こうだろう。

　シーゼルは火の付いたように泣き咽むせび、私の名を連れん呼こした。

「ハキュリー、怖こわかったのよハキュリー。目が醒さめたらあの人たちがいて『お目醒めですかベロニカ様』って。わたし事じ態たいがさっぱり分からなくて。司祭様やみんなが殺されていて。ねえ、ハキュリー、この人たちは何なの？　どうしてこんな神しん聖せいな場所でこんな恐おそろしいことをするの？」

「敵だよ、シーゼル」

「敵？　敵って何？　異い教きよう徒とのこと？」

「そうじゃない。トリゼアの連中だ。奴やつらはベロニカである君を自分らの国へと連れ去るつもりだったんだ」

「どうしてそんなことをするの？　巫女ベロニカがルグナスにいてもトリゼアにいても、女め神がみ様は全すべての人々に公平に恩おん恵けいを与あたえてくださるのよっ」

　シーゼルは私の胸から逃にげるようにして離はなれた。

　まだ年とし端はのいかぬ頃ころからこの街で宗しゆう教きようの純じゆん粋すい培ばい養ようをされていたシーゼルは、宗教と国こく政せいの決して純粋とは言えぬ関係を教えられずに育てられたのだろう。聖者ヅラした詐さ欺ぎ師しが巷ちまたの半はん盲もうの善ぜん人にんに囁ささやくのと同じ口当たりのいい顕けん教ぎようだけに包まれて。

　だが私は自らの体験と歴史書を繰くることで、宗教の中ちゆう軸じくにいる詐欺師たちが本当は知っている薄うす汚よごれた密みつ教きようを垣かい間ま見みた。宗教というものは国をまとめるのに何とも都合がよく、仮かりに実じつ益えきのない宗教シンボルだとしても国民が求めるなら国家は威い信しんを懸かけて手に入れようとする。でなければ、私が戦場でファウゼルの名の下もとに敵てきを殺し、敵は私が自分を殺す罪つみをファウゼルに訴うつたえながら死ぬという現げん実じつを説明できるものか。そうした不ふ条じよう理りを知らずに生きてきたシーゼルは、パラドックスに直面して感情を昂たかぶらせていた。

　だが私にできるのは、詐欺師のような言葉を並ならべるだけだった。

「……国の威信というものを守ろうとしたとき、必ずしも宗教の教きよう義ぎ通りにはいかないんだ」

「そんなのおかしいわっ」

　シーゼルはついに叫んだ。彼女の目に浮うかんでいる涙なみだは恐きよう怖ふのために流れたものだけではなかった。シーゼルは私たちが殺したトリゼア兵士の死体を指さした。

「信しん仰こうが人々に殺し合いをさせるなんてっ。信仰は人々の幸せのためにあるはずよ。そのために……そのためにわたしは女神様に自分の人生を捧ささげるんじゃないっ。ハキュリー、貴方あなたは国の威信とかそんなもののために騎き士しになったの!?」

「違ちがうっ！　他の全すべてが偽ぎ善ぜんに満ちていようとも、それだけは違う。俺おれは君の……」

　そのときカートが大声を出した。

「なんてこった！」

　カートは窓まど際ぎわで外を見つめていた。私もそちらへ向かう。シーゼルが私の服の裾すそを摑つかんでついて来た。

　燃もえ上がった夜の街。人々の悲鳴や逃にげ惑まどう声がこの聖せい堂どうの二階まで届とどいた。宗教画の地じ獄ごく絵えを具現化したような景色にシーゼルがまた咽び始める。

　カートが見つめているのは聖堂の正門付近だった。正門で待機しているはずの騎士団の姿はなく、敵てきと思おぼしき一団だんが門を抜けてこちらへと向かって来るところだった。優ゆうに三十人はいた。騎士団は敵の数に押おされて、いや、たぶん敵の数に恐れをなして退たい却きやくしたのだろう。

「恥はじ知しらずどもめっ、命をなげうってベロニカ様を護まもるために選ばれた栄光の十三人だというのに、中にベロニカ様がいると知りながら逃げるとはっ！」

「ぼやいても仕方ありません。とにかく脱だつ出しゆつしましょう」

　と振り返った私の目に、ライアンとマダックスが囁ささやき合っている姿が飛び込んで来た。ライアンがマダックスに詰め寄り、マダックスは蒼あおい顔で首を横に振る。マダックスが「正気なのか、お前っ」と口走ったように聞こえた。

　私の視し線せんに気づいて二人は口を噤つぐんだ。

「ライアン……どうかしたのか？」

「何でもない」

「いや、だけど……」

「おしゃべりをしている場合じゃないだろうが。女といちゃついている場合でもなっ。行くぞっ」

　ライアンは踵きびすを返した。残る四人もライアンに続いた。シーゼルはまだ私の服をちょこんと摑んで放さなかった。シーゼルが私の耳に唇くちびるを寄せてそっと訊たずねた。

「ハキュリー……あの人も騎士団の人よね。コーファックス卿きようのお屋や敷しきで会った……」

「ああ、ライアンだ。奴やつとは昔からの友達なんだ。一段落したら紹しよう介かいするよ」

「なんか、嫌いやな感じの人……」

「こんな状じよう況きようだから、ちょっとばかり張はり詰つめているだけさ」

「うん……」

　階かい段だんを半分まで降おりたとき、すぐそこまで軍ぐん靴かの音が近づいていた。かなりの人数だった。私たちは中間の踊おどり場ばで足を止め、身を隠かくした。敵の姿が見えた。先さき程ほど私たちが倒たおした死体を見つけて騒そう然ぜんとなっている。

「まずいな……」とカートが声を殺して言った。

「突とつ破ぱしますか？」

「それ以外に何があるっていうんだっ」ライアンが吐はき捨すてた。「二手に分かれよう。二人が敵を食い止めて、二人がベロニカ様を連れて逃げる」

「よし。ではどうやって分かれる？　コインを投げて女神に決めてもらおうか？」

　私はポケットから金きん貨かを取り出した。ルグナスの金貨には片かた面めんに女神の肖しよう像ぞうが彫ほられているので、お守り代わりに一枚まい持ち歩いている兵士は多かった。

「このクソ忙いそがしいときに遊ぶな。俺とお前が残る。カートとマダックスはベロニカ様を連れて逃げろ」ライアンは挑いどむような目を私に向けた。「それで構かまわないな？」

「いいだろう」

「よし。じゃあカート、俺とハキュリーが突っ込んで敵を引かせて道を作る。その瞬しゆん間かんに一気に走り抜けてくれ。絶ぜつ対たいにベロニカ様を敵に渡わたすんじゃないぞ」

「任まかせておけ。だが裏うら門もんが封ふう鎖さされてなければいいが……」

「彼らの方がウチの騎き士し団だんよりもよっぽど頼たよりになるさ」

「正直なところ俺もそう思うよ」

　カートが苦く笑しようした。

「決まりだ。マダックス、またあの場所で会おう」

「えっ？」

　ライアンの言葉にマダックスが怪け訝げんそうな顔をしたが、すぐに「あ、そういうことか。分かった」と頷うなずいた。私はその言葉の意味を二人に問い質ただそうとした。だがライアンが「いくぞっ」と私の背せ中なかを叩たたき、鬨ときの声を上げた。

「トリゼアの下げ種す野や郎ろうどもっ、女神が神しん罰ばつを下す手間を俺が省はぶいてやるっ！」

　ライアンは剣けんを構えて階段を駆け降りた。敵は不意の攻こう撃げきに一瞬たじろぐが、すぐさま臨りん戦せん態たい勢せいを取る。

　行かねば。

　身を乗り出した私の手をシーゼルが握にぎった。私は振り返る。

「リトル・ハンマー、絶対に帰って来てね。わたし……一人で眠ねむるのは怖こわいわ……」

　シーゼルの手を強く握り返した。

「もちろんだともシーゼル」

　子こ供どもの時にかわしたただ一言の約束を追って私はここまで来た。辺へん境きようの寒村に生まれ落ちた少年がルグナスの騎き士しとなり、そして栄光の十三人の一人に選ばれたのだ。それ以上の何を望むのかと言う者もいるだろう。だが違うのだ。私のこれまでの人生はまだ助走でしかない。シーゼルを無事ルグナスまで送り、そしてベロニカの騎士に選ばれ彼女を見守り続けることが、私の人生の最終目的なのだ。

　私はシーゼルの手を放し、彼女を見つめて言った。彼女が村を旅立ったとき、私の人生を大きく変えることになったのと同じ一言を。

「約束だとも」

　すでにライアンは交戦している。私は階段を駆け降りる。最後の数段を飛び越えて、そのまま敵に剣を振り下ろした。

　敵は私の剣を受け止めるが、勢いきおいを殺し切れず足をふらつかせる。すかさず私は敵の胸むな板いたを蹴けりつける。敵はよろめいて後こう退たいし、後ろにいた仲間に激げき突とつする。私は剣を水平に構えて敵の喉のどを真っすぐに貫つらぬいた。喉の骨ほねを砕くだく感かん触しよくが返って来た。

　敵に動どう揺ようが広まるのを感じた。こちらは僅わずか二人。対して敵は十人以上だというのにまったく恐きよう怖ふを感じない。

「押すぞ、ライアンっ」

「おうっ！」

　この聖堂の通路の幅はばは普ふ通つうの建物よりだいぶ広い。二人では囲まれてしまうからカートとマダックスに援えん助じよを求めたのだ。私とライアンは並ならんで二百四十度ほどの角度を保たもち、敵兵をじりじりと後退させていく。

　背後で階段を降りる足音がした。そして私たちの後ろを通り抜け、遠ざかって行く。敵兵が色めき立った。今逃げて行ったのが目的の女じよ性せいであったことに気づいたのだ。敵兵の攻こう撃げきが俄が然ぜん激しくなる。

　一人で二人の攻撃を弾はじく。甲かつ冑ちゆうがないので斬きられたら終わりだ。引いてはいけない。剣を振るうのをやめてはならない。片方が倒れればもう片方も命を落とす。息が切れ、腕うでが重くなる。シーゼルたちはもう聖堂を抜ぬけただろうか。

「こいつらを突とつ破ぱしている時間はない。何人か外から回れっ」

　敵てきの指し揮き官かんらしき男が叫さけんだ。数人が戦列を離り脱だつして反対方向に走り出した。

「……俺たちも潮しお時どきだな」

　ライアンが言う。

「分かった」

　私はライアンの考えていることを汲くみ取る。長年の付き合いで私たちの呼こ吸きゆうは完かん璧ぺきだった。タイミングを合わせ、対たい峙じしていた敵に同時に体当たりを食らわせる。突き飛ばされた敵兵が倒れて自分らの仲間に激突した。

　私たちは背を向けて裏門へと全力で駆け出した。

　すぐに敵が追つい撃げきを始め、足音が迫せまって来る。

「裏門の部隊はまだいるかな？」

　駆けながら私はライアンに聞いてみた。

「さあな。いなかったら、裏門を出た所でカウンターを食らわすぞ」

「分かってる」私もそのつもりだった。「でも、敵が待ち受けていたら？」

「弱ったな……俺もそれをお前に聞きたかったんだ」

　私たちは顔を見合わせ、そして吹ふき出した。

「酒場でのこと、悪かったな。お前の家を馬ば鹿かにするようなことを言って。お前がどんなに家名を大事にしているか知っているくせにさ」

　私はライアンに謝あやまった。そんなことを話している場合ではないようにも思えたが、今言っておかないと二度と謝しや罪ざいする機会はないかもしれない。

「いや、もういいんだ。俺が悪かったんだし……。俺は我が一族を蔑ないがしろにしていた連中を見返してやりたかった。けど……それももういいんだ」

「ライアン……」

　ライアンの言葉はベロニカの騎士になることを諦あきらめる宣せん言げんに思えた。掛ける言葉は見つからなかった。彼からその座ざを奪うばうのは私なのかもしれないのだから。

　出口が見えてきた。空は白み始めていた。裏門の向こうに味方部隊の姿すがたが見えた。私たちは賭かけに勝ったのだ。

「敵兵が来るぞっ、邀よう撃げきの用意をしろっ！」

　ライアンが叫ぶ。門の外の仲間が呼こ応おうして道を開ける。

　建物を出て門を潜くぐるとすぐに振り返り、剣を構える。だが敵兵は来なかった。こちらの援えん軍ぐんがいるのを見て引き返したようだ。

　身体からだの力が抜けて私は地面にへたり込んだ。歓かん声せいと拍はく手しゆが沸わき起こった。兵士たちが口々に「すげえよ」などと囁ささやき合うのが聞こえた。守しゆ備び隊長が近づいて来て、労ねぎらいの言葉をくれた。起き上がれず、そのままの格かつ好こうで隊長に訊たずねる。シーゼルたち三人の姿がない。

「シーゼル……ベロニカ様は？」

「向こうに走って行かれました」と隊長は北の道を指す。「騎き士し団だんが正門の方にいるから合流すればいいのに……」

「あの臆おく病びよう者ものどもはすでに逃げた」ライアンが吐はき捨すてた。「ベロニカ様を置いてなっ」

「はあ？」

　隊長は呆あきれた顔をし、他の兵士たちも軽けい蔑べつの色を浮うかべた。

「いいか、ベロニカ様は無事逃げ遂おおせたからここを守る理由はない。すぐに離り脱だつするんだ。敵が正門方向から来るぞっ」

「わ、分かりましたっ」

　ライアンも私と同じだけ疲ひ弊へいしているはずなのに、もう次の行動に移うつろうとしていた。私も立ち上がった。まだ足がふらついていた。

「ルグナスの本部はどこか知っているか？」

「いえ。一度集まってから、コーファックス卿きようの指し示じでここを守るように命令されただけですので。ですがおそらくは警けい備び隊たいの本部がそれになっているでしょう」

「了りよう解かいした。ではこれで別れよう。我われ々われが脱出するまでここにとどまっていてくれたことを心から感かん謝しやする」

「はっ！」

　隊長はライアンに頭を下げた。

「ハキュリー、俺はカートたちを探さがす。お前は騎士団と合流して団長にベロニカ様の無事を報ほう告こくしてくれ」

「あ……ああ」

　ライアンは北の方へと走って行った。私はルグナス兵士とカウセージュ私兵に混まじって、警備隊本部へと駆け出した。警備隊本部はカウセージュに逗とう留りゆうするルグナス兵士のためのものである。コーファックス卿の雇やとっている私兵のものは別にあり、平時の治安はそちらの管かん轄かつだった。有事に備そなえた警備隊本部も他の重要施し設せつ同様に街の中央部にあり、ライアンが向かったのとは反対方向だ。

　私は立ち止まって振り返った。ライアンの姿はもうなかった。

　違い和わ感かんが背せ筋すじを這はい上がる。

　何だろうこの違和感は。

　団長に報告するだけならさっきの隊長に頼たのめば済すむことだ。それに聖せい堂どうの出口へと走っているときにかわした会話が気になる。「もういいんだ」何がいいのだろう。ライアンはあれほど家の再さい興こうを望んでいたはずなのに、私にベロニカの騎士の座ざを譲ゆずってもいいというのだろうか。

「ハキュリー殿どの、どうかされましたか？　早く逃げないと……」

　隊長が怪け訝げんそうに私に言う。

「先に行ってくれ」

「はあ……」

　なんということだ。私は仲間を疑うたがっている。それもよりによって十年来の友であるライアンを。シーゼルの身を案ずるあまり、では贖あがないきれぬ罪つみだ。

　だがしかし……ライアンの様子は異い常じようだった。あのマダックスという男との会話も気になった。

　横を駆け抜けていくカウセージュの私兵の一人を捕つかまえた。

「なあ、マダックスという男を知っているか？」

「マダックス……ああ、知ってますよ。細い剣けんを振ふり回す野や郎ろうでしょ？」

　呼よび止められたその私兵はあからさまに迷めい惑わくそうな顔をしていた。早く安全な場所に行きたいのだ。

「どんな奴やつだ？」

「どんな奴って……ごく普ふ通つうの傭よう兵へいですよ。実戦は見たことはないけど、腕うでは悪くないようだ。あいつがどうかしたんですか？」

「ちょっと気になることがあってな」

「ああそういうことか」私兵は私の耳元に口を寄せた。「あいつがトリゼア人だから疑うたがっているんですね。こんな状じよう況きようだから無理はないでしょうけど……。でも傭兵に国こく籍せきなんて関係ありませんからね。騎き士し様には考えられないことでしょうが、金を貰もらったからにはその分は働く。傭兵ってのはそういうもんですよ。ねえ騎士様、そのことは黙だまっててやって下さいよ。トリゼアとの戦争が始まったからって、それだけで疑いの目で見られちゃ可哀かわい想そうだ。疑われるだけならまだしも、濡ぬれ衣ぎぬを着せられて私刑にあったら大変ですからね。それじゃあ俺おれは行きますよ……」

　トリゼア人だとっ!?　私だって傭兵がなんたるかを知らぬわけではない。騎士になる前にはそういう人間とも多く付き合ってきた。連中の半分ぐらいは、金を払はらっている間は信用できる人間なのも分かっている。

　しかしだ。しかしなのだっ。

　もう我が慢まんできなかった。踵きびすを返しコーファックス卿きようの屋や敷しきとは反対方向……シーゼルたち、そしてライアンが向かった街の北へと走り出した。

　ライアン。もし私の懸け念ねんがまったくの的まと外はずれだったら、地面に両手をついて謝あやまろう。だが今だけは、たとえお前でも信じるわけにはいかないのだ。

　ライアンとマダックスが落ち合う場所を決めているとしたらどこだ？

　すぐに答えは出た。

　あそこしかない。この戦争の開始を知った街外れの酒場だ。




　　　　◇




　街に人の姿すがたはほとんどなかった。住人はすでに避ひ難なんをし、ときおり逗留中のルグナスの兵士とすれ違う。そのたびに「おい、どこへ行くっ」と呼び止められた。一いつ刻こくも早くシーゼルの元へ行きたいという焦しよう燥そうから、つい居い丈たけ高だかに騎き士し団だんの身分を怒ど鳴なり返して道を開けさせる。甲かつ冑ちゆうをまとっていないだけで身分を疑われてしまうなんて、甲冑とその中身のどちらが騎士なのだろうか。

　酒場が見えてきた。鞘さやに収おさめていた剣を抜く。この剣を友に向けることなどないと願いたい。いったい誰だれに願う？　私は苦く笑しようする。この戦争を引き起こした間かん接せつ的てきな犯はん人にんである女め神がみにお願いしろとでも？

　酒場に駆かけ込こんだ。

　二人の人間がいた。

　正せい確かくには剣を手にしたライアンと、血を流して仰あお向むけに床ゆかに転がったカートが。ライアンは剣についた血を布ぬので拭ぬぐっているところだった。

「ハキュリー……」

　ライアンが私の名を呟つぶやいた。目の色はやけに穏おだやかだった。

　シーゼルとマダックスの姿はなかった。ライアンは布を投げ捨てた。それが物言わぬ肉にく塊かいとなったカートの上に落ちた。

「どういうことだ？」

「カートが……ベロニカ様を襲おそおうとしたんだ。それで揉もみ合いになって、俺はカートを殺してしまった」

　私はカートの死体をちらりと見る。背と首くび筋すじから血が床に流れていた。だが仰向けになったカートの服は破やぶれてはいなかった。私はライアンに目を戻もどした。

「噓うそだ。どうしてカートは後ろから刺さされている？　どうしてカートは剣を抜いていないんだ？　カートがシーゼルを襲おうとしそれをお前が護まもったというのなら、どうしてここにシーゼルがいないんだっ！」

「俺を疑うたがっているのか？」

「疑いたくなどないっ。もしお前が俺の質しつ問もんに納なつ得とくできる答えを返したのなら、いかなる謝しや罪ざいをもしよう。片かた腕うでをくれてやってもいい。さあライアン、説明してくれ。俺にお前を信じさせてくれ。お願いだから……お願いだから裏うら切ぎったなんて言わないでくれっ」

　私は言葉を絞しぼり出したが、ライアンは答えなかった。

　外から誰かが入って来る気配がした。

「おい、そっちの始末は……」

　マダックスだった。マダックスは私の顔を見るなり狼ろう狽ばいして口を閉とじた。手には大きな革かわの袋ふくろを携たずさえていた。それが彼の手から滑すべり落ち、床でがちゃりと音を立てた。中には莫ばく大だいな量の金きん貨かが入っているのだろう。

「そいつはトリゼアの人間だな」

　私はライアンに訊たずねる。いや、もはや詰きつ問もんとは呼べない。事実の確かく認にんだった。

「ああ、そうだ」

　腰こしのレイピアに手を伸のばそうとしているマダックスも牽けん制せいしながら私は質問を続けた。

「シーゼルをトリゼアに売ったのか？」

「結果としてはな」

「『結果としては』だと？　最初はそんなつもりはなかったとでもいうのか？」

「もちろんだとも。俺は誰よりもベロニカの騎き士しになりたかった。ベロニカ様の寝台の前で彼女を護り続ける姿を妻つまと息子むすこに見せてやりたかったんだ」

「じゃあなぜっ」

「選ばれるのはお前だからだっ！」ライアンが絶ぜつ叫きようした。言葉から血が滲にじんでいるようだった。「お前は没ぼつ落らくした貴き族ぞくの惨みじめさを知っているか？　つい祖そ父ふの代までは隆りゆう盛せいを誇ほこっていたライアン家が傾かたむくと、それまで媚こびを売っていた連中も鼻にもかけない。俺は親父おやじの愚ぐ痴ちとお袋ふくろの嘆なげきを聞いて育った。ライアン家が栄光を取り戻すにはベロニカの騎士になるしかなかったんだ」

「それとシーゼルをトリゼアに売ったことがどう関係あるというんだっ」

「俺は戦士としてのお前を誰よりも尊そん敬けいしていたからルグナスの騎士に推すい薦せんした。同じ夢ゆめを追い求めていたことなど関係なかった。お前はそれに相応ふさわしかったからだ。そしてお前がベロニカの騎士に相応しいなら……選ばれるのがお前ならば心から祝福できると思っていた。お前も俺と同じく剣けんだけで夢を手に入れようとしていたのだから。だが何だっ！　結局お前は彼女と幼おさななじみというだけで易やす々やすとベロニカの騎士の座を奪うばっていくではないかっ。俺がしてきたこれまでの努力は何だったのだっ。何という運命だっ。お前を騎士に推薦したときより、いや、もっと言えば俺は生まれ落ちたときからお前に勝てぬと決まっていたのではないか！」

　ようやく私は、ここ数日のライアンの苛いら立だちの理由を理り解かいした。それは嫉しつ妬となどという下げ種すなものではない。自分の求めていたものが、自分の力の及およばぬ運命によって指の隙すき間まから擦すり抜ぬけていくことへの焦しよう燥そうだったのだ。

「ライアン、俺は……」

「呪のろわれてしまえっ。ルグナスの王おう侯こう貴族も、騎士団も、ベロニカも、女め神がみも、運命も、それからお前もだ。騎士などクソ食らえだ。奴やつらときたら聖せい堂どうに彼女がいることを知りながら、自分の身の安全のために任にん務むを放ほう棄きして逃げ出したのだ。何が栄光の十三人だ。俺はルグナスの騎士団に永えい遠えんに消えぬ汚お名めいを残してやることにしたのだ！」

「なんて馬ば鹿かなことをっ。それではお前の家名が一番汚お辱じよくにまみれるではないか。お前の家族がどんな目に遭うと思っているんだ」

「それでも構かまわない。我わが一族の再さい興こうはもうない。ライアン家は末まつ端たんとはいえ王族につながる家か系けいだ。最高の舞ぶ台たいではないか。まさに傑けつ作さくだっ。ルグナスの王族につながる者が、こともあろうに敵国に女神の依より代しろを売り渡わたしたのだ。それも仲間を二人も殺してだ」

　ライアンはカートを殺した剣を私に向けた。入り口付近で推すい移いを見守っていたマダックスもレイピアを抜く。

「よせ、マダックス」ライアンが制せい止しする。「一対一だ。騎士らしくな」

　皮肉に言ってライアンは私に向かって来た。

　ライアンの剣が私の頭部を狙ねらって振ふり下ろされる。殺す気だった。兜かぶとなしの頭だ、受け損そこねれば死ぬことになる。後方に飛んでそれを躱かわす。ライアンはすぐさま間合いを詰つめて、水平に薙ないだ。今度は真正面から剣で受け止め、反動をつけてライアンを押し返す。

　私は最後の一線を越こえられずに躊ちゆう躇ちよしていた。ライアンに向かって剣を振り下ろせば、彼を二度と友達と呼べなくなる。そんな気がした。向こうはもうそんなことは思っていないだろうに。

「ハキュリー!!」

　ライアンは私の名を吠ほえてまた向かって来る。ライアンの攻こう撃げきを剣で弾はじく。

　私はここで死ぬわけにはいかない。シーゼルと約束したのだ。トリゼアの手中にある彼女は、震ふるえながら私を待っているはずだ。最後に触ふれた掌ての感かん触しよくが甦よみがえった。

　私は剣を強く握にぎった。そしてライアンの剣を弾くと、そのまま斬きりつけた。最後の一線は越えてしまった。ライアンが笑った。どういう意味かは分からなかった。

　私たちは打ち合った。一進一退たいを繰くり返す。時間の経けい過かが不ふ明めい瞭りようになる。昔、彼と模も擬ぎ戦せんをしたときのようだ。だがこの戦いが終わっても、模擬戦のようにお互たがいの健けん闘とうを称たたえて握あく手しゆをすることはない。私が殺されるか、私がライアンを殺すかなのだ。あの頃ころにはもう戻れない。

　そしてライアンの腹はらを貫つらぬく鈍にぶい感触が手に伝わった。

　剣がライアンの胴どう体たいを貫かん通つうした。ライアンの動きが止まり、口から血を吐はいて崩くずれ落ちた。私はライアンの身体から剣を抜いた。血が吹ふき出した。

「ハキュリー……」

　ライアンが私に手を伸のばした。私は跪ひざまずいてその手を握った。汗あせばんだその手から生命の力が急速に失われていくのを感じた。もう助からなかった。

「……すまない」

　それがライアンの最期の言葉だった。

　私はライアンの手を放すことができなかった。

「なあ……」ライアンの手を握り締めたままマダックスに訊たずねた。「ライアンは最初からシーゼルをトリゼアに売るつもりでお前とコンタクトを取っていたのか……？」

「あんた、何を聞いていたんだ？　ライアンがおかしくなったのは、聖せい堂どうでベロニカが選んだのがあんただったからさ。命いのち懸がけで彼女を救い出した自分には目もくれずにね」

　呆あきれたように言うマダックスの言葉に、あのときのライアンの姿すがたが脳のう裏りに甦よみがえった。シーゼルの足元に跪き彼女の労ねぎらいの言葉を待っていた。彼女を胸むねに抱だくのは私ではなくライアンであるべきだったのだ。彼こそが聖堂への突とつ入にゆうを決けつ断だんし、先せん陣じんを切って戦ったのだから。

　抱き合う私たちをライアンはどんな顔で眺ながめていたのだろう？　啞あ然ぜんとしていたのだろうか。憤いきどおっていたのだろうか。それとも絶ぜつ望ぼうに打ちのめされていたのだろうか。自分の横を通り抜けて行くシーゼルは、ベロニカであり、そしてベロニカの騎き士しの座ざだったのだ。

「俺のせいで……ライアンはああなっちまったのか？」

「敢あえて責せき任にん者しやを探さがすならね。だが全すべては運命の皮肉さ。いけすかない女め神がみの悪戯いたずらだよ。ただ、ライアンは大切な夢ゆめをあんたに譲ゆずる覚かく悟ごはしていた。ところがあんたときたら自分のことしか考えていない」

　マダックスの言葉は鋭するどく私の胸を貫いた。

　不意に涙なみだが頰ほおを伝った。自分が泣いていることに気づくと、また一筋すじ、また一筋と涙がこぼれた。

　ライアンが最後に呟つぶやいたのと同じ言葉が口から滑すべり出た。それが堰せきであったかのように涙が溢あふれ出た。もはや嗚お咽えつをこらえることはできなかった。

　私は自然とライアンの亡なきがらに顔をうずめていた。まだ温ぬくもりが残っていた。

「すまない……すまないライアン……」

　私はライアンの身体からだを強く抱き締めながら泣いた。許ゆるしを乞こう言葉を何度も繰くり返した。彼が裏うら切ぎりを犯おかしたことを詫わびた以上に、私は彼に詫びねばならなかった。彼を狂くるわせたのは私なのだ。私は自分の夢ゆめを追い求めるあまり、彼が抱いていた夢を打ち砕くだいたことを気にも止めなかったのだ。彼は私がシーゼルの幼おさななじみと知りながら……強力なライバルとなることを分かっていながら騎き士しに推すい薦せんしてくれたというのに。

　身体の震ふるえが止まらなかった。私が最後の一線を踏ふみ越こえたとき、間ま違ちがいなくシーゼルへの思いとベロニカの騎士への憧どう憬けいがあった。ライアンを殺してでもシーゼルを取り戻さなくてはならないと。なんと愚おろか者だったのだろう。私は彼の気持ちを察してやれなかっただけでなく、利り己こ的てきな感情に背せ中なかを押おされて友達だった男の命を奪うばってしまったのだ。

　私は顔を上げた。ライアンの血で顔が染そまっているのが分かった。私はライアンのためにせめてものことをしてやらねばならない。彼の名が、ライアン家が汚お辱じよくにまみれるなど絶ぜつ対たいにさせてはならない。

　私は涙とライアンの血を拭ぬぐうと、彼の命を奪った剣をマダックスに向けた。マダックスはレイピアを鞘さやに収おさめていた。両手を広げて抵てい抗こうの意志がないことを示しめした。

「頼たのみがある。ライアンはお前とは関係ないことにしてくれ。シーゼルがトリゼア兵士に奪われたとき、命を懸かけて戦い、そして死んだと」

「こりゃ驚おどろいたね、騎士様が噓うそをつけとは。あんたらにとってそれは破は戒かいじゃないのかい？」

「騎士として胸むねを張はれなくなろうとも、それよりも大切なものもある」

「どうして？　奴やつは裏切り者だろ？」

「……友達だったんだ」

　しばし考えてからマダックスは了りよう承しようした。

「いいだろう。ライアンは俺おれにとっても友達さ。奴は真に英えい雄ゆうと称しよう賛さんされるべき騎士で戦士だったよ……最後の僅わずかな時間を除のぞいてね。ベロニカをトリゼアに売るなんて狂っていると思ったよ。捕つかまれば死し刑けいは確かく実じつだ。奴は間違いなく狂きよう気きに囚とらわれていたよ」マダックスの表情が過か去こに思いを馳はせるものになった。「だけどさ、奴は戦場で何度も俺の命を助けてくれたのに、これまで何一つ俺に頼たのみ事なんかしなかったんだぜ。そのライアンが手を貸かしてくれと言うんだ、しょうがないさ。俺もあのときまではコーファックス卿きようの忠ちゆう実じつな兵士だったんだがね……。ところでハキュリーさんよ、ライアンのことを黙だまっている代わりに俺を見み逃のがしてくれるのかい？」

「それとこれとは別だ。お前を逮たい捕ほする」

「面おも白しろい奴だ」マダックスは苦く笑しようした。「でも俺を拷ごう問もんしたって無む駄だだぜ。俺はただ場当たり的に、トリゼアの将しよう校こうにあの女を売っ払ぱらっただけだからな。どうせなら前もって計画してりゃあ、もうちょっといい金になったのによ」

　そう言ってマダックスは金きん貨かの入った袋ふくろを──シーゼルの代金を──足あし蹴げにした。
















「貴き様さまっ！」

　私はこのトリゼア人を斬きり殺したい衝しよう動どうを覚えた。マダックスはレイピアは抜かずに数歩店の奥おくへと下がった。

「おっと、目もく撃げき者しやは殺すつもりかい？」

「何だとっ」

「違うのかい？　俺はライアンの背はい信しんの生き証しよう人にんだぜ。あんたがライアンのことを秘ひ密みつにしたいのなら、俺のことは殺すか逃がすかしかないんじゃないのかな？」

「何と卑ひ劣れつな男だっ！」しかしそれしか道はなかった。「いいだろう、逃げるがいい。だがライアンのことはその小こ賢ざかしい胸の中にしまって、二度と取り出すなっ」

「……あんたは本当に愉ゆ快かいな奴だな。ライアンがあんたのことを本当に楽しそうに話していた理由がやっと分かったよ」

「馬ば鹿かにしてるのかっ」

「逆ぎやくさ。これでも褒ほめているんだよ。俺があんたの立場だったら躊ちゆう躇ちよせず殺す方を選んでいただろうね。どこの馬の骨ほねとも知れぬ、しかもトリゼア人の傭よう兵へいを殺して全すべての罪つみをおっかぶせるさ」

　私は自分の置かれた状じよう況きように気づいて慄りつ然ぜんとした。言葉を失って立ち尽つくす。昨晩から続く喧けん噪そうがやっと途と切ぎれたような静せい寂じやくが訪おとずれた。

　この男の言う通りだった。ライアンとカートは誰だれによって殺されたのか。そしてシーゼルはどうなったのか。マダックスが逃げてしまえば、聖せい堂どうに突とつ入にゆうした四人の中で残っているのは私だけだ。

　マダックスを犠牲の粥ゴート・ヘツド・スープにする？　まさかっ。そんな恥はじ知しらずな真ま似ねができるものか。最後になってライアンの狂気に手を貸かしたとしても、奴はシーゼルを救出するため共に来てくれたのだ。

　だがこのままでは……。

　静寂を足音が破やぶった。甲かつ冑ちゆうの擦こすれる音。石いし畳だたみの上を十人近い男が走っている。軽けい装そうのトリゼア兵士ではない。シーゼルを手にしたトリゼア兵は退たい却きやくを始めているはずだった。その足音は『破は滅めつ』という言葉を具現化した怪かい物ぶつのものにしか思えなかった。

「悪いな、俺は逃げるぜ」

　マダックスがそう叫さけんで身を翻ひるがえすのと、酒場の前を走っていた騎き士し団だんがその声に気づいて駆かけ込こんで来たのは同時だった。マダックスはカウンターを飛び越こえて調理場の方へと逃げる。私は奴を追わなかった。ライアンを刺さし殺した剣けんを握にぎり締しめたまま、二つの死体に仲間たちが騒そう然ぜんとなるのをぼんやりと聞いていた。

「なんということだっ」団長が天を仰あおいだ。「ハキュリーよ、いったい何が起こったのだ。お前たちが無事ベロニカ様を脱だつ出しゆつさせたと聞いていたのに、カートが、ライアンがなぜ殺されているのだっ。ベロニカ様はっ、ベロニカ様はどこにおられるのだっ」

　悪あく夢むの中から這はい出した怪物のように、団長は私の思い描えがいた恐きよう怖ふを次々と口にした。

「……トリゼアに奪うばわれました」

「な、なんだとっ！　お前は何をやっていたのだっ」

　団長は怒いかりで肩かたを震ふるわせ、他の団員たちは口々に私を非ひ難なんする言葉を吐はいた。

　皮肉屋のライアンなら「では貴き君くんらは何の努力をなされたのかな？　したことと言えば、聖せい堂どうに突とつ入にゆうするのをブルッて、敵てきの増ぞう援えんが来たら尻尾しつぽを巻まいて逃げ出しただけではないか」とでも言ってみせただろう。聖堂に突入した私たち三人を除のぞいた騎士団が全員揃そろっている。肩を寄り合わせないと怖こわかったのだろうか。それともシーゼルを奪だつ還かんした栄えい誉よに皆みなで群むらがる算さん段だんだったのだろうか。

「団長、これをっ」

　一人がマダックスの残していった金貨の袋ふくろを目め敏ざとく見つけて言った。皆が袋を覗のぞき込み、どよめきが起こった。

「ハキュリー、これは何だ、説明しろ」

「先さき程ほど逃げて行った男がシーゼルをトリゼアに売りました」

　やや落ち着きを取り戻した私は、ライアンに不ふ審しんの目が向かぬよう細心の注意を払って言葉を紡つむいだ。

「売った!?　ベロニカ様を売ったというのか？　こんな端はした金がねで世界にただ一人の至し宝ほうを敵国に売り渡したというのか！」

「そうです」

　団長が騎士団の何人かの名を呼んで命じる。「お前ら、あの男を捕らえるのだ。そしてベロニカ様の居い場ば所しよを吐かせるのだっ」団員が駆けて行った。無む駄だなことだ。マダックスを逮捕したところで何も分からない。すぐさま捜そう索さく部隊を編制して彼女を拉ら致ちしているトリゼア兵士を追うべきなのに。

「ハキュリーよ。お前らは聖堂に突入したそうだな」

「はい」

「その勇ゆう敢かんさは称しよう賛さんに値あたいする。だがそれが命令違い反はんだということは分かっていような？」

「その通りです」

「なんとまあ、あっさりと言うものだ」そして団長は私を罵ののしる言葉を小さく呟つぶやいてから続けた。「聖堂に突入したのは四人と聞くが、お前とカートとライアン。あと一人は誰だ？」

「先程逃げた男で……」奴がロクでもない男でも逮捕させるわけにはいかない。「コーファックス卿きようの傭よう兵へいのようです」

「裏切ったのか？」

　私は少し考えてから「はい」と答えた。

「突入した四人のうち二人が殺され、一人は逃げ、お前だけが残った。これは何とも奇き妙みような事じ態たいだ。たった一人の男がベロニカ様をトリゼアに売り渡し、ルグナスの騎士三人を相手にしてそのうち二人を打ち倒たおしたというのか？　信じられん。ハキュリー、正直に答えろ。お前はどういう役割を果たしたのだ」

　団長は私を疑うたがっているのだ。しかしそれは当然の疑ぎ惑わくだ。客観的に見れば、私とマダックスが裏切ったとしか映うつらない状況だった。

　ライアンの犯おかした罪つみを残らず暴ばく露ろして自分もシーゼルの捜索に加わるべきだ、と子こ供どもの頃ころからの夢ゆめが囁ささやいた。だがライアンと過すごした十年間がそれを口にさせなかった。

　皆は私のことを限かぎりなく確かく信しんに近い疑惑の目で見ていた。「ゴミ野や郎ろうが」と誰かが吐き捨てるのが聞こえた。

　私は騎士の戒かい律りつに従したがい、事実だけを述のべた。

「私が後からここに来るとカートが殺されていました。誰がカートを殺したかは見ておりません。シーゼル様ともう一人の男の姿はなく、ライアンだけがいました」

「ほう」団長が軽けい蔑べつのこもった目で私を見み据すえる。私が無実であることなど微み塵じんも信じていなかった。「ではライアンは誰が殺したと？」

　その言葉を言ったら二度とシーゼルと会えない気がした。だがその言葉が私の口から滑すべり出た。それは紛まぎれもなく事実であったからだ。

「私です……」震ふるえる唇くちびるで続けた。「私がライアンを殺しました」







　　　５．約束




　彼女と二人だけになった。ハキュリーは隣りん室しつの団だん長ちように呼よばれたままで、ライアンとアーロンは部屋を出て行ってしまった。

「ベロニカ様。とにかく、さっきここで話し合ったことをご報ほう告こくします」

「やめて、フレイル。そんな堅かた苦くるしい喋しやべり方をしないで。貴方あなたがみんなに気を遣つかってわたしのことをそう呼んでいるのは分かっているわ。でも今はわたしたちだけなのよ。子こ供どもの頃ころのように名前で呼んでちょうだい。お願いよ……」

「分かったよ、アマンダ」照れくさかったが、それで彼女の心が少しでも和なごむならそうしよう。「それじゃあ説明するよ。ハキュリーが偵てい察さつしてきてくれたことによると、この先の街かい道どうは敵てきが封ふう鎖さしているらしい。ライアンは信用してないようだが、俺おれは噓うそではないと思っている。するとこのまま進んでは敵の手中に落ちることになるから、必然的に山を越こえねばならない」

「あの山を？」アマンダは暗い窓まどの外を見た。「バトラー団長殿どのには無理だわ」

「もちろんだ。以前君に、団長が命を賭としてでも同行するのを望むようにさせてやろうと言ったが、団長にはここに残ってもらう。やはり俺は団長に死んでもらいたくはない。半日以上も昏こん睡すい状じよう態たいだったんだ、団長も分かってくれるだろう。だが俺たちがそれ以上に懸け念ねんしているのは君のことだ。いつ雪になってもおかしくない冬の山を、ベロニカとなる君を連れて登るなんて狂きよう気きの沙さ汰たかもしれん」

「わたしなら大だい丈じよう夫ぶよ。忘わすれたの？　わたしたちは山さん麓ろくの村に生まれたんじゃない」

　アマンダはやっと微び笑しようを浮うかべた。私もつられて微笑ほほえむ。

「そうだったな、君は俺以上におてんばだった。すっかりお淑しとやかになったから忘れていたよ……。それからもう一つ問題がある。山越えのルートでは間ま違ちがいなく十二月の初めには間に合わない。つまり君は山の中で女め神がみファウゼルの降こう臨りんを受けて眠ねむりに就つくんだ。これからの人生を眠りの中で過ごす君を、せめて華はなやかな祭典で送り出してあげたかったんだが……」

「平気よ。シーゼル様はそれよりずっとつらい状じよう況きようで眠りに就いたんですもの」

　当代のベロニカであるシーゼル様ほど悲運に見み舞まわれたベロニカはおるまい。滞たい在ざい中ちゆうのカウセージュがトリゼアの襲しゆう撃げきを受け、『恥はずべき騎き士し』の裏うら切ぎりによってその身をトリゼアにさらわれた。そのとき起こったルグナスとトリゼアの大戦の中で彼女は長い眠りに就いたのである。五十年前も、栄光の十三人が新たなベロニカを迎むかえにカウセージュを訪おとずれているときにトリゼアの襲来があったのだ。団長は「まるで歴史が繰くり返されているようだ」と評ひようした。だからってライアンを疑うたがうなんてむご過ぎる。

　結局我わが国がシーゼル様を奪だつ還かんして戦争は終わるのだが、彼女はベロニカの騎士を選ばなかったという。一説には女神ファウゼルが交こう替たい劇げきでの醜しゆう態たいに怒いかり、シーゼル様にはベロニカの騎士を与あたえなかったとも言われている。そういえば、昔はどこででも見られたベロニカという可か憐れんな花が大地から消え去ったのも前回の交替劇の頃らしい。

　騎士の地位を得た私は、一いつ般ぱんの人間では立ち入ることもできないルグナスの大神しん殿でんでシーゼル様を拝はいすることを許ゆるされた。大神殿の最深部の一室、台だい座ざの上に置かれたガラスの柩ひつぎの中でシーゼル様は静かに眠っておられた。そのときにはかなりお年を召されていたが、歴史上最も美しいベロニカと賛さん嘆たんされた面おも影かげは残っていた。

　台座の前には椅い子すが置かれ、本来ならそこにベロニカの騎士が座すわって彼女をずっと護まもり続けるはずなのだが、空席になっていた。なんと憐あわれなことだろう。彼女は自分を護る騎士を選ぶことさえできなかったのだ。騎士になったばかりの頃にそれを見た私は──ベロニカの騎士になるにはまだ長い道を歩まねばならなかったが──決してアマンダにそんな悲しい思いはさせまいと誓ちかった。

「ねえ、フレイル、聞いてもいいかしら？」

「えっ？」

「山の中で女神様が降臨されるってことは、わたしはそこで眠りに就くのよね。そしたらどうするの？」

「どうするって、俺おれたちで君を担かついでルグナスまで運ぶしかないが……」

「……恥はずかしいわ」

　アマンダは赤くなる。

「でもそれしかないだろ」

「そうね。でも山の中に置き去りにしちゃイヤよ」

「もしかして子供の頃のこと、まだ恨うらみに思っているの？」

「もちろん！」

　私たちは子供に戻ったように笑った。村では他に同じ年頃の子供がいなかったので、彼女が次のベロニカではと目されるまで、私たちは最高の遊び友達だった。

「こうして二人きりで話すなんて本当に久ひさしぶりね……」

「ああそうだな……」そこで会話が途と切ぎれてしまったので、昔から疑ぎ問もんに思っていたことを聞いてみた。「アマンダ。いずれベロニカとなる君たちは、寝ねている間どんな夢を見るんだ？」

「『胥昏トランシエント・コーマ』の間のこと？」

「えっ……『胥昏』って？」

「ごめんなさい、次期ベロニカの女じよ性せいの聖せい刻こくである数日に亙る眠ねむりの格かく式しきばった言い方よ。女神の降臨を受けてからの眠りは『悠昏スウイーテスト・コーマ』と呼よばれているわ」

「ああ、それのことだ。その『胥昏』ってやつの中で女神と対話しているというのは本当なのかい？」

　するとアマンダは困こまった顔をした。

「みんなそれを知りたがるんだけど、何も覚えていないわ。女神様の仰おおせで内ない緒しよにしているわけじゃないのよ。いつもと同じように寝て、そして起きたつもりなのに、何日も何週間も経たっているの。寝ている間に経けい過かした時間の長さにただ驚おどろくだけ……。フレイルが子供の頃の約束通りカウセージュに来てくれて本当に嬉うれしかったわ。色んなことを話そうと思っていたんだけど、女神様はいじわるね。わたしはまた『胥昏』に就ついてしまった。わたしにはもう自分でいられる時間が残り少ないというのに……。目が醒さめたら、火の手の上がったカウセージュから逃にげているところだったわ」

　アマンダの表ひよう情じようが曇くもってきた。

「すまない……嫌いやなことを聞いてしまったみたいだ……」

「ううん、嫌なことなんかじゃないわ」しかしアマンダは涙なみだぐんでいた。「聞いてフレイル。自分が未来のベロニカだと知ったばかりの頃は毎日が楽しかったわ。まるでお姫ひめ様さまみたいだと思った。『胥昏』から目醒めるとみんな褒ほめてくれて。でも次し第だいに怖こわくなってきたの。その日が来たら、わたしは死ぬそのときまでもう眠ったままなんだって。みんなは依より代しろになる心こころ構がまえを女神様に説かれているのだろうと想そう像ぞうしているけど、女神様は夢の中に現あらわれてくれはしない。心構えなんてできていない。わたし、ひどく荒あれてみんなに当たり散らした頃があったわ。もちろん内ない密みつにされたけれど……。それはそうよね、次のベロニカが女神様の神しん像ぞうに食器を投げつけたりしていたんですもの。シーゼル様は静かに自分の運命を受け入れたというけど、わたしにはできなかったの。女神様に選ばれた運命に従したがうしかないんだと諦あきらめるまでずいぶん時間がかかったわ。でもね、シーゼル様の容よう態たいが急変した知らせを受けて、いよいよ今年の十二月にわたしがベロニカになる日が来るんだと告げられてまた怖くて仕方なくなったの。そうでしょ、フレイル？　だって何十年後かにもう一度だけ目が醒めたときには、わたしはもうおばあちゃんで、知っているひとは誰だれもいなくて、今の可愛かわいらしい王子様のそのまた息子むすこが髭ひげを生やした国王様になっていたりして……そして今度は永えい遠えんの眠りに就くの。そんな人生なんて残ざん酷こくすぎるわっ」

　アマンダは泣き崩くずれた。私は躊躇ためらったが、彼女の肩かたを抱だいた。アマンダは驚おどろいた顔をし、涙に潤うるんだ瞳ひとみで私を見つめたが、やがて私の胸むねに顔をうずめた。

「俺は君との約束でここまでたどり着いた。騎き士しの地位を手に入れ、栄光の十三人にも選ばれた。長い道どう程ていだったがつらいと感じたことはない。きっと君はそれ以上につらいと思っていたから」

「わたしも貴方あなたとの約束を忘わすれたことはなかったわ……」

　抜ぬけ駆がけするようでライアンに後ろめたさがあったが、私は彼女に思いを告げた。

「君と別れたあの日から俺の気持ちは何一つ変わっていない。君が長い眠りの後で最後の一時を迎むかえるとき、君の側にいよう。もし君がそれを望んでくれるなら」

　アマンダは言葉ではなく、口づけで返事をした。私たちはしばらく抱き合った。

　唇くちびるを離してアマンダは言った。

「わたしがおばあちゃんになってもまた口づけをしてくれる？」

「もちろんだとも」

「ありがとう、フレイル。わたしは幸せね。最後の時に側にいてくれる人がいて。それに比べてシーゼル様はなんて可哀かわい想そうなんでしょう……たった一人で女神様の御み園そのに旅立たねばならないんですから……」

「君には絶ぜつ対たいそんな寂さびしい思いはさせない」
















　やっとアマンダが安らぎに満ちた顔をした。ふと私は隣室のハキュリーと団だん長ちようのことが気になった。

「そうだ、団長の様子を見て来るよ」

「うん。ちゃんと帰って来てね」

「ああ。起きている君と少しでも長く一いつ緒しよにいたい」

　そしてまた私たちは口づけをかわした。




　　　　◇




　隣室の前でドアを叩たたこうとしたとき、中から嗚お咽えつが聞こえた。団長の声だった。とっさにハキュリーが団長に何かしたのだと思い、私は部屋に飛び込んだ。

　信じられぬ光景がそこにあった。団長がハキュリーの前に跪ひざまずき、床ゆかに額ひたいを擦こすりつけんばかりに頭を下げていたのだ。二人が私に気づいてこちらを見る。団長の顔は涙なみだでぐしゃぐしゃになっていた。かっと頭に血が上った。

「貴き様さまっ、団長に何をした！」

　言うが早いかハキュリーの前まで歩み寄り、奴やつの胸むな倉ぐらを摑つかんだ。

「よすんだ、フレイルっ」団長が私を制せい止しする。「この方は何もしていない」

　いきなり『この方』などと言うもので戸と惑まどいながらも、ハキュリーから手を放はなした。

「ちょいとばかり無理なお願いをされちまってね。拝おがみ倒たおされていたところさ」

　団長に代わってハキュリーが言った。

「ハキュリー殿どの、それは……」

　団長が何か口を挟はさもうとするが、ハキュリーは手をかざしてその言葉を止めた。

「無理なお願いとは何だっ。団長が貴様に跪ひざまずかねばならぬようなことがあるのかっ」

「ここで俺おれは別行動させてもらおうと思ってね。俺がいなくて皆みなさん寂さびしいだろうが、こっちにも用があるんだ」

「口からでまかせを言うなっ！　団長もとっとと貴様とは別れたいと思っているわっ」

「フレイル、よせっ、この方は……」

　私は団長の制止を無む視しした。

「ここで別れたいとは、山を越こえるのが怖こわいのか？　それともトリゼアが街かい道どうを封ふう鎖さしているというのが噓うそだからか？」

「どっちでもないね。どうしてもルグナスに十二月の初めまでに行かなくちゃならないんだ。もうずいぶん長いことあいつを待たせてしまっている。山を越えたんじゃそれに間に合わないって、ただそれだけのことさ。あんたらが俺の話を信じようと信じまいと、どういうルートを通ろうと、俺は街道を通ってルグナスへ向かう。俺一人なら敵てきの検けん問もんを突とつ破ぱする自信がある」

「……好きにするがいい。だが明日の朝まではここを動くな。我われ々われが山へ旅立った後から街道へ向かうんだ。もし夜半にここを出ようとしてみろ。敵に通じている証しよう拠こと見み做なすからな」

「オーケィ、それならどうにか間に合うだろう」ハキュリーは服の乱みだれを直す。「……なあ、フレイル君よ。もうすぐお別れだから一つだけあんたの誤ご解かいを解といておきたいんだが、いいかい？」

「一つで足りるとは思えんがな」

　倍の悪あく態たいが返ってくると思いきや、ハキュリーはただ苦く笑しようしていた。

「絶ぜつ対たい信じないだろうけど、俺はあんたが可愛かわいくてたまらないんだぜ」

「な、何を言い出すんだっ」

　唐とう突とつにとんでもないことを言い出すもので、私は吃どもってしまう。

「おいおい、男色とかそういうのじゃないぜ。貴き族ぞくの出身でないことに劣れつ等とう感かんを覚えて過か剰じように騎き士しらしく振ふる舞まい、必死になって任にん務むをまっとうしようとし、そしてベロニカの騎士を目指すあんたを見ていると、どうしてもちょっかいを出したくなっちまうんだ。本当はこれでもあんたたち二人を応おう援えんしているんだぜ。そうだ、あんたにいいものをやるよ」

　ハキュリーは服のポケットをまさぐると、何か小さな物を取り出してこちらに投げて寄よ越こした。私はそれをキャッチする。それはルグナスの古い金きん貨かだった。新たな王が誕たん生じようするごとに金貨のデザインが変へん更こうされる。ハキュリーが投げて寄越したのは二代前のもので、現げん在ざいのものとは違って金貨の片かた面めんに女め神がみファウゼルの肖しよう像ぞうが彫ほられている。わざわざこの古い金貨を探さがしてきてお守り代わりに懐ふところに入れている酔すい狂きような者もいた。

「俺にはもう必要がなくなるものだ。性しよう悪わるな女神の御ご加か護ごを」

　そう言ってハキュリーは背せを向けた。

「どこへ行くっ」

「食事がまだなんでな」

　ハキュリーは部屋を出て行った。私はまたハキュリーにいいようにからかわれたようだ。

　団長は「ハキュリー殿、申し訳わけない」と何度も繰くり返していた。




　　　　◇




　ライアンとアーロンはいつまで経たっても戻もどらなかった。探さがしに行きたかったが、アマンダを残しておけなかった。

　団長とアマンダと三人で同じ部屋で休んだ。トリゼアの軍馬の蹄ひづめの音が響ひびくのではとなかなか寝ねつけなかった。隣となりで寝ているアマンダの寝顔を眺ながめてみた。あと数日で『悠昏』に就つく彼女は穏おだやかな寝息を立てていた。彼女をルグナスまで送り届とどけるため、明日から険けわしい山を越こえねばならない。私は毛もう布ふに包くるまり目を閉とじた。やがて眠ねむりが訪おとずれた。

　翌よく朝あさの太陽に起こされる。二人はまだ寝ていた。私は部屋を出て隣りん室しつへ向かった。

「おはよう、よく眠れたかい？」

　ハキュリーはもう起きていた。他の二人の姿すがたはなかった。この男とは口を利きくのも嫌いやだったが、仕方ないので訊たずねてみた。

「二人は？」

「英えい雄ゆうのお孫さんの方は知らないが、弱虫ボクちゃんは一度帰って来たぜ」

「なんだとっ！　それはどういう意味だっ」

　ハキュリーは部屋の隅すみを指さした。アーロンの甲かつ冑ちゆうと剣けんの隣に置いてあったはずの、奴やつの荷が消えていた。

「決まっているだろ、逃にげたんだよ」

「なっ……」あまりのことに一いつ瞬しゆん言葉を失う。「騎き士しの甲冑と剣を捨すてて逃げたというのかっ」

「そりゃまあ、あんなものをまとっていたら、トリゼアさんに『ボクは敵てきですよ』と喧けん伝でんしているようなもんだからな。あのボクちゃんにしては頭を使った方だと思うぜ」

「なぜ止めなかったっ」

「あんなボクちゃんは、むしろいるだけ邪じや魔まだろうが。敵にこちらの情じよう報ほうを売るような度ど胸きようもないさ」

「見けん解かいそのものには同意する。だが戦場から逃げ出すのは重じゆう罪ざいだ」

「逃とう亡ぼうの罪つみで利き腕うでを切り落とすのかな？」

「……そういう自じ虐ぎやく的てきな軽口はよしてくれ」

「俺おれは戦場から逃げ出したことは一度たりともないがね。まあいいや。それでどうするんだい？　英雄のお孫さんが戻って来るまで待つのかい？」

「えっ……」

　私は自分が置かれている状じよう況きようをやっと理り解かいした。もはやアマンダをルグナスまで届けるのは自分一人しかいないのだ。ライアンはどこにいるのだろう。酒場で酔よい潰つぶれているのだろうか。だとしたら頰ほおを一発張はってやればいい。だがそうでなかったらどうすればいいのだ。とにかくライアンを探さねば。

「あいつを探して来る。悪いが出発はもう少しだけ待ってくれ」

「いいとも。これでもう二度と会うことはないんだ。あんたが帰って来るまであんたの愛いとしい人は護まもっていてやるよ」

「すまない」

　私は宿を出たとき、自分がハキュリーを頼たよりにしていることに気づいた。きっと一人になってしまった心細さのせいだ、と思うことにした。




　　　　◇




　酒場は開いていなかったが中年男の店主が起きていたので、ライアンのことを聞いた。

「その騎士様は一度もこの店には来ませんでしたよ」

「一度も、だって？」

　少なくともライアンは、昨日ハキュリーがいなくなったときにここで飲んでいたはずなのだ。いや、ライアンはそう言ったのだ。

「分かった……邪魔したな」




　　　　◇




　宿に戻った。アマンダに会いたくなかった。おそらく血の気の失うせている私の顔を見たら、何かおぞましいことが起きつつあるのを気け取どられてしまうだろう。何と説明すればいいのかと悩なやみながら部屋に向かうと、ドアの前にハキュリーが佇たたずんでいた。レイピアを腰こしに下げてすでに旅たび支じ度たくを済すませていた。律りち義ぎに歩ほ哨しように立っていてくれたようだ。心なしか彼の顔は、祭りに出で掛かける子供みたいに楽しそうだった。

「用は済すんだかい？」

　彼は私を急せかすように言う。

「済んだと言えば、そう言えないこともない……」

「どうしたんだ？」

　ハキュリーの顔が真剣になった。私は彼に説明をした。ライアンが村から消えたこと。そして一度も酒場を訪れていないのに私に噓をついたこと。相談できる相手は彼しかいなかった。

　ハキュリーは眉まゆ一つ動かさず聞き終えると私に訊ねた。

「それでどうするんだ？」

「ライアンを疑うたがいたくはない。だが、彼がアマンダを置いて姿を消したことは間ま違ちがいない。そして私たちがすぐにでも旅立たねばならないことも……」

「奴は友達じゃなかったのか？」

「友達だったともっ。だから私はあいつを信じたんだ。カウセージュであいつがボッグスのことを斬きったのは、ボッグスが寝ているアマンダに不ふ埒らちな行こう為いをしようとしたからだという話も。だが、もしかするとアマンダにそれをしようとしたのはボッグスではなくライアンではなかったのか……その疑ぎ念ねんが振ふり払はらえないんだ！」

「悪いことじゃないさ、友達を信じるのは」

「今思えばあんたは最初からライアンに疑ぎ惑わくの目を向けていた。いや、そうじゃない。私に疑念を抱いだかせるようなことをわざわざ言っていた。てっきり我われ々われの結束に楔くさびを打ち込こもうと企たくらんでいるのかと思ったのだが今となっては……。どうしてだっ。ライアンを知らないあんたが、ましてカウセージュの出来事を知らないあんたがなぜそう判はん断だんできたんだ!?」

「敢あえて言うなら女め神がみのお導みちびきかな」

「……何を言っているんだ？」

「ものの喩たとえだよ。ただ俺は、女神の作った道をお前より先に歩いていたってだけさ。お前ももう、俺のすぐ後ろまで来ているがね……。フレイル、少しばかり俺の昔話に付き合えよ」

「あんたの昔話だって？」

　頑がんとして過か去こを語るのを拒きよ否ひしていた男のその言葉に、私は興きよう味みを覚えずにはいられなかった。それにハキュリーは私を初めて『フレイル君』呼よばわりしなかった。

「そうだ。大して面おも白しろい話じゃないがね」

「……聞かせてくれ」

　ハキュリーは小さく頷うなずいて喋しやべり始めた。

「もうずいぶん昔のことだ。俺はどうしようもない若わか僧ぞうで、唯ゆい一いつの友達だった男の人生を狂くるわせてしまった。悪気はなかった。俺はただ自分の望むものを手に入れようとしていただけなんだ。だが俺と同じものを渇かつ望ぼうしていたその友達は、俺の手にそれが転がり込もうとしたことで人生に絶ぜつ望ぼうした。そして彼は全すべての信しん頼らいに背そむく行こう為いに及およんだ。ただし状じよう況きようがそれを示しめしているだけで証しよう拠こはなかった。俺はそこで……そう、女神に裁さい判ばん官かんを任にん命めいされたんだ。俺はそのとき彼を信じなかった。実じつ際さい彼は裏うら切ぎりをしていたんだけどな……。あれから幾いく度どもの冬を過ごしたが、未いまだに忘わすれられない」

「あんたが片かた腕うでを失ったときの話か？」

「さあて、どうだかね。腕のことは話したくないと言ったろう？　だがあのとき俺は、片腕なんかよりもずっと大切な友達を失ってしまったのは確たしかさ。それでも俺はあのときの選せん択たくが間違っていたとは思わない。彼を狂わせてしまったことへの後こう悔かいはあるがね」

「ライアンを信じた私は間違っていたのか？」

「それも分からないね。歴史にどう刻きざまれるかは別としてだが。選択をやり直すことはできないんだよ。問題は、これからどうするのが一番いいかを考えることだ」

「私はアマンダを決してトリゼアに渡わたしたりはしないっ」

「そう言うと思ったぜ」ハキュリーは私の肩かたを叩たたいた。「頑張れよ。俺はお前と一いつ緒しよには行けないが応おう援えんしているぜ」

　ハキュリーの顔に笑えみが戻った。優やさしい笑顔だった。わくわくしているようにも見えた。彼は何が入っているのであろう荷を担かつぎ直すと、私に背を向けた。

　去ろうとする彼の背を見て、言い様ようもない心細さを感じた。

「待ってくれハキュリーっ。頼たのむ、一緒に来てくれないかっ」

　私はたまらず彼を呼び止めた。

「なんだって！」

　振り返ったハキュリーの顔は驚きよう愕がくに染そまっていた。初めて見せる狼狽うろたえた表ひよう情じようだった。

「あんたの力が必要なんだ。土ど下げ座ざしろと言うならしよう。私一人ではアマンダを無事に送り届ける自信はない……情なさけないことだが……」

　ハキュリーと最初に会ったとき、彼に助力を求める団長やアマンダに反発を覚えもした。しかし今はもう私の隣となりに肩を貸かしてくれるはずのライアンはいないのだ。

「だ、だが……それでは間に合わなくなってしまう」

「ルグナスで待っているという人か？　確かに十二月一日には間に合わないかもしれないが、ほんの数日遅おくれるだけじゃないか。長いことあんたを待っていてくれたというのなら、少しぐらいの遅ち刻こくは許ゆるしてくれるさ。頼む、ハキュリー。私が力尽きてトリゼアにアマンダが奪うばわれたなら、彼女はシーゼル様のように失意の中で長い眠ねむりに就つかねばならないんだ。私は彼女をそんな目に遭わせたくないっ」

　ハキュリーは手で顔を覆おおった。指の隙すき間まから、眉み間けんに深い皺しわが寄よっているのが見えた。彼は唇くちびるを嚙かみそのまま考え込んだ。震ふるえているようにも見えた。

　彼は何かを言おうとしてはその言葉を飲み込むのを繰くり返す。いったい何を躊躇ためらっているのか私にはさっぱり分からなかった。彼の様子はまるで、自分が口にしようとする言葉に鋭するどい刃やいばが生えていて喉のどを切り裂さかれているかのようだった。

「……一つだけ約束が欲ほしい」

　長い沈ちん黙もくの後でハキュリーは絞しぼり出すように言った。

「約束だって？」

「そうだ。彼女が長い眠りに就くときお前をベロニカの騎き士しに選んだら、数十年後の最後の瞬しゆん間かんに、最後に一度だけ目め醒ざめるときに、自分は彼女の側にいると誓ちかってくれ」

「言われるまでもない。昨日それをアマンダに約束したんだ」

　昨日の夜、アマンダとかわした口づけを思い出して私は顔を赤らめた。

「必ずだぞっ。何があろうとも、お前は十二月一日に彼女の元もとに駆かけつけるんだ！」

「もちろんだとも」

「……その言葉が聞ければいい。お前たちに同行しよう……」

「ありがとう、ハキュリー」私はハキュリーの手を摑つかんで強く握にぎり締しめた。彼の手にはまったく力がこもっていなかった。「あんたはまるで騎士のようだ」

　ハキュリーの協力を得られて浮うかれていた私は、彼の表情が悲ひ痛つうな色をしていたことに気づきはしなかった。

　ずっと後になってから私は、自分が何と愚おろかだったかを知った。彼は私のせいで今まで生きてきた意味を失ってしまったのだ。




　　　　◇




　私は団だん長ちようとアマンダに、ライアンたちが消えたことを話した。ただ「いなくなった」とだけ事実を述のべ、ライアンが何かを企たくらんでいるやもしれぬことには触ふれなかった。アマンダは倒たおれるようにベッドにへたり込こんだまま呆ぼう然ぜんとしていた。団長は平然としていたとは言わぬが、こうなることを予見していたかのように表情は動かなかった。

「申し訳わけありませんが、団長にはここに残っていただきます」

　私の通告に、ベッドに横たわっていた団長は目を閉とじて言った。

「……覚かく悟ごはしていた。今の私では村の外れまで歩くにも夕方になってしまうだろう。お前一人に重荷を背せ負おわせるのは心苦しいが、邪じや魔まになるだけなら私はここに残ろう」

「いえ、一人ではありません。ハキュリー殿どのが力を貸かしてくれます」

「なんだとっ！」

　団長がベッドから身体からだを起こした。傷きずに障さわったのか顔を歪ゆがませる。団長はハキュリーに迫った。

「何を馬ば鹿かなことをっ。貴方あなたはルグナスに行かなければなりませんっ」

　ハキュリーは首を振ふる。

「考えて決めたことだ。この二人を無事に行かせることが女め神がみが俺に与あたえた役やく割わりなんだろう……。まったく、無む慈じ悲ひな女さ」

「しかし、それではあまりにむご過すぎる。貴方だけではない。貴方たち二人にとって！」

　私には二人のやり取りが理り解かいできなかった。アマンダも怪け訝げんそうな顔をしていた。どういった訳か、団長は涙なみだぐみ始めた。ハキュリーは団長の頭を小さな子こ供どもにでもするように撫なでた。奇き妙みような感想だが、私の目にはその様子がまるで知人の孫を慰なぐさめているように映うつった。

　ハキュリーが言う。

「さて、話も済すんだし出発しようじゃないか。まずは山を越こえるのに必要な食料を分けてもらおう」

「食料？」

「騎き士し様さまっていうのは暢のん気きなもんだな。一週間以上もかかるんだぞ。冬の山でどうやって食料を調達する気だ？」

「……失念していただけだ。これでも私は野戦の経けい験けんも豊ほう富ふだ」

「そういえばそうだったな」

　ハキュリーはさも当然のように言う。私は彼にそんなことを話しただろうか？

「だが困こまったな……金がない」

「それなら大だい丈じよう夫ぶさ」ハキュリーが言う。「この村には親しい知人がいる。ルグナスの騎士様が後で返しに来ると言えば分けてくれるだろう」

「あの老人のことか？」

「ああ。それに質しち草ぐさもあるしな」

「質草とは団長のことを指しているのか？」

「他に何かあるか？」

「……まあいいだろう」

　私はすっかりハキュリーの悪あく態たいに慣なれていた。それがこの男のコミュニケーションの取り方なのだ。

「では分ぶん担たんして集めよう。水は少な目でいい。山なら簡かん単たんに入手できるだろうからな」

「そんなことは分かっている」

「はいはい。ああそうだ、お姫ひめ様さまも手伝ってくれるかな？」

「わたくしがですか？」

「ああ、次期ベロニカ様のお願いを断ことわる奴やつなんていないだろうからな」

　とハキュリーは片かた目めをつぶってみせた。

「はあ……」

　きょとんしたアマンダの可愛かわいらしい仕草に、団長は顔を背そむけて必死に笑いをこらえていた。

　ついに私も我が慢まんしきれなくなって吹ふき出してしまった。
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　私とハキュリーは宿を提てい供きようしてくれた村長に頼たのみ、山を越えるに十分な食料を用意してもらった。村長は「ベロニカ様のためなら」と無む償しようでの提供を申し出てくれたが、そうもいくまい。全すべてが済すんだら私はここに戻もどって来る。それに団だん長ちようを迎むかえに戻る必要もあった。ハキュリーが言うところの『質草』であることだし。

　アマンダを除のぞいた二人で担かついでもかなりの量である。思わず「重そうだな……」と呟つぶやくと、ハキュリーは言った。

「あのクソ重たい甲かつ冑ちゆうを捨すてていけばいい」

「捨てていけだと!?」

　さすがに私は声が険けわしくなってしまった。剣けんと甲冑を捨てて逃にげたアーロンのこともあった。しかしハキュリーは、私をアーロンになぞらえて揶や揄ゆしているのではない。極きわめて現げん実じつ的てきな方法を示し唆さしているだけなのは分かっていた。

「あんたはそれよりもずっと重要なものを運ぶんだ。形だけの名めい誉よにこだわっている場合ではない」

「だが……」

　それでも踏ふん切りはつかなかった。この甲冑をまとうために、私はあまりにも多くの血と汗あせを流したのだ。

「フレイル」団だん長ちようが口を挟はさむ。「ルグナスの騎き士しにとっての紋もん章しよう入いりの甲冑がどんな意味を持つか、ハキュリー殿どのはよく知っている。騎士を夢ゆめ見ていた者がやっとそれをまとうことを許ゆるされたときの感かん慨がいもな。ハキュリー殿はそれを承しよう知ちの上で言っているのだ。今はそれよりも優ゆう先せんするものがあると。フレイルよ、ここに甲冑を置いていくことと騎士を捨てるのは同どう義ぎではない」

「……分かりました。団長、しっかり見み張はっていて下さい」

「任まかせておけ」

「まったく、俺おれが全部持たされるのかと思ったぜ。それじゃあ行こうか」

　とハキュリーは相変わらずの悪態をつくと、きっちり半分だけ荷を担ぎ、自分の得え物ものを手にした。

「ハキュリー殿、ご自分の荷物をお忘わすれですよ」

　アマンダがハキュリーが最初から持っていた旅荷を指さした。

「こりゃまいったな。背せ負おいきれん」

「よろしければわたくしが持ちましょうか？」

　そう言ってアマンダがその荷を手に取ると、ハキュリーは「あっ」と非ひ難なんするような声を漏もらした。アマンダが不思議そうな顔をした。

「いけませんでしたか？」

「いや……いいんだ、貴方あなたでしたら」ハキュリーは首を振る。「それではお願いしよう。ベロニカ様になるお方にそんなことをさせてはと思っただけです」

「そんなことはありませんわ、ご無理を言って同行していただくのですから。中には何が入っているのですか？」

「大した物じゃないですよ。着き替がえとかそういうね」

　私も残りの半分の荷を背負い、剣だけを腰こしに差した。

「では団長。お達者で」

「うむ」そして団長はハキュリーに向かって頭を下げた。「ハキュリー殿。本当に何とお詫わびしていいのか分からない。貴方のことは息子むすこに、そして孫にと伝えて……」

「よしてくれ。あいつも余よ計けいなことをしてくれたもんだよ。俺のことはあんたの代で忘わすれてくれ。あんたが俺に何かできるとしたらそれだけさ」

「しかしそれではあまりに……」

　どういったわけか団長はまた咽むせび始めた。

「俺はそれを選んだんだよ」

　ハキュリーはそれだけ言うと部屋を出て行った。彼の姿すがたが消えると団長は堰せきを切ったように涙なみだをこぼして号ごう泣きゆうした。

「……不ぶ躾しつけな詮せん索さくだったらお許ゆるし下さい。団長は彼に関して私が知らないことをご存ぞんじなのではないでしょうか？　確たしか昨日だったか、『ハキュリーという名に聞き覚えがないか？』と悩なやんでらっしゃったようですが……」

「フレイルよ。私に言えるのは一つだけだ」団長は嗚お咽えつをこらえて言う。「あの方は我われ々われのために……いや、この国の人間のために大きな犠ぎ牲せいを払はらうことを選んでくれたのだ。そのことを胸むねに刻きざみ、ベロニカ様を無事届とどけることでそれに報むくいるんだ……」

「はい、それはもちろん感かん謝しやしておりますが……」

　団長は顔を覆おおってそれ以上は何も語らなかった。

　アマンダが私の服の裾すそを引っ張った。

「フレイル、行きましょう」

「ああ……団長。では行ってまいります」

　部屋から出てドアを閉しめたが、まだ泣き声は聞こえていた。




　　　　◇




「何をやってんだよ。時間がないんだろ」

　宿の外で待っていたハキュリーが言った。私たちを待っていたのは彼だけではない。村の人々が見送りに集まっていた。村のほとんどがいるのではなかろうか。アマンダが現あらわれると人々は彼女に握あく手しゆを求め、彼女は次期ベロニカに相応ふさわしい笑顔でそれに応おうじた。

「すまん、ちょっと団長と話していてな……」

　団長が答えてくれなかった疑ぎ問もんを直ちよく接せつハキュリーにぶつけてみようかとも思った。団長とは旧きゆう知ちの間あいだ柄がらなのか？　ルグナスに会いたい人がいるという話は本当なのか？　いや、彼は答えはしないだろう。

　私は例の顔に深い傷きずのある老人を探さがした。姿は見当たらなかったが、すぐにそれをやめた。この期ごに及およんでハキュリーを信用せずにどうするのだ。彼に同行して欲ほしいと願い出たのは私自身ではないか。きっと老人は昨日の夜まで馬で出掛けていたので疲つかれて寝ねているのだろう。

　馬？

　私は耳を澄すました。

　人々の歓かん声せいの合間から不ふ穏おんなざわめきが聞こえはしないか？

「おい……」

　ハキュリーが私の脇わき腹ばらをつついた。彼も同じものを感じたようだ。

　遅おくればせながら、ぽつりぽつり村人の中にも異い変へんが起こりつつあるのに気づき、辺りを見渡す者が現れる。

「ハキュリー！」

　老人の声が響ひびいた。あの顔に傷のある老人の声だった。年の割わりによく通る声に、そしてその声の緊きん迫ぱく感かんに歓送の声がやんだ。

　静まった村の広場にいる誰だれの耳にも、馬の蹄ひづめの地じ響ひびきが聞こえた。

　老人が村人の輪を抜ぬけて現れた。彼はハキュリーに駆かけ寄より、息を切らせながら言った。「まずいぜ、ハキュリー。トリゼアが来やがった！」

　村人に悲鳴が広がるのと、数十騎の武ぶ装そうした兵士が馬で出現したのはほぼ同時だった。ハキュリーはすでに自分の荷を降おろしてレイピアを抜ぬいていた。

　アマンダが私の腕うでにしがみつき、震ふるえる声で呟つぶやいた。自分の目に映うつったものが信じられぬという面おも持もちだった。それは私も同様だった。

「ライアン殿……どうして」

　トリゼア兵士の先頭にジョージ・ライアンの姿があった。







　　　６．旅立ちの日




　混こん乱らんの続くカウセージュの街を、私は警けい備び隊たいの本部へと連行されていた。騎き士し団だんの仲間が両側から挟はさんで腕を押おさえている。

　まるで護ご送そうされる罪ざい人にんだ、と思った。

　その通り私は罪人なのだ。騎士になったときに授じゆ与よされた身分を示しめす甲かつ冑ちゆうも剣けんもない。甲冑はシーゼルの救出に向かうとき自分の意い志しで脱ぬぎ捨すてたが、剣は先さき程ほど奪うばわれた。仲間殺しの証しよう拠ことしてなのか、それとも仲間殺しの男が騎士団の剣を手にしているなど許ゆるせなかったのか。騎士団の面々は私のことをもう仲間などとは思っていないだろう。

　しかしそれは私の選せん択たくなのだ。友達だった男の名めい誉よをかばうことが、彼を狂くるわせてしまった私のせめてもの贖しよく罪ざいなのだ。

　シーゼル……君を助けたい。私は君の側にいると約束したのだ。これからの人生を眠ねむりの中で過すごす君は、さぞかし不安に脅おびえていることだろう。それも敵てきの手の中で。私は君を護まもると約束したのに、明日の我わが身さえ分からないのだ。
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　カウセージュに逗とう留りゆうするルグナス兵士のための警備隊本部はあくまでトリゼアの侵しん略りやくに備そなえたもので、これまでは無む駄だ飯めし食ぐらいだったが、今はここが作戦総そう本ほん部ぶになっているようだ。ルグナス正せい規き兵へいとカウセージュ私兵の両方が慌あわただしく出入りしていた。

　そんな中に私は騎士団に連行されて来た。縄なわこそ打たれていないが、どこからどう見ても罪人であった。好こう奇きと侮ぶ蔑べつの目が私に注がれた。聖せい堂どうの裏うら門もんを守っていた隊長と廊ろう下かですれ違ちがう。隊長は私に気づいて立ち止まり、「ハキュリー殿、これはいったい？」と驚きよう愕がくの表ひよう情じようを浮うかべた。

　私は首を振ふった。どんな言葉も掛かけられたくなかった。もしかすると彼は私に好意的な証言をしてくれるかもしれないが、それで私の疑うたがいが解とけることはないだろう。彼が見たのは、私たち四人が命令があったと偽いつわって聖堂に突とつ入にゆうしたことと、カートとマダックスがシーゼルを連れて出て来たことと、後から脱だつ出しゆつして来た私とライアンがそれを追ったことだけだ。私が自分の行こう為い──ライアンを殺したこと──の正当さを主しゆ張ちようするには、彼がシーゼルをトリゼアに売ったことを告発しなくてはならない。だが私はそれはしないと決めたのだ。

　この建物に入るのは初めてだったが、自分がどこに連れて行かれるのかは容よう易いに推すい察さつできた。石いし造づくりの地下へと降おりて行ったのだから。今も昔もどこの国でも、地下にあるのは貯ちよ蔵ぞう庫こと牢ろう屋やだけだ。牢屋を地下に造るのには二つの大きな利点がある。一つは、捕とらえた捕ほ虜りよを敵が奪だつ還かんするのを阻はばみ、もう一つは拷ごう問もんの悲鳴が外に漏もれないことだ。

　並ならぶ厚あつい扉とびらの向こうから悲鳴が聞こえた。小さな覗のぞき窓まどから中の様子を窺うかがった。数人が一人の男を囲んで打ち据すえていた。捕らえられたトリゼア兵士だろう。気のせいだろうか、泣き叫ぶ捕虜の顔に自分の顔が重なった。

　空き部屋の前で行進が止まった。鍵かぎを使って扉が開けられた。カビの臭においが鼻をついた。無用の長物であった地下牢が、初めての侵略を受けたことでやっと使われるのである。他でもない、私のために。

「入れ」

　団長が言った。もはやその口調は一人の罪人へ向けられたものだった。

　私は黙だまってそれに従したがった。

　団長と数人の騎士が部屋に入って扉が閉められた。ロウソクが灯ともされ、太陽の届かぬ地下室を寒々しく照らした。

「ハキュリーよ、貴き様さまに騎士の誇ほこりが残っているというなら、全すべてを洗いざらい白状しろ。それがライアンとカートの無念に報むくいる唯ゆい一いつの方法なのだ」

　私は喉のど元もとまで出かかった言葉をどうにか飲み込んだ。
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　騎士団の不ふ祥しよう事じを──団員の一人が裏うら切ぎってベロニカとなる女じよ性せいを敵国に売り、あまつさえ仲間二人を殺したという不祥事を外部に漏らしたくないのか、私の尋じん問もんは騎士団によって行われた。

　もっとも、尋問と呼べたのは最初の日の半分ぐらいまでだった。繰くり返される質しつ問もんに沈ちん黙もくを私は通した。ただ一つ、ライアンを殺したのは間違いなく自分であるということを除のぞいて。

　しびれを切らした一人が私を殴なぐりつけた。団長は最初それを諫いさめてみせたが、すぐに「ベロニカ様を助けるためだ、仕方ない」とそれを容よう認にんした。

　やがて椅い子すも机つくえも使わなくなり、代わりに堅かたい木の棒ぼうと拳こぶしが用いられた。私は騎士団からひたすら暴ぼう行こうを受けた。戦時下とはいえそれはあまりに不法で、かつての仲間に対してあまりに酷ひどいものだった。ついでに言えば──それを受けている本人が言うのも何だが──彼らのやり口はあまりに素人しろうと臭くさかった。

　私は騎き士しになる前に何回かの尋問や拷問に立ち会い、そして参加もした。拷問には拷問のやり方がある。だが彼らは感情に任まかせて私を殴りつけるだけだった。名家のぼんぼん騎士様方は拷問など初体験なのだろう、相手が吐はくまで殺してはならないはずなのに、こっちが死なないよう頑がん張ばってやらなくてはならないほど手て加か減げんなしだった。私に何かを吐かせたいのかさえ疑問だ。仲間を殺された怒いかり、敵にシーゼルを奪うばわれた焦あせり、そして彼女のことで私に対する妬ねたみがあったのは間違いなかった。「調子に乗っているからだっ」そう言って誰だれかが私の奥おく歯ばを折った。
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　何日かが過ぎた。正せい確かくな日数は分からないが、十二月まではもう残り少ない。もはや祭典の日までにシーゼルをルグナスまで送り届とどけることは不ふ可か能のうだった。栄光の十三人の名めい誉よは地に落ちた。ならばせめてということか、騎士団の者が代わる代わる私を痛いためつけた。こんなことをしているよりもシーゼルの奪だつ還かんに向かうべきだと、私は罪ざい人にんの立場ながらも進言してみた。「もちろんそれは別の部隊が行っている」との答えだった。

「なるほど、あんたらは危き険けんな任にん務むに参加しなくて済すむように俺おれを殴っているわけだ。ワリのいい仕事を見つけたもんだ」

　ライアンのような憎にくまれ口を叩たたき、私はまた激はげしく叩きのめされた。

　口を割わりたい衝しよう動どうに駆かられたのは一度や二度ではない。ライアンの背はい信しんを暴ばく露ろしてしまえばこの苦痛からも解かい放ほうされるし、シーゼルの奪還にも参加できる。

　いや、もう手て遅おくれかもしれない。私が黙っていれば黙っているほど、騎士団の私への疑ぎ惑わくと憎にくしみは増ましていった。全てを暴露したところで、助かりたいがために死んだ仲間の名誉を傷つけようとしたとして、より苛か酷こくな尋問という名の暴行を受けるだけだ。

　彼らは私を痛めつけることそのものが目的となっていた。少しだけよかったことがある。彼らが手加減を学習してくれたことだ。私を死なせてはここに留とどまる理由がなくなってしまうからだろう。こいつらは私の尋問にかこつけて出しゆつ陣じんを先さき延のばしにしているだけなのだ。何にしろありがたかった。生きていればシーゼルともう一度会えるかもしれないのだから。

　死なせないように食事も与あたえられたし、傷口を冷やしてももらえた。冬に石いし畳だたみで寝ねるのには不十分であったが毛もう布ふも与えられた。

　そういった私の世話をしたのは、ライアンからは『ボクちゃん』と腐くさせられていた、部隊で最年少のランディという小こ柄がらな騎士だった。彼はこの情なさけない騎士団を象しよう徴ちようするような臆おく病びよう者もので、トリゼアが攻せめて来たときの聖せい堂どう前まえの戦いでは、ただ剣けんを握にぎり締しめて他の仲間の陰かげに隠かくれて震ふるえていた。

　彼も私の拷ごう問もんに参加したが、彼は他の連中ほど私を強く殴らなかったし、罵ば倒とうする言葉も吐かなかった。最初は腕わん力りよくがないだけかと思ったが、彼ははっきりと手を抜ぬいていた。そういう態たい度どが他の連中は気に入らなかったのか、私の世話をするという貧びん乏ぼうクジを引かされたようだ。

　私はランディに聞いてみた。

「反撃できない相手を好き放題殴るチャンスなんてめったにないぜ。特に騎士なんてのをやっている間はな。せっかくだから楽しんでみたらどうだ？」

「まるでライアンさんが乗り移うつったみたいなことを言いますね」ランディは私の挑ちよう発はつには乗らずに苦く笑しようした。「僕ぼくはみんなみたいに貴方あなたを憎むことはできないんです」

「どうして？　俺はベロニカを敵てき国こくに売り渡わたしたにっくき裏うら切ぎり者じゃないのか？」

　ランディは沈黙した。そして回答にならない答えを返した。

「……ハキュリーさん、そういう憎まれ口は控ひかえておいた方がいいと思いますよ」

　彼が世話をしに現あらわれるたびに色々なことを聞いてみた。とにかく戦せん況きようが知りたかった。知ったってどうなるものでもないが、少しでもシーゼルに近づきたかった。最初は口を閉とざしていたランディも次し第だいに喋しやべってくれるようになった。

　私はトリゼアとの戦争の推すい移いを聞いた。敵はこの街から引いたそうだ。それはシーゼルを奪だつ取しゆしたことの裏返しであった。シーゼルを奪うばってしまえばこの街に用はない。団長はそれが「ハキュリーの罪つみを証しよう明めいしている」と断だん言げんしたそうだ。どういう関係があるんだか聞いてみたいもんだ、クソったれめ。

　シーゼルを奪われたルグナスは猛もう然ぜんと敵国に攻め入り、国こつ境きようからトリゼアに入った辺りは大混乱になっているそうだ。私が「これは大きな戦争に発はつ展てんするな」と言うと、ランディは「たぶんそうなると思います……」と身体からだを震わせていた。もちろん武者震いではなかろう。戦線が広がれば騎士団も飾かざり物でいるわけにはいかない。

　想そう像ぞうできたことではあるが、私は騎士の地位を剝はく奪だつされたそうだ。別にそれについては何の感かん慨がいも湧わかなかった。

　驚おどろいたのは、他国を強きよう襲しゆうして次期ベロニカを奪うというこの前代未み聞もんの事じ態たいに、コーファックス卿きようは抗こう議ぎにトリゼアへと出向いたというのだ。戦争が始まっているというのに敵国の大都市の領りよう主しゆが交戦国に入っても無事というのだから、よほど太いパイプがあるのだろう。

　向こうの女め神がみファウゼルに仕つかえる者たちは、この事態をいったいどう考えているのだろうか。シーゼルが涙なみだを浮うかべて叫さけんだ言葉が耳に甦よみがえった。「信しん仰こうが人々に殺し合いをさせるなんてっ」この不ふ条じよう理りを両国の聖せい職しよく者しやたちはどう釈しやく明めいしてみせるのか見み物ものだ。

　私が最も気になっていたのはもちろんシーゼルの行方ゆくえだったが、当然ながらそれについてはランディはほとんど何も知らなかった。だが彼は微かすかな望みを与えることを口にした。

「どうも敵はベロニカ様をまだ手中に収おさめていないようなんです」

「どういうことだっ!?」

　私は身体からだの痛みを忘れてランディの胸むな倉ぐらを摑つかんで訊たずねた。

「く、詳くわしいことは分かりません。敵の一部隊がベロニカ様を拉ら致ちしているのは間ま違ちがいないんです。でもそいつらは孤こ立りつしているようで、トリゼアの王都には帰き還かんできていないらしいんです。国境近くのトリゼアの街はルグナスが制せい圧あつしたから、どうもその付近に潜ひそんで帰還の機会を窺うかがっているようなんですよ」

「なんですぐに捜そう索さくをしないんだっ」

「国境付近は両軍が入り乱みだれていますから、そうもいかないのではないでしょうか？」戦に出ていないランディは自信なさそうに言う。「団だん長ちようは言ってました。十二月一日が勝負の分かれ目だと。その日、女神がベロニカ様のところに降こう臨りんされます。伝でん承しように拠よれば、暗くら闇やみが空を覆おおいその場所に目ま映ばゆい光が降ふり注ぐそうですから、居い場ば所しよははっきりするでしょう。ですから……」

　女神が去った後、両軍がそこに集結してシーゼルの奪い合いが開始されるということか。

　私がそれに参加できる望みはなかった。その争そう奪だつ戦せんにルグナスが勝利することを祈いのろう。それが叶かなわぬのなら、せめてシーゼルが無事であるといい。




　　　　◇




　地下の牢ろう屋やなので夜であるか朝であるかも分からないが、私は扉とびらがノックされる音で目を醒さました。

　また殴なぐられるだけの無意味な一日が始まるのかと思い、私は毛布の中から顔だけ出して音の方を見た。

　覗のぞき窓まどに男の顔があった。廊ろう下かには火が灯ともされていたのでその男の顔を判はん別べつすることができた。

　マダックスだった。彼も捕つかまったのだ。彼の顔にはすでに殴られた跡あとがあった。目が合うと彼は「よおっ」と弱々しく手を振ふってみせた。

　マダックスが後ろから突つき飛ばされた。彼の罵ば声せいがして、続いて彼が殴られているであろう鈍にぶい音が響ひびいた。覗き窓に団だん長ちようが現あらわれた。

「ハキュリー、ついにお前の相あい棒ぼうが捕まったぞ。たとえお前が黙もく秘ひを続けようとも、これでお前の罪が立証されるな」

　そう吐はき捨すてて団長は消えた。マダックスはすぐ隣となりの牢に連れ込まれたようだ。私は隣との境さかいの壁かべに耳を当てた。扉の閉しまった音がしたかと思うと、すぐさまマダックスの悲鳴が聞こえた。騎き士し団の皆みな様さまは拷ごう問もんという作業がいたくお気に召したようだ。

　いや、皮肉を吐いている場合ではない。マダックスが責せめ苦に屈くつしてライアンの背はい信しんを漏もらしてしまったら、私がライアンをかばったことは水すい泡ほうに帰する。確たしかにマダックスはそれを秘ひ密みつにすると口では言っていた。だが、所しよ詮せんは自分の身が可愛かわいいだけのろくでなしだ。背せ負おうものがない分、口は軽いだろう。

　その日から私の拷問はぴたりとなくなり、代わりに隣の部屋からは悲鳴がやむことはなかった。




　　　　◇




　私の牢屋にランディが現あらわれた。つい先さき程ほど、彼は食事を運んで来たばかりだった。

「何の用だ？」

　私はランディに訊たずねるが、彼は答えなかった。思い詰つめた様子だった。

「いよいよ明後日です……」

　ランディが呟つぶやく。

「えっ？」

「あと二日で両国の威い信しんを懸かけた決戦になります」

「そうか……もうそんなに経たってしまったのか」

　シーゼルがさらわれ、私がライアン殺しの嫌けん疑ぎでここに収しゆう監かんされたときは、十二月まではまだ十日あまりあったはずだ。私はこんな地下の片かた隅すみで何もできずにそんな時間を過すごしてしまったのだ。

　ランディは扉の前まで行くと、覗き窓から外の通路を窺って戻って来た。彼は声を殺して言った。

「どうしてハキュリーさんは、カートさんについて何も言わないんですか？」

　私は答えなかった。答えられるはずはなかった。

「殺していないからでしょ？」

「マダックスが何か白状したのかっ」

　ランディは首を横に振る。

「あの人もハキュリーさんといっしょで、何も言いません。ただ、ハキュリーさんがライアンさんを殺したのは確かとだけ。ハキュリーさんよりも苛か酷こくな拷問を受けているというのに……」

　ランディの呟きに私は衝しよう撃げきを受けた。私は勝手に彼を浅ましい男だと決めつけていたのだ。

　私がマダックスの牢ろうの方に頭を下げて謝しや罪ざいの言葉を述のべていると、ランディが言った。

「ハキュリーさん。貴方あなたは騎き士しとして噓うそをつきたくはないから沈ちん黙もくしているんだ。違ちがいますか？」

「なっ……！」

　この世間知らずのぼんぼんに、ずっと抱いだき続けていた葛かつ藤とうを言い当てられて私は絶ぜつ句くする。ランディは続けた。

「ハキュリーさんはライアンさんをかばっているんでしょ……。ベロニカ様を救出した後に何があったかは知らないけど、背はい信しんを行ったのはライアンさんなんだ。ハキュリーさんは命を懸かけてずっと一いつ緒しよに戦ってきたライアンさんのことが好きだったんだ。そしてきっとライアンさんも自分の妻つまや子こ供どもよりもハキュリーさんのことが……。だからハキュリーさんはライアンさんの罪つみを暴あばき立てることができないんだ」

「そんなんじゃない……そんなんじゃないんだっ」

　私はライアンが好きだった。一緒に戦場で戦った誰だれよりも。だけど彼が友達だったから喋しやべらないんじゃない。友達である彼の夢ゆめを打ち砕くだいてしまったからだ。ただシーゼルの幼おさななじみというだけで、ライアンは私に夢を踏ふみにじられてしまったのだ。

　私は自分ばかりが苦しみの中にいると思い込こんでいた。しかしそれは違った。ライアンもまた同様の夢を求めてもがいていた。だから彼は生まれながら恵めぐまれた身分を持ちながらも、ベロニカの騎士になるために必死に戦場に身を晒さらし続けた。

　ライアンは私が強力なライバルになることを承しよう知ちで、私に同じ機会を与あたえることを厭いとわなかった。だが私はライアンの気持ちを慮おもんぱかることをしようともしなかったのだ。

「みんな本当は薄うす々うす気づいているんです。ベロニカ様をトリゼアに売ったのは貴方ではなくて、ライアンさんだと」

「なっ、何だとっ！」

「カートさんを殺したのもライアンさんなんでしょ？　だけど貴方は自分が殺してないと主張したら全てを説明しなくてはならないから、ただ沈黙して耐たえているんだ」

「騎き士し団だんの連中は気づいているというのかっ。では私とマダックスは何のために暴ぼう行こうを受けているというのだ。何のために連中はここに留とどまっているというのだ！」

　ランディは応こたえずに、許ゆるしを乞こうような卑ひ屈くつな笑えみを浮うかべる。

「僕ぼくは逃にげるつもりです。みっともないけど、死にたくないんです。僕はただ格かつ好こういいからお父さんに頼たのんで騎士にしてもらったんだ。戦争で死ぬためにじゃないっ」

「ライアンは戦争で死ぬのを恐おそれてはいなかった。きっとカートもそうだろう。もはや騎士ではなくなったそうだが、私もそれを恐れてはいない。こんな牢ろう屋やで朽くちるのには些いささか不満があるがなっ」

　ランディは私の罵ば倒とうに耳を貸かさなかった。早足で牢屋を出ると外から鍵かぎを掛かけた。彼はまた周囲を窺うかがい、覗のぞき窓まどから小さな声で言った。

「すみませんハキュリーさん。貴方あなたを逃がしたら、僕は逃とう亡ぼうの罪つみだけではなく、ベロニカ様をトリゼアに売った一員にされてしまう。団長は貴方を、ライアンさんとカートさんを殺してベロニカ様をトリゼアに売った罪人として処しよ刑けいするつもりです。王族に通ずるライアンさんの家名に泥どろを塗ぬって国の有力者との間に軋あつ轢れきを起こすぐらいなら、彼を悲ひ劇げきの英えい雄ゆうに祭り上げて、何の後ろ盾だてもない貴方に全ての罪を被かぶせるつもりです。すみません、ハキュリーさん。本当にごめんなさいっ」

　私は扉に駆け寄った。そして皮ひ膚ふが裂さけて血が滲にじむのも構かまわず、堅かたい扉を叩たたきながら叫さけんだ。

「恥はじ知しらずめっ！　何が騎士団だ。何が栄光の十三人だ。貴様らはみんな自分の保ほ身しんしか考えていない恥知らずだ。呪のろわれてしまえっ、ルグナスの騎士団など呪われてしまうがいいっ！」




　　　　◇




　それから丸一日ぐらいが経たった。食事を運んで来る人間は逃げてしまったので、時間の区切りとなるものがなくなっていた。ボクちゃんは優やさしいパパの所まで逃げ延のびたのだろうか？　それとも失敗して即そつ刻こく首をはねられたのだろうか？　奴やつは戒かい律りつを軽く考え過ぎている。いかに家が有力だろうとも、敵との決戦を前に逃亡するような騎士など裁判を待たずに処刑される。いや──私は苦く笑しようする──奴の逃亡も私の責せき任にんにされるのだろうかね。

　複ふく数すうの人間の足音が聞こえた。そして甲かつ冑ちゆうがじゃらつく音。足音は私の牢の前で止まる。ようこそ、恥ずべき騎士団の方々。

　開かい錠じようする音がして、扉が開いた。

　団長を筆頭に騎士団の皆みな様さまが勢せい揃ぞろいだ。ランディはいなかった。武ぶ装そうしているところを見ると、いよいよ出しゆつ陣じんをしなくてはならなくなったようだ。真に戦力と呼よべた私たち三人なしでこの連中がいかに戦ってみせるか興きよう味みがあったが、私にそれを観かん覧らんする機会はないだろう。

「俺おれの処刑の準じゆん備びができたのかな？」

　私は団長に言った。もはやこの男に敬けい意いを払はらう価か値ちなどなかった。

「その通りだともハキュリー。やけに威い勢せいがいいな。あと僅わずかな時間でベロニカ様の交こう替たいが行われる。貴き様さまのような奸かん賊ぞくを十三人の中に選んでしまったせいで、ルグナスでそれが行われなかったのはまったく遺い憾かんの極きわみだが、我われ々われは必ずやベロニカ様を取り返してみせる。貴様にはもう関係のないことだがな」

　そう言って団長は配下の騎士に目で合図をする。動く気力もない私を数人が無む理り矢や理り立たせて羽は交がい締じめにした。

「裁さい判ばんは省しよう略りやくかい？」

「戦時下に於おいては指し揮き官かんにその資し格かくが与あたえられているのを知らぬでもあるまい」

「それは部隊に対する明白な反はん逆ぎやく行こう為いがあった場合に限かぎった話だと思ったがね。例えば敵前逃亡とか」

「き、貴様があの臆病者を唆そそのかしたのかっ」

「そりゃあ濡ぬれ衣ぎもいいところだ。あのボクちゃんは『パパに会いたい』って泣いてたんだよ。慰なぐさめてやりたかったけど、生あい憎にくとここには自分の血を拭ぬぐうハンカチもなくてね。なにもかも俺のせいにすりゃあいいってもんじゃない。もっとも、俺は濡れ衣を着せるには丁度いいらしいがね」

　団長の顔から血の気が引いていく。

「ハキュリー、貴様……」団長の声が震ふるえていた。何か言おうとしたが、団長はそれを飲み込んだ。「貴様は右みぎ利ききだったな？」

「えっ？」

　団長が剣けんを抜ぬく。そして私を羽交い締めにしていた連中が、私の右腕を水平に伸のばさせ、袖そでを捲まくった。まるで腕を切り落としやすいように。

「ま、まさかっ」

「ハキュリーよ。ルグナス騎士団始まって以来の不ふ祥しよう事じを犯おかした貴様の罪は死だけでは贖あがないきれん。よって騎士団の戒律に従したがい、貴様を断腕の上で死刑とする」

「ふざけるなっ、俺はそんな刻こく印いんを受けるような真ま似ねなどしていないっ」

　私は暴あばれた。しかし衰おとろえた身体からだでは、たっぷり食って寝ねていやがる騎士どもを振ふり払うことはできなかった。

「やっていない、と言うのかな？」

　団長がせせら笑った。全すべて分かった上で私に背はい徳とく者しやの刻印を刻きざもうというのだ。あまつさえ命をも奪おうと。

「反はん論ろんはないようだな。では刑を執しつ行こうする」

　団長は剣を高く掲かかげると、私の肩かたに目がけて真っすぐ振り下ろした。

　私は苦く痛つうに絶ぜつ叫きようする。

　だがそれも長くは続かなかった。団長は、私の腕を切せつ断だんした剣を、今度は私の腹はらに突つき刺さした。

　奇くしくもそこは、私がライアンの命を奪った場所とまったく同じだった。

　私を押おさえつけていた連中が手を放し、私は床ゆかへと崩くずれた。肩と腹から熱い液えき体たいが流れ、床ゆかに広がっていった。

　意い識しきが薄うすれていく。団長が「この腕は刑が執行された証しよう拠こに持って行く」とか何とか言ったように思えた。

「シーゼル、すまない……」

　その言葉を最後に私の意い識しきは途と切ぎれた。




　　　　◇




　私は白いローブを着た女じよ性せいの膝ひざの上で微睡まどろんでいた。心地ここちよかった。ローブを通して彼女の脚あしのぬくもりが伝わってきた。彼女は私の髪かみを撫なでてくれていた。

　いったい誰だれなのだろう？

　首を動かしてその女性の顔を見ようとしたが、眩まぶしい光が射さしていて誰なのか分からなかった。
















　眩しい光だって？

　ここはいったい何ど処こなのだろう？

　初夏のような青い空と暖あたたかい太陽。私はもうすぐ十二月の地ち下か牢ろうにいたのではなかったか？　柔やわらかい草の上に寝転んでいるのはどうしてだろう。緑色の草原のあちらこちらに真っ白な花が咲さき誇ほこっていた。あれはベロニカの花だ。高山地方の極寒の季節にだけ花を咲かせるはずなのに……。

　身体を起こそうとすると、その女性は私を自分の膝に抱だき寄よせ子こ供どもを諭さとすように言った。

「だめよ、もう少し休んでいなさい」

　ああそうか……。

　私はやっと気づいた。これは夢ゆめの中なのだ。

「ええそうよ」私の心を読んだかのように女性は応こたえた。「ですから寝ていなさい。貴方あなたは疲れているのよ」

「それはできません。私には約束があるのです。私のことを待っている女性がいるのです」

「そう……」

　女性は微笑ほほえんだようだった。

　私の頭をそっと地面に置くと、その女性は立ち上がり、背せを向けた。

「ではお行きなさい。彼女は貴方を選んだのですから」

「ま、待って下さい。彼女を……シーゼルを知っているのですか？」

　私も立ち上がり、その女性の背中に訊たずねる。

「ええ、彼女が子供の頃ころから」

　そう言ってその女性は振り返った。その顔は、神しん殿でんや聖せい堂どうや金きん貨かの片かた面めんに描えがかれている女め神がみと寸すん分ぶん違たがわぬ慈じ愛あいに満ちた笑みをたたえていた。

「ファウゼル……」

　女神の名を呼よんだところで私は目めが醒さめた。




　　　　◇




「……おい、起きろよ」

　誰かの声がした。シーゼルでも女神ファウゼルでもない、男の声だった。

　私は目を開く。ついさっきまで暖かな光の射さす草原にいたように思ったが、私は冷たく堅かたい石いし畳だたみに横たわっていた。

「は、はは、やっぱり生きていやがったな。女神に感かん謝しやしろよ、おい」

　なぜこいつは私が女神に会っていたのを知っているのだろう？　いや、そもそもあれは何だったのだろうか？　夢？

　声の主の顔を見ようと首を捻ひねった。床に面していた頰ほおに何かがべっとりとくっついていた。それが自分が流した血けつ液えきだとは最初分からなかった。

　男が腰こしを折って私を見下ろしていた。ライアン……？　そうではなかった。

「マダックス……」

　床に右みぎ腕うでをついて身体を起こそうとすると、私の右腕は肩かたから先がなかった。バランスを崩くずして顔から倒たおれそうになるのをマダックスが支ささえてくれた。私は彼の助けを借りて立ち上がった。

　床には私の流した血が広がって凝ぎよう固こしていた。床に面していた服も頰も血が張はりついていた。服の裾すそで頰についた分だけを拭ぬぐった。頭が痛いたむ。最低の気分だった。

　自分の身に何が起こったのかを思い出した。利きき腕うでを切り落とされるという不ふ名めい誉よを刻きざまれ、そして腹はらを貫つらぬかれて私は殺されたのだ。服をめくってみると確たしかに刺さされた傷きず痕あとがあったが、すでに傷は塞ふさがって血は止まり痛みは消えていた。切せつ断だんされた肩かたも同様だった。

「いったい俺は……」

　どうして私が生きているのか理り解かいできなかった。私はあの恥はずべき騎き士し団だんの策さく謀ぼうによって殺されたはずなのだ。もしここが女神の御み園そのだというのなら、私を起こしてくれるのはマダックスではなくライアンのはずだった。この男も拷ごう問もんで嬲なぶり殺されたのだろうか？

　私は解答を求めてマダックスの顔を見た。彼の顔には口の脇わきから耳の辺りまで醜みにくい傷が走っていた。拷問の跡あとに違ちがいなかった。彼は戸と惑まどう私を見て笑っていたが、残ざん酷こくな傷のせいで些いささか不気味に引きつった笑顔だった。

「どういうことなんだ？」

　私はマダックスに訊たずねる。

「なあに、ついでさ。トリゼアとのベロニカ争そう奪だつ戦せんで、今カウセージュはガラガラでね。一いつ緒しよにコーファックス卿きように雇やとわれていた傭よう兵へい仲間が逃がしてくれたんだよ。それで隣となりの牢ろう獄ごくを覗のぞいたらあんたが倒れていて、死んでいると思ったんだが、小さく女の名を呟つぶやいているじゃないか。『シーゼル、シーゼル』ってね。一緒に拷問された仲だし、ついでだから助けてやろうと思ってね」

「そういうことを聞いているんじゃない。どうして……どうして俺は生きているんだっ。俺は腕を切られて腹を貫かれて放置されたんだぞ。どう考えたって助かる傷じゃない」

「決まってんだろ」マダックスは事もなげに言った。「あんたがベロニカの騎士に選ばれたからだよ。新たなベロニカがあんたを自分の騎士に選ぶのが、あんたがくたばるのよりも早かったからさ。ベロニカの騎士は不死の肉体を与あたえられる。運がよかったな。信じられないのなら、こいつで刺してみてやろうか？」

　マダックスはそう冗じよう談だんめかして言って、愛用のレイピアを構かまえてみせた。

「なんてことだ……」

「えっ？」

「俺はシーゼルに約束したんだ。彼女が女神の依より代しろとして長い眠ねむりに就つくとき、側にいてやると。彼女は一人で眠るのを脅おびえていた……。子こ供どもの頃ころには別の約束もした。彼女は、もし自分がベロニカになる身だったら俺おれにベロニカの騎士になってもらいたいと。俺はシーゼルとの約束を果たすために騎士になった。だが俺は最後のときに彼女よりもライアンを優ゆう先せんしちまった。ライアンは友達だったんだ。ライアンは俺のせいで人生の夢ゆめを見失っちまった。だから俺は、ライアンが裏うら切ぎり者としての汚お辱じよくにまみれるのが耐たえられなかったんだ……」私は残された片かた方ほうの手で顔を覆おおった。「可哀かわい想そうなシーゼル……。俺は彼女になんて謝あやまったらいいんだ……」

「掛ける言葉は見つからないが、泣くのはここから逃げてからにしようぜ。あんたは不死身だからいいだろうけど、俺はそうもいかないんだ。処しよ刑けいされる前にこの街を逃げ出したいんでね」

　私はマダックスに謝らなくてはいけないことを思い出した。拷問に耐え抜いたのは私だけではないのだ。

「……ライアンのことを黙だまっていてくれたんだな。すまない。そのせいでそんな傷まで負わされて……」

「謝しや罪ざいされるようなことじゃないさ。俺にとっても奴やつは友達だ。あんた、自分の言葉を覚えているかい？　あんたはライアンのことを忘わすれろとは言わず、胸むねにしまっておけと言ったんだ。その言葉が気に入ったんでね、ちょっと無理をしたんだよ」とマダックスは顔の傷をさすった。「さあ、行こうぜ。俺はこの近くにあるホークスウッドって寂さびれた村に身を隠かくすつもりだ。戦争が始まって、傭兵にゃあせっかくの書き入れ時だが、ルグナスの騎士団に睨にらまれているんじゃマズいからな。あんたはどうするつもりだ？　よかったら世話をしてやるぜ」

　私は首を振った。

「俺は……俺はシーゼルを助ける」

「はあ？」マダックスが啞あ然ぜんとする。呆あきれているようでもあった。「助けるって、あんたは罪人なんだぜ。いくらベロニカの騎士になったからって、あのクソ騎士連中が今度はあんたのケツを舐なめると思っているんなら考えが甘あま過すぎる。奴やつら、あんたの口から余よ計けいなことが漏もれないように死ぬまで……ベロニカが死ぬまであんたを監禁するだろう。そうだ、いっそのことトリゼアにつけばいい。トリゼアならきっとあんたを迎むかえてくれる。そうすりゃ二人で……」

「それはできない」

　私はきっぱりと言い切り、マダックスを押おしのけて廊ろう下かに出る。廊下に人ひと気けはなかった。剣けんだ。シーゼルを取り戻すには剣がいる。両軍が入り乱みだれる戦場に単身乗り込まねばならぬのだから。この地下牢のどこかに奪うばわれた私の剣があるはずだ。

　見み張はりの詰つめ所しよらしき部屋の片かた隅すみにそれは打ち捨すててあった。私が騎士になったときに授さずけられた剣がゴミのように。私はそれを大切に拾い上げる。残された左腕にはあまりに重かった。

「おい、そんなもので何をする気だ」

　マダックスも詰所に入って来た。

「俺は逃げるつもりもトリゼアに尻尾しつぽを振るつもりもない。俺はルグナスの騎士としてシーゼルを……」

「酷こくなことを言うが、あんたはもうルグナスの騎士じゃないぜ」

　その通りだった。指の力が抜けて剣が滑すべり落ちた。私は騎士の位を剝はく奪だつされ、利き腕さえも奪われたのだ。

　マダックスは手にしていたレイピアを私に差し出した。

「そんなものは捨ててしまえ。片腕のあんたに両手持ちの剣は重過ぎる。こいつを持って行きな。これなら片腕でも振れるだろう。慣なれれば俺よりもずっと上う手まく使えるはずさ」

　私はマダックスから細身の剣を受け取った。
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　十日ぶりに地上に出た。外は明け方だった。今日は十二月一日。もう決戦が始まっているはずだったが、街は静せい寂じやくに包まれていた。

「色々とすまなかったな」

　馬の上から私はマダックスに言った。レイピアは腰こしに差し、片腕で手た綱づなを握にぎっている。この馬を盗ぬすみ出してくれたのもマダックスだった。

「なあに、ついでさ」

「その台詞せりふが好きなんだな。でも実は照れ隠かくしで言ってんだろ？　あんたはお節せつ介かいを焼きたがるお人よしなんだ」

「……知らねえよ」

　マダックスは赤くなった顔を私から背そむけた。

「じゃあな、マダックス。もしもう一度どこかで会えることがあったら、ライアンの昔話を肴さかなに酒でも飲もうや」

「死ぬ心配だけはしないが、あんたの大切な人と会えることを祈いのっている。それからハキュリーさんよ、俺は馬ば鹿かみたいに一いち途ずなあんたのことを尊そん敬けいするぜ」

　私は手綱を引いた。可哀かわい想そうな『眠ねむり姫ひめ』を助けに向かうために。

　私がマダックスに再ふたたび会えたのは、それから五十年も後のことだった。
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　私は馬を走らせた。マダックスに教えてもらったルグナスとトリゼアの決戦場所、つまりシーゼルがいる所へと。それはトリゼア領りよう地ちにある、昔は炭たん鉱こうの村として栄えたが今では誰だれも住んでいない廃はい村そんだった。十日前にシーゼルを略りやく奪だつしたトリゼア兵士は母国に戻もどろうとしたが我わが国の軍に進路を断たたれ、その廃村に潜ひそんで仲間による救出を待っていたのだ。

　半日ほど馬を酷こく使しして街かい道どうを走らせると、ルグナス軍が駐ちゆう屯とんしていて検けん問もんが張はられていた。当然のことながら私はそこで止められる。不死の身体からだを信じて強行突とつ破ぱしようか悩なやんでいるとき、一人の男が私の身分を保ほ証しようしてくれ解かい放ほうされた。私はしばし馬を休めることにした。食事を貰もらい、駐屯地の端はしの方でその男と二人きりになった。

「ハキュリー……どうしてお前が……？」

　私の身分を保証してくれた男は騎き士し団だんの一人、バトラーだった。カウセージュの聖せい堂どうでの戦いで私は彼の命を救っていた。それを恩おんに着せるつもりはないが、彼はその後の拷ごう問もんに参加した。

　バトラーは顔の半分を包帯で覆おおい、松まつ葉ば杖づえをついていた。戦せん闘とうで負ふ傷しようしたのだという。

「何について聞いているんだ？　俺が生きていたことか？　それともここに駆かけつけたことか？　俺としちゃあ、散々殴なぐってくれたあんたが俺の身分を保証してくれたことの方が不思議でならないね。かばったのが仲間殺しの元騎士だとバレたら処しよ分ぶんを受けるんじゃないかと他ひ人と事ごとながら心配になる」

　そう皮肉を言うと、バトラーは「すまない……」と呟つぶやいて、私の切せつ断だんされた右腕から目を逸そらすように顔を伏ふせた。

「冗じよう談だんさ。拷問に参加しなかったら立場がなくなることぐらい察してやれるよ。なにせ騎士団の皆みな様さまは揃そろいも揃って保ほ身しんに長たけているときている。ところでその怪け我がは本物かい？　前線から逃にげたくなって怪我したフリをしているんじゃないかと疑うたがいたくなるね」

　バトラーはまた同じ言葉を呟いて顔を赤く染そめた。恨うらみは強かったが、そろそろバトラーを苛さいなむのが可哀想になってきた。

「俺にすまないと思う気持ちがあるのなら、戦せん況きようを教えてくれるかな？」

「えっ？」

「騎士団を除じよ名めいになった男には教えられないか？」

「い、いや、そうは言ってないが……聞いてどうする気なのかと……」

「決まっているだろう、シーゼルを助ける」

「そんなっ、無茶だっ！」

「そんなに悪い戦況なのか？」

「炭たん鉱こうの廃村はルグナス軍が囲んでいるが、仲間の救援に駆けつけたトリゼアの師し団だんが村の防ぼう御ぎよを固めていてどちらも攻せめあぐねている。聖せい堂どうのときと同じ状じよう況きようだ。だが俺が言いたいのは、お前がルグナス軍に加わろうとしたらそこで逮たい捕ほされる……いや、その場で殺されるかもしれない。騎士団もコーファックス卿きようもいるんだぞ。コーファックス卿はいたく立りつ腹ぷくされていた。お前が……その、裏うら切ぎったことに……」

「逮捕はともかく、処しよ刑けいされる心配だけはないね」パンの最後のひとかけらを飲み込こんで立ち上がった。「それだけ教えてもらえば十分だ。じゃあ、せいぜい身体からだを癒いやしてくれ」

　バトラーのお陰かげで新たな上等の軍馬を借りることができた。私が走り去ろうとしたとき、バトラーが不意に気づいたように叫さけんだ。

「ハキュリーっ、お前まさかベロニカの騎士に……」

　私はその質しつ問もんには答えず、廃村へと向かった。
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　駐屯地は言わば戦線の後方で、件くだんの廃村はすぐそこだった。戦場の喧けん噪そうが近づいてきた。私は腹を決めていた。一気に突破する。

　ルグナスの兵士たちの姿すがたが見えた。雄お叫たけびを上げて突っ込んで来る私を見つけて騒そう然ぜんとなっている。

　ルグナスの兵士たちが武ぶ器きを構え、弓に矢をつがえた。私を敵てきと見み做なして邀よう撃げきするつもりだ。たとえ馬を下おりて自分がベロニカの騎士であると名乗っても信じてもらえないだろう。仕方ないのだが、目的を同じくする者に剣を向けられるのは悲しい。

　威い嚇かくの矢が飛んで来て制せい止しを命ずる声がするが、私は無む視しした。タチの悪い女め神がみが私に与あたえてくれた唯ゆい一いつの恩おん恵けい──不死の身体に任まかせて走り抜けるだけだ。

　お互たがいの顔が確かく認にんできる距きよ離りになる。指し揮き官かんらしき人物と目が合った。知った顔だった。カウセージュの戦いで聖堂の裏門を守っていた私兵の隊長だった。彼の顔に驚おどろきが走る。この場を固めているのはカウセージュの私兵のようだ。炭鉱跡のこの廃はい村そんは山に面している。騎士団やルグナスから増ぞう援えんされたであろう兵士はそちらに回っているのか。

「ハキュリー殿、止まるんだっ！」

　隊長が私の名を叫ぶが、私は身を屈かがめて突入に備そなえた。隊長は躊躇ためらっていたが、私を迎むかえ撃うつよう命じた。

　風を切る音がして幾いく多たもの矢が飛来する。身体を掠かすめ、耳の脇わきを通り過すぎて行く。脚あしに激げき痛つうが走る。太ふと股ももに命中していた。だが私は止まらない。

　隊長が邀撃を躊ちゆう躇ちよしたお陰かげですぐに弓を放てる距離でなくなった。弓兵の前に剣を握った騎馬兵と歩兵たちが出る。

　私は両脚で馬の胴どうを強く挟はさんで振ふり落とされぬようにし、手た綱づなを放はなしてマダックスから貰もらったレイピアを抜く。兵士たちを斬きるつもりはない。私はもう仲間を斬らない。

　兵士たちが斬りかかってきた。左側からの攻こう撃げきは剣を使って弾はじけても、反対側からのはどうしようもない。歩兵が私の腹ふく部ぶを狙ねらって突いてきた。剣を身体を捻ひねって躱かわそうとするが、馬上ではそれも叶かなわず腹を抉えぐられる。卒そつ倒とうしそうな痛みが走る。女神め、どうせなら痛みの感じない身体にするぐらいのサービスを付けたらどうだ。

　完全に前を塞ふさがれて馬の足が止まる。すっかり取り囲まれた私は次々と傷きずを刻きざまれていく。私だけではなく馬も斬りつけられ、嘶いなないて暴れ私は振り落とされそうになる。

　年老いた男の声がした。戦列の端はしの方にコーファックス卿の姿すがたがあった。

「ハキュリーよっ、これ以上己おのれの名めい誉よに泥どろを塗ぬるでないっ」

「お許ゆるしをコーファックス卿。私をシーゼルの元もとへ行かせて下さいっ」

　対たい峙じしている兵士たちに動どう揺ようが広がる。困こん惑わくの表ひよう情じようを浮うかべ剣を振るう腕が止まった。自分らが相手をしている片腕の男はコーファックス卿と知り合いなのか？　トリゼア兵士ではないのか？……と。

　私はその隙すきを逃のがさなかった。手綱を引いて馬をスタートさせ、虚きよを突かれた兵士たちの横を駆け抜ける。「ハキュリーっ」コーファックス卿が私の名を呼ぶが、私は振り返らなかった。

　廃はい村そんの周囲は丸太を組み合わせた背の高い柵さくで囲われていた。柵の内側では、柵を遠とお巻まきにしてトリゼアの兵士たちが私の起こす騒動を観かん覧らんしていた。私はレイピアを口にくわえて片方だけの腕を自由にし、足を鐙あぶみから外して馬の背せに立つ。

　そして馬が柵の手前で急停止した瞬しゆん間かんに柵に飛び移うつった。

　柵を乗り越え廃村に侵しん入にゆうした。太股に刺ささっていた矢を抜く。痛みはあったが立ち止まらない。レイピアを構える。敵が突入して来た私を迎え撃つ態たい勢せいを取る。

　こいつらに遠えん慮りよはいらなかった。シーゼルを奪うばった敵かたきだった。私は怒ど号ごうを上げて斬りかかった。

　柵の前で受けた傷はすでに痛みが引いていた。身体からだが軽い。このレイピアの前の所有者であったマダックスの戦法を思い起こしながら剣を振る。敵の大たい剣けんを真正面から受けてはいけない。勢いきおいを殺さずに流し、カウンターで必殺の一いち撃げきを叩たたき込こむ。

　それから今までと戦い方が違うのは、私の肉体はいくら敵の攻こう撃げきを受けても倒たおれることはないということだ。

　敵は二十人以上いた。だが私は敵の刃やいばを身に浴びせられながらも一人ずつ屠ほふっていく。次し第だいに敵兵たちの顔色が変わっていった。致ち命めい傷しようであるはずの傷をいくら負わせても、身体からだ中を紅くれないに染そめながらも、倒れることなく剣を振るい続ける私に恐きよう怖ふしていた。私はただ一人で敵を圧あつ倒とうしていた。

　シーゼルの服の裾すそに指先が届とどいたのを感じたそのとき、騒そう動どうを聞きつけた敵の増ぞう援えんが現あらわれた。五人か十人か。武ぶ器きを掲かかげてこちらに走って来る。私に押されていた兵士たちも勢いを取り戻した。『相手はただ一人だ。死なぬというなら押さえつけてしまえばいい』とでも考えたのだろう、私を斬り殺すのではなく地面に倒してしまう戦法に切り替かえ、脚を狙ねらってタックルを仕掛けてくる。
















　まずい。このままでは長くはもたない。せめてもう一人、ライアンが私の横にいてくれたら……。

　不意に背はい後ごで喊かん声せいがした。目を走らせると、ついさっきまで私の行く手を阻はばんでいたルグナスの兵士たちが、柵を倒して村に突入して来た。

　今度は私の邪じや魔まをするためではなかった。彼らは私を護まもるかのように私を中心に展てん開かいし、トリゼア兵士と交戦した。隊長が言った。

「ハキュリー殿どの、行って下さいっ！」

　私は頷うなずいて走り出した。彼は私とシーゼルの間あいだ柄がらなど知らないだろう。だが私に譲ゆずれぬ理由があるのが伝わってくれたのだ。私は増援が来た方へと走った。敵の警けい護ごが最も厚あつい所。そこにシーゼルがいる。

　宿の看かん板ばんが下がった建物の前に二人のトリゼア兵士がいた。建物の横には何頭もの馬がつながれている。あそこに違いない。

　トリゼア兵士が大剣を構えてこちらに突撃して来る。私は片方に身体からだからぶつかって行った。敵の胸むな板いたを貫つらぬくが、私も普ふ通つうなら死に至いたる傷を受ける。だが私はベロニカの騎き士しだった。幾いく多たの傷にまみれながらも倒れぬ私に、もう一人の兵士は恐怖に戦意を失っていた。全身に返り血を浴びた私が冥めい府ふの悪あつ鬼きにでも見えたのだろう。私はそいつの命を奪った。

　後ろから仲間が私に続いているのを確かく認にんしながら宿屋に突入する。多くのトリゼア兵士がいた。ここが司令部になっているに違いなかった。シーゼルの姿すがたはなかった。上か。

　敵は戦いの準じゆん備びをしていなかったが私は容よう赦しやしなかった。階かい段だんへと走りながら、目の前の敵を殺していく。仲間も入って来た。私は階段を駆かけ上がる。

　二階の一番奥おくの部屋の前に武ぶ装そうした兵士がいた。兵士は私の姿を見て剣を落とした。私はレイピアで兵士を貫いた。




　　　　◇




　死体を乗り越えて二階の奥の部屋のドアを開けた。

　ベッドの上にシーゼルが横たわっていた。

　私はシーゼルに歩み寄った。

　シーゼルは穏おだやかな顔で寝ね息いきを立てていた。傷はない。当然だろう。略りやく奪だつしたとはいえトリゼア兵士にとっても彼女は不ふ可か侵しんの存そん在ざいなのだ。

　私は剣を捨すててシーゼルの手を取ろうとした。自分の手が血にまみれていることに気づいた。女め神がみの依より代しろとなった彼女に、人を殺あやめた汚けがれた手で触ふれてもいいのだろうか。

　だが私は欲よく望ぼうに負けた。シーゼルの手を取り、強く握にぎり締しめた。柔やわらかく暖あたたかかった。ただ安らかに昼寝をしているようだったが、彼女は『悠昏スウイーテスト・コーマ』の中にいる。これから何十年も眠ねむりの中で人生を過ごす。老ろう衰すいして死が訪おとずれるその瞬しゆん間かん──彼女の跡あとを継つぐ新たなベロニカが誕たん生じようするその僅わずかな瞬間──にだけ自分の人生を取り戻すのだ。私は子こ供どもの頃ころに彼女に約束した。長い眠りの間、ベロニカの騎き士しとしてずっと側にいてあげると。

　だがそれは許ゆるされない。私は友の夢ゆめを砕くだき、そして殺した罪ざい人にんなのだから。

　私はこれで君の元を去る。だが数十年後、君がもう一度だけ目め醒ざめるとき、私は必ず君の元に駆かけつけて「おはよう、よく寝たかい『眠り姫ひめ』？」と言おう。夢の中の女め神がみの御み園そのに咲さき誇ほこっていたベロニカの花の束を胸むね一いつ杯ぱいに抱かかえて。すっかりおばあさんになった君はきっと微笑ほほえんでくれるだろう。君は女神から解かい放ほうされ、私はベロニカの騎士の任にんを終え、そして二人で女神の御園へと旅立とう。約束だ、シーゼル。

　後ろで数人の足音がした。私はシーゼルの手を放し、剣を拾って振り返った。そこにいたのは敵ではなく、カウセージュ私兵の隊長たちだった。私は訊たずねた。

「勝ったのか？」

　隊長は頷く。

「まだ敵は残っていますが、我々の勝利に違いありません。遅おくればせながら山の方からもルグナスの正せい規き兵へいが攻せめ入ったようです。敵が駆く逐ちくされるのは時間の問題でしょう。ハキュリー殿どの、貴方あなたの活かつ躍やくがあったからです。先さき程ほどは貴方に剣けんを向けてしまい、なんとお詫わびをしたらいいか……」

　悔かい悟ごの表情を浮かべる隊長に私は言った。

「いや、貴方は当然のことをされたまでだ。さあ、行こう。彼女を運んでくれ。本当は私がその役に与あずかりたいところだが、この片腕では彼女を落としてしまう」

「はい」

　隊長が部下と共にシーゼルを丁重に抱かかえ上げた。私は最後にもう一度だけシーゼルの柔らかな手に触れると、部屋を出て階かい段だんを降おりて行った。あの恥はずべき騎士団だんが現あらわれる前にここから消えねばならない。




　　　　◇




　もう戦いは終わったも同然だった。宿を出て、外につないであったトリゼア兵の馬を一頭頂いただくことにした。

　馬の縄なわを解といていると、コーファックス卿きようが私を見つけ、老体に鞭むち打うって走って来た。

「ハキュリー君、私はとんでもない誤ご解かいをしていたのではなかろうか……」

「貴方のところの隊長さんにも同じことを言われましたがね、別に気にしてはいませんよ。それが当然の対たい応おうでしょうから」

「いや、しかし……」言葉を濁してからコーファックス卿は言った。「ハキュリー君よ、もしかして君は……ベロニカ様が女神様の前で選んだ騎士は君なのではないか？」

「私はその場にいませんでしたから何とも言えませんね。ただ、私は片腕を落とされ腹はらを刺さされても死ぬことはなかった。この戦いでも数多あまたの傷きずを受けたが、もうどれも塞ふさがっている」

「ではやはりっ！」

「シーゼルが目を醒ましたら聞いてみますよ」

　そう言って私は馬に乗った。

「ま、待ちなさいハキュリー君、いや、ベロニカの騎士よ。貴方が去る必要はない。貴方はルグナスの大神しん殿でんでベロニカ様を護まもるべきです。私は貴方に掛けられた嫌けん疑ぎが全すべて誤解だと確かく信しんした。本当のことを教えて下され。貴方が仲間を殺してベロニカ様をさらったというなら、奪だつ還かんのためにここに駆けつける理由がない。もし恥はずべき行動をしたのが貴方ではないのなら……」

　私は首を横に振った。その先を言って欲ほしくはなかった。

「……私は子供の頃からベロニカの騎士になりたかった。そしてその夢は叶かなった。だが私のせいで同じ夢を奪うばわれ、全すべてを呪のろって悲ひ嘆たんの中で死んでいった男がいる。私だけが何もかもを手に入れたのではあまりに不公平だ。コーファックス卿、一つだけお願いがあります。今日ここに現れてシーゼルを取り戻したのはハキュリーという男ではない。ハキュリーという男は友を殺した罪で片腕を斬られて死んだのです。どうかそういうことにしておいてください」

「し、しかしそれでは貴方は背はい徳とく者しやとして永えい遠えんに汚お名めいを着ることになる」

「騎士の名めい誉よなんてものは、私にはもう何の魅み力りよくも感じないものです。私が望むのは、次のベロニカが誕生する瞬間、シーゼルの側にいてあげたいということだけです。でなければ彼女があまりにも不ふ憫びんだから……」




　　　　◇◇◇




　ハキュリーは馬の手た綱づなを握った。コーファックス卿はそれ以上は何も言わず、廃はい村そんを旅立って行くハキュリーの背中を見送った。

　カウセージュには今も、ベロニカを救出しながら名前を告げずに去ったという勇ゆう敢かんな片腕の男の伝でん承しようが残っている。







　　　７．祝しゆく福ふくの日




　山を越こえてルグナスを目指す旅に出発する私たち三人を見送ろうと村の広場に集まったホークスウッドの村人たちは、突とつ然ぜん現れた十数騎のトリゼア兵士の姿すがたに騒そう然ぜんとしながらも、その先頭にいるのがルグナスの騎き士しであるライアン──彼はすでに我われらが甲かつ冑ちゆうを捨すてていたのだから、騎士であったと言うべきか──だったので、いったい何が起ころうとしているのか把は握あくできないでいた。

　敵てき国こくに陥おちいったカウセージュから目と鼻の先でありながら、街かい道どうを外れた辺へん鄙ぴな村なために戦せん乱らんの火花が散っていることにあまりに鈍どん感かんだったのだ。ルグナスとトリゼアの争いは全すべてがベロニカの奪うばい合いに起き因いんしていて、次のベロニカとなるアマンダがここにいるということは、ここが戦場になる危き険けん性せいを多分に孕はらんでいたというのに。以前の大戦でもカウセージュがトリゼアに攻せめられたが、我が国はカウセージュを守り抜ぬきすぐに反はん撃げきに転じた。その歴史が村人の危機感を希き薄はくにしていたのだろう。

　私もハキュリーに倣ならい荷を置いて剣けんを抜いた。重い荷を背せ負おって山を越えねばならぬため、甲冑を置いて来たのが裏うら目めに出た。この人数を相手に甲冑なしで生き延のびられるだろうか？　いや、それは気弱な考え方だ。私とハキュリーの二人で敵を蹴け散ちらして、村人たちに逃にげる時間を与あたえねばならない。それが戦乱の火種を持ち込んだ我々の責せき務むであり、宿を提てい供きようしてくれた恩おんに報むくいることである。その上でアマンダを連れてここを脱だつ出しゆつするのだ。

　いくら戦乱に鈍どん感かんであった村人たちといえども、武ぶ器きを構かまえて左右に広がりながらこちらへと馬を進めるトリゼア兵士に、自分たちが虐ぎやく殺さつの危機に直面していることを悟さとったようだ。どこかの娘むすめが悲鳴を上げるのが引き金だった。村人たちは騒然と逃げ惑まどう。

　敵はゆっくりと近づいて来た。ライアンがこちらを指さした。アマンダを示しめしたのだろう。敵の目的は私の横にいる女性ただ一人だ。

「ハキュリーっ、俺おれも戦うぞっ。当代と次代、二代続けてベロニカのために戦うんだ。死んだって女め神がみの御み園そのに招まねかれるのは約束されたようなもんだ」

　そう言ったのは例の顔に傷のある老人だった。手には骨こつ董とう物ものの剣を手にしていたが、とてもではないが振ふれそうではない。

「馬ば鹿かなことを言ってんじゃないぜマダックス。お前はもうとっくに現げん役えきを引いん退たいしてんだ。そこまで腰こしが曲がってもまだ気づかないのか？　ベロニカの役に立ちたいと思うんなら、村人を避ひ難なんさせるんだ」

「……言ってくれたなハキュリー。後できっちり仕返しをしてやるから覚えていろよっ」

　マダックスと呼ばれた老人は、ぶつくさ言いながらも避難誘ゆう導どうを始めた。その年ねん齢れいにしては機き敏びんな手て慣なれた動きだった。そういえばこの老人は前の戦争で戦っているという話だった。

「フレイル……どうしてライアン殿どのが向こうにいるの？」

　アマンダの声は消えてしまいそうだった。重ねた手から震ふるえが伝わった。私はその手をそっと放して首を横に振ふった。

「ただ言えるのはライアンはもう敵だということだ。私はかつて友と呼よんだ男を斬きらなくてはならない。だけど大だい丈じよう夫ぶだよアマンダ。少しだけ待っていて……」

「だめだっ」ハキュリーが叫さけんだ。「その手を放すんじゃない。ずっと握にぎっていろ。ここは俺に任まかせて森の奥おくへと逃げるんだ。そしてそのまま山を越えろ。これは先せん輩ぱいとしての忠ちゆう告こくだ。一瞬たりとも彼女を手放すんじゃない。隙すきあらば性しよう悪わる女神はまた同じことを繰くり返してやろうと手ぐすね引いているぞ。さあ、荷物を背負え！」

「ハキュリー……あんた何を言っているんだ？」

　私はハキュリーの言葉がさっぱり理り解かいできなかった。

「いいから行けっ」

「あんた一人を残してそんなことができるものかっ」

「一人ではない」

　背はい後ごから声がした。振り返るとそこにいたのは団だん長ちようだった。騎士団の剣を杖つえのようにして身体からだを支ささえ、腹はらの傷を押おさえている。手が赤く染そまっていた。

「だ、団長っ、なんてことをっ！」

「何を言うかフレイル。これこそが騎士として生きてきた男の本ほん懐かいではないか」

「ですがっ！」

　私は頰ほおを殴なぐり飛ばされて地面に倒たおれた。顔を上げるとハキュリーが有無を言わせぬ表情で睨にらみつけていた。殴ったのは彼だった。

「寝ねぼけてんじゃねえぜ、ボウヤ。ちっとは成長したかと思ったら、まだおしめが取れてないのかっ。お前は俺に約束しただろうが。彼女の最後の瞬間に立ち会うって。ここでお前が死んだら、彼女は一人で人生の終わりを迎むかえねばならないんだ。お前がそう約束したから俺は……いや、それはもういい。行くんだ、フレイルっ」

　アマンダが重い荷を担かつごうとしていた。私は立ち上がり、彼女に代わってそれを背負った。そして死を覚かく悟ごした戦いに赴おもむこうとする二人に頭を下げた。

「また会いましょう」

　私はアマンダの手を引いて、森へと走り出した。

　後ろでトリゼア兵士の馬の蹄ひづめの音が大きくなった。逃げる私たちを追うために速度を上げたのだ。たった二人で──実じつ質しつはハキュリー一人で──あの人数を打ち倒せるはずはない。私も何人かを相手にすることになるだろう。それには森の中の方が有利だ。二人は私たちが森に入るまでの時間を稼かせごうとしてくれているのだ。

　団長がハキュリーに「最後に貴方あなたと共に戦えて光栄です」と言うのが微かすかに聞こえた。




　　　　◇




　減げん速そくなしでは馬が入って来られない民家と民家の細い間を抜けて森を目指す。アマンダは息を切らせてつらそうだった。ハキュリーの言葉通り、私は彼女の手をずっと握にぎり締しめていた。広場からだいぶ走ったが、蹄の音は追って来なかった。ちらりと後ろを振り返る。敵の姿はない。

　民家がなくなり、木が茂しげってきた。私たちは森へと入る。空は常じよう緑りよく樹じゆに覆おおわれて薄うす暗ぐらかった。私は少し速度を落とした。

「昔を思い出すわね、フレイル」

　アマンダが言った。そういえば子こ供どもの頃ころよくこうして森の中を駆かけ巡めぐったものだ。

「そうだな、アマンダ」

　私たちは森の奥へ奥へと入って行った。

　すっかり視し界かいが木々で埋うめ尽つくされ、私たちは足を止めた。落葉の積もった地面にへたり込み、二人で荒あらく白い息を吐はいた。アマンダが私にもたれかかってきた。私は彼女の肩かたを抱だき締めた。

「ハキュリー殿たち……生きているわよね？」

　アマンダが訊たずねる。私は心の中で正反対の答えを出していたが「もちろんだとも。ハキュリーの強さを知っているだろう？」と言った。

　彼女には隠かくれていてもらい、様子を見て来るべきか？　だが一時たりとも彼女の側から離れたくない。彼女にはもう時間がないのだ。

「この荷物……」

「えっ？」

「わたし、ハキュリー殿の荷物を持って来てしまったわ」

「預あずかっていればいいさ。すぐに追いついて来るはずだ」

「うん……でも、何か大切な物が入っているみたいだったのに」

「大切な物……」確たしかに彼はアマンダがこの荷に触ふれたとき非ひ難なんめいた様子を見せた。「ちょっと貸かしてくれ」

「ちょ、ちょっと、フレイルっ、いけないわっ」

　私はアマンダの手からハキュリーの荷に袋ぶくろを奪うばった。悪いことだとは分かっていたが、この中を調べれば彼の正体に近づける気がした。

　紐ひもを解ほどいて中を覗のぞく。ハキュリーが言ったように衣服が詰つまっていた。どれも着古したぼろぼろの服ばかりだった。私は中に手を伸のばした。固い感かん触しよくが返ってきた。胸の高鳴りを抑おさえてそれを引っ張ぱり出した。

　そこにあったのは一冊さつの本だった。特に珍めずらしいとは思えない図ず鑑かんだ。やや拍子抜けしながらも私はページをめくった。

「それは……？」

　さっきまでは私を叱しかっていたアマンダも興きよう味みを覚えたらしく覗き込む。動物だの植物だのが挿さし絵え入りで解説されているだけの本だった。私が抱くハキュリーのイメージとはあまりに乖かい離りしていたが、そういえば彼は博はく識しきで、色々な話をアマンダたちにしたというのを思い出した。

「どうしてこんなものを後生大事に入れていたんだろう？」

「贈おくり物じゃないかしら？　ルグナスで会うという人に」

「まさか。相手は子供だとでも？　こんなものをプレゼントされたって……」

　そのとき私は木の枝えだが折れる音を聞いた。誰だれかの靴くつに踏ふまれて。荷を覗いていたことをハキュリーに難なん詰きつされると慌あわてて本を中に戻もどした。

　足音の主の姿すがたがぼんやりと見えた。手には剣けんを握り、こちらへと歩いて来る。だがそれはハキュリーではなかった。シルエットには両方の腕うでがあった。私は立ち上がり武ぶ器きを構かまえた。周囲の樹木の位置を頭に入れる。敵てきなのは間ま違ちがいなかった。

　薄暗い森の中で、やっと顔が確かく認にんできる距きよ離りまで相手は近づいて来た。

「ライアン……」

　それはライアンだった。鬼き々き迫せまる表情で私を睨にらんでいた。手にした剣には血がこびりついていた。団だん長ちようのものか、あるいはハキュリーのか。いずれにせよ奴やつは仲間を斬きったのだ。そしてそれは今回が初めてではない。

「あいつはいったい何なんだっ」

　お互たがいの剣が届とどく間合いの手前で立ち止まるなりライアンは叫さけんだ。

「あいつだと？」

「あの片腕野や郎ろうだっ。いくら傷を負っても倒れない。何度斬りつけても動きは止まらず、トリゼアの精せい鋭えい部隊を次々に殺していった！」

「団長はどうした」私は逆ぎやくに訊たずねた。「団長のことも斬ったのか？　カウセージュでボッグスを殺し、次いで団長のこともっ」

「そりゃ間違っているぜ」

「違うと……いうのか？」

　自分でも呆あきれてしまうぐらいだが、私はまだライアンへの信しん頼らいに一いち縷るの望みを残していた。トリゼア兵士を引き連れて村を襲おそったライアンの何を信じるというのだろうか。しかしライアンは私の女め々めしい思いを断たち切きるように言った。

「ああ、順番が間違っている。ボッグスと団長の間にあのクソガキを入れてもらわないとな。任にん務むを捨すてて逃とう亡ぼうを企たくらんだんだ。その罪つみは俺が裁さばいといてやった」

　それがアーロンのことを指しているのはすぐに分かった。

「お前にその資し格かくなどない」

「確たしかに」ライアンは冷笑する。「その通りだ」

「なぜだ。なぜ国を裏うら切ぎった」

「そうだな……強しいて言えば馬ば鹿からしかったからだ」

「馬鹿らしいだと？」

「ああ。俺は英えい雄ゆうグレゴリー・ライアンの孫だというのに、あまりに蔑ないがしろに扱あつかわれてきた」

「団長がお前に疑ぎ惑わくを向けたことを言っているのか？　あれは仕方ないことだった。それに……それは正しかったではないかっ」

「違う、もっと前からだ。ライアン家がいかにルグナスで軽んじられてきたかお前も知っているだろう。王族に通じる家か系けいだというのにおざなりの爵しやく位いだけを与あたえられ、国こく政せいの中ちゆう枢すうからは疎そ外がいされた。祖そ父ふがベロニカのために命を落としたというのに、すぐにそれも忘わすれられた。そればかりかベロニカの騎士が空席なのをいつの間にか祖父のせいかのように言われる始末だ。そんな国になど俺は見切りをつけたんだ。その女を奪うばえば、その功こう績せきに相応ふさわしい待たい遇ぐうをトリゼアは確かく約かくしてくれた」

「……ではカウセージュの襲しゆう撃げきのことも知っていたのか？」

「もちろんだ、俺が手引きしたんだからな。最高の舞ぶ台たいになるはずだった。五十年前に俺の祖父が志こころざし半ばで死んだのと同じ場所、同じ状じよう況きようで、俺は新たな人生を手に入れるはずだったのだ。ボッグスとの戦いで疲ひ弊へいしてなければ、あそこでお前を斬ってそれを手にしていたものを」

「つまらないっ」私は吐はき捨すてた。「なんというつまらない男だ。そしてなんという恥はずべき男だ。俺はお前のような奴やつを友と思っていたのかっ」

「おいおい、お前を騎き士しにしてやったのは俺おれだぜ。じゃなければ可愛い幼おさななじみと別れの言葉もかわせなかったんだからな。さあ、最後に抱き合ったらどうだ？」

「残念だがここで罪を償つぐなうのはお前だ」

　私は剣をライアンに向けた。ライアンも構える。ライアンが手にしているのは騎士団の剣ではなかった。

「そうはいくかな」

「いくさ」

　別の男の声がした。

　全員が声の方を向く。

　ハキュリーだった。全身を赤く染そめ、満身創そう痍いの身体からだを引きずるようにこちらに向かって来た。

「くそっ」

　ライアンは身体を横にして、私とハキュリーの両方に睨にらみを利きかせる。

「フレイルの言う通り、お前はまったく下らない野や郎ろうだぜ。確かにお前のジイさんは英雄だったがね」

「ハキュリー、手を出すな。俺が決着をつけるっ」

「分かっているさ。これは女神がお前に与えた試練だ。女神はお前に訊ねているんだよ。彼女と友達のどちらを選ぶかと」

「答えはとっくに出ているっ」

　私はライアンに斬りかかった。

　樹じゆ木もくに剣けんを取られないように注意を払はらい、剣を打ち込んでいく。

　勝負はあっさりとついた。振り下ろした私の剣をライアンは上じよう段だんで受けるが、トリゼア製せいの大たい剣けんは中なか程ほどで折れ、甲かつ冑ちゆうを着けていないライアンの肩かたに私の剣が食い込んだ。ライアンが苦く痛つうの声を上げ、折れた剣を落とす。私は踏ふみ込み、躊ちゆう躇ちよすることなくライアンの腹ふく部ぶに深々と騎士団の剣を埋うめ込んだ。
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「勝つのは分かっていたよ」ハキュリーが言った。「きっと決まっていたのさ、五十年前からな」

　意味ありげなハキュリーの言葉を私はほとんど聞き流していた。友達であった男を殺したショックがじりじりとのしかかってきた。ライアンの命を奪った剣が手から滑すべり落ちた。

　背中に誰かの指が触ふれた。私は振ふり返った。

「ごめんなさい、フレイル……」

「君が謝あやまることじゃない。ライアンは報むくいを受けねばならぬことをしたのだから」

「でも彼はフレイルの……」

「いいんだ。だけど、せめてルグナスに戻もどったら、彼は敵と戦って死んだと報ほう告こくしよう。団だん長ちようとボッグス、それからアーロンには悪いが……」

「ええ、それがいいわ。わたしもそう答える……ふふっ、わたしはそのときはもう眠ねむりの中にいるんだったわね」

「そうだったな」

　アマンダはお道ど化けてみせているがつらそうだった。口くち裏うらを合わせてもらわねばならない人物がもう一人いたのを思い出した。

「ハキュリー、騎士である私がこんなことを言うのは何だが、ライアンのことは伏ふせておいてくれないか。騎士団から不ふ埒らち者ものが現あらわれたのを隠いん蔽ぺいしたいんじゃないんだ。どう言ったらいいか分からないが、私は……」

「お前がそう言うのも分かっていたさ。いいぜ。俺は何も言わない。そうだ、伝えておかねばならないことがある。先程の戦いでバトラーは……」

「知っている。ライアンが『自分が殺した』と言っていた」

「そうか……。一つだけ付け足しておくと、俺一人では敵を全ぜん滅めつさせられなかった。もっと多い人数があんたらを追って来ただろう。末まつ期ごの言葉を告げたいところだが、あんたに向けた言葉じゃなくて俺に向けた言葉だったんでな。そいつは俺の胸むねにしまっておくよ」

「ハキュリー殿どの、村の方々はどうなったのでしょうか？」

　アマンダが訊ねた。

「マダックスが中心になって避ひ難なんを始めたはずだ。どうにかなるだろう」

「それはよかった……」

「ハキュリー、貴方あなたには苦労をかけた。本当に感かん謝しやしている。どうやら酷ひどい怪け我がをされているようだ。貴方の助力がないのはあまりにも心細いが、怪我人に頼たよるほど私は腐くさってはいない。貴方はどこかで休んでくれ」

「いや、だめだ。俺はお前たちに最後まで付き合って見み届とどける。そう決めたんだ。当面の敵は全滅させたが、敵の増ぞう援えんが追って来るはずだ。街かい道どうは前も後ろも塞ふさがれているんだから、こっちが山に逃にげるのは自明のことだ。もし追いつかれたらお前だけでは護まもり切れん。さあ、ぐずぐずしている暇ひまはないぞ」

「馬鹿な。無理をして命を落としたら、ルグナスで待っているという人にも会えないではないか」ハキュリーの荷を指さす。「その本を届けるのではないのか？」

「中を見たのか？」

「あっ、その……すまない」

「いや、いいんだ」ハキュリーは首を振った。「お前たちが無事にルグナスに着けるのならば、約束の日に間に合わなくても彼女は許ゆるしてくれるだろう。それに怪我ならとっくに治っている。行こうぜ。日が暮くれる前に距きよ離りを稼かせいでおきたいからな」

　そう言ってハキュリーは食料の入った大きな荷を背負った。彼が言うように、酷い怪我をしているふうではなかった。

　例の本の入った自分の荷物はアマンダに預あずけたままでいた。このとき私は、彼の言葉の中に出てきた『彼女』というフレーズを聞き流してしまっていた。
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　山に入ってからの旅路は何事もなく平へい穏おんだった。毎日かなりの距離を歩いたので、追っ手は現れなかった。荷は軽いとはいえアマンダには酷こくなはずだったが、彼女は不満一つ言わずそれに耐たえた。

　火を焚たくと敵にこちらの位置を教えてしまうので、夜の寒さが一番の苦く難なんだった。私とアマンダは抱だき合うように身を寄よせて夜を越こした。

　そんなつらい夜を慰なぐさめてくれたのはハキュリーの見けん聞ぶん譚たんだった。毎夜私とアマンダは、ハキュリーが世界を旅して体験した信じられない話の数々に耳を傾かたむけた。ある話は痛つう快かいで、ある話には憤ふん慨がいし、ある話にはただ驚おどろくしかなかった。まるで子こ供どもの頃ころに祖そ父ふや祖母からしてもらった寝物語のようだった。彼の楽しい話のお陰かげでアマンダの『悠昏スウイーテスト・コーマ』への恐きよう怖ふはかなり和らいだ。

　そして十一月の最後の日が訪おとずれた。伝でん承しようが確たしかなら、今夜日付が変わったそのとき目ま映ばゆい光の束と共に女め神がみが降こう臨りんし、アマンダは長い眠ねむりに就つく。

　最後の日は日につ程ていを変えることにした。日中に休んでおいて、女神が降臨した後は彼女を担かついで夜通し進む。ハキュリーが言うには、五十年前に今のベロニカであるシーゼル様がトリゼアにさらわれたとき、女神が降臨した光を頼たよりにルグナス兵士は彼女を奪だつ還かんしたそうだ。女神が降臨するとこちらの位置は敵に知られてしまうのだから、降臨した後はすぐ移い動どうした方がいい。いくらルグナスまでほんの数日の距離まで来ているとはいえ、気を抜くことはできない。

　私たちは火を焚たいて暖あたたまった。女神が降臨するそのときまで、それまでの夜と同じようにハキュリーの話を聞かせてもらっていた。彼が今夜の話に選んだのは、もうどこの高原に赴おもむいてもその姿を見ることはなくなってしまったベロニカの花についてだった。最後の夜にはもってこいの話だった。

　この大陸でその花を見られなくなってしまったのは気候の変化のせいだとハキュリーは説明した。私もそうだと思っていたが、年とし端はもいかぬ頃から宗しゆう教きように染そまった生活をしていたアマンダは否ひ定てい的てきな意見を述のべた。

「でもわたしは、ベロニカの花を見れなくなったのは人々が女神様の逆げき鱗りんに触ふれたからだと思うわ。その花を自分の目で見たことがあるおばあちゃんがそう教えてくれたもの」

「うちの場合はじいさんだったけどな」

　と私は言った。ルグナスもトリゼアもなく、この大陸に生まれた子供なら誰だれでもその話を聞かされて育ったはずだ。

「ハキュリーさんはどうだったのですか？」

　私は彼に訊ねる。この数日のうちに彼への呼こ称しようは『ハキュリーさん』に変わっていた。賢けん者じやと言っていい碩せき学がくの彼にはそれが相応ふさわしかった。

「さあ、どっちだったかな。だけど女神の仕し業わざというのは作り話だ。いくらあの性しよう悪わる女おんなだって、あんな美しい花を人間から奪うことはしないさ」

「見たことがあるのですか!?」

　驚いてアマンダが聞き返した。世界を旅して来たハキュリーなら、まだどこかにひっそりと残っているベロニカの花を見つけていても不思議はなかった。だが多くの冒ぼう険けん者しやや探たん検けん家かが口を揃そろえて「あの花はもうこの大地には存そん在ざいしない」と言っているのだ。私もアマンダ同様に興きよう味みを覚えた。

「えっ」ハキュリーは言葉に詰つまった。「えっとその……昔に本で見たんだよ」

「ああ、この本ね！」

　アマンダは断ことわりもせずにハキュリーの荷に袋ぶくろを開いて、例の本を取り出した。何の変へん哲てつもない図ず鑑かん。彼はこれを会いたいという人への贈おくり物にする、と私は勝手に解かい釈しやくしていた。

「おいっ」

　ハキュリーは制せい止しするが、アマンダは悪戯いたずらっぽい笑みでそれを受け流し、ページを繰くっていった。

「わたしも本では見たことがあるんだけど……あら？」

　アマンダの手が止まった。私も本を覗のぞき込こむ。彼女が開いていたページには角の生えた馬の挿さし絵えがあった。彼女の手が止まったのはそれを見てではなかった。

　そのページには古びた押おし花が挟はさんであった。

　腐ふ食しよくした本のように触れただけで崩くずれてしまいそうな一輪の押し花。黄ばんでいて元の色は分からない。

　アマンダがそれに手を伸のばそうとする。

「触さわるんじゃないっ！」

　ハキュリーが声を荒あららげ、アマンダは驚いてその手を引っ込めた。彼女は押し花を見つめたまま呟つぶやいた。

「これ……ベロニカの花じゃないの……？」

　ベロニカの花だって！　まさかっ、そんなものはもう本の挿絵でしか存在しないはずだ。少なくとも五十年前からは。

　私はハキュリーを凝ぎよう視しした。だが彼は何も応こたえない。

　五十年前……逆ぎやくに考えれば、五十年前ならこの花を採さい取しゆして本に挟んでおくことはできたのだ。彼はいったいいつこれを手に入れたのだろう。

　砕くだけた陶とう器きが元の形を取り戻すかのように、私の頭の中でハキュリーに関する様々な疑ぎ問もんがものすごい速度で一つに組み合わさっていった。

　失った片腕。ルグナスの騎き士し団だんの作法に通じていること。騎士団への辛しん辣らつな態たい度ど。アマンダが次期ベロニカだと知ったときの哄こう笑しよう。顔に傷きずのある老人と親しそうに話す姿。祖父もまた栄光の十三人の中にいた団長の涙なみだ。二代前の国王のときに鋳ちゆう造ぞうされた女神の肖しよう像ぞうが彫ほられた金きん貨か。友達を斬きったという話。そして本に挟まれていたベロニカの花……。
















　なんということだ！

　五十年前と今現在、そっくり同じことが繰り返されたのだ。私は五十年前のハキュリーと同じ道をたどっているのだ。シーゼル様はちゃんとベロニカの騎士を選んでいたのだ。

「貴方あなたは……貴方はベロニカの騎士だったんですね」

「なっ、なにを言ってるのフレイル!?」

「そう考える他はないんだよアマンダ。ハキュリーさんがベロニカの騎士であるのなら全すべての説明がつくんだ。違いますか、ハキュリーさん？」

　ハキュリーは空を見上げた。しばし暗い空を見つめ、そして言った。

「俺おれはもうルグナスの騎士を除じよ名めいされているのだから噓うそを言ってしまえばいいんだろうが、もうすぐベロニカとなる女じよ性せいの前で噓は言えないな……」

「ではやはり！」

「俺は五十年間、あのときの姿のままで生き続けている。憎にくんでいたルグナスの騎士団が街かい道どうで襲おそわれているのを見たとき、俺は打算でお前たちを助けた。お前たちと一いつ緒しよに旅すれば、戦時中でも楽に王都ルグナスに入れるのではないかと計算したんだ。そちらの女性が次のベロニカということも知らなかった。だがそれを知ったときには驚いたよ。五十年前とまったく同じだ。ライアンもバトラーもどうしようもないボクちゃんも揃っているじゃないか。おまけに俺の役やく割わりを継ついだ奴やつは、次期ベロニカと幼おさななじみというところまで同じときている。しかしバトラーの奴には……俺がルグナスの騎士だったときのバトラーの方だが……奴には困こまらせてもらったよ。俺は『恥はずべき騎士』として騎士団の歴史から名前を消されたはずなのに、バトラーの奴は息子むすこへ孫へと俺のことを密ひそかに伝えていた。まったく、余よ計けいなことをしてくれる」

「では貴方が友達を斬ったというのは、カウセージュでライアンの祖父を……ジョージ・ライアンの祖父のグレゴリー・ライアンを斬ったことなんですね」

　ハキュリーは頷うなずいた。何もかもが同じことをなぞっている。

　待て。孫のジョージ・ライアンがカウセージュでボッグスを殺した裏切りが歴史の反復だとすれば、祖父のグレゴリー・ライアンもまたカウセージュで裏切りを行ったのではないか？　確たしかカートという名のもう一人の騎士が五十年前に『恥ずべき騎士』に殺されたことになっているが、カートを殺したのはハキュリーではない。英えい雄ゆうとされているグレゴリー・ライアンなのだ。ハキュリーはいつか「俺は友達を信じなかった」と言った。それが指しているのは、私がジョージ・ライアンを信じたのとは違って、ハキュリーはグレゴリー・ライアンを信じずに殺したということだ。まったくの正当な行為として。だが彼は二人の仲間を殺した濡ぬれ衣ぎぬを着せられて、利きき腕うでを切断されたのだ。ルグナスの騎士団本部に飾かざられているあの片腕の骨ほねは彼のものなのだ。

「教えて下さいっ。どうして貴方は真相を話さなかったのですか？　裏切りを行ったのは、今では英雄として祭り上げられているグレゴリー・ライアンであったと」

「お前は、お前のライアンを殺した後、俺に『このことは伏ふせていて欲ほしい』と言わなかったか？　それなのに俺には本当のことを言えと迫せまる」

「で、ですが……貴方は『恥ずべき騎士』の汚お名めいを着せられ、ベロニカの騎士であるというのにシーゼル様の側にいられない。全てを白日の下もとに晒さらせば、貴方は晴れてベロニカの騎士としてシーゼル様の側に……」

　そこまで言ったときに、私は自分がしてしまったことに気づいた。

　ハキュリーがルグナスで会いたいという人はシーゼル様なのだ！　もうすぐ十二月になりアマンダの元に女神が降こう臨りんしているとき、シーゼル様は僅わずかな間だけ目を醒さまし、そしてアマンダと入れ替かわりに永えい遠えんの眠ねむりに就つく。ハキュリーはそのときにシーゼル様の側にいてあげようとルグナスを目指していたのだ。五十年間ずっとその一瞬だけのために生きてきたというのに、私はそれを台無しにしてしまったのだ！

「わ、私はなんということを……」

　後こう悔かいの言葉が浮うかんでは消えた。五十年もの歳さい月げつの中で積み上げてきた思いを台無しにしてしまったことを償つぐなう言葉などあろうはずはなかった。

「勘かん違ちがいするな。お前たちに同行するのを決めたのは俺だ。俺は自分の選せん択たくを後悔したりはしない」

「ですがシーゼル様は貴方を待っているはずだっ」

「……そうだろう。俺はこの通りシーゼルが眠りに就いた日のままの姿だが、彼女はもう老ろう婆ばだ。女神の依より代しろに選ばれてしまった彼女は、人生をロクに楽しむこともできずにもうすぐ死んでいく。ならばせめて俺が駆かけつけてやらなくてはと、この五十年間ずっと思い続けてきた。俺には彼女に会う権けん利りがある。いや、義ぎ務むと言ってもいい。だが……もし利り己こ的てきにお前たちを見み捨すてて行ったら、また同じことが繰くり返される気がした。俺とシーゼルが味わった苦く悩のうをお前たちには味わわせたくない……だから俺はお前たちに同行した。俺の選択だ。お前が気に病やむことはない」

「……すみません。本当にすみません」

　私はただそんな言葉を並ならべるしかできなかった。

「そうだ、一つだけ頼たのみがある」

「何ですか!?　何でも言って下さいっ」

　ハキュリーはアマンダの手にある本に目をやった。

「そのベロニカの花をシーゼルの柩ひつぎに入れてあげてくれ。本当は花束を贈るつもりだったんだが、一輪しか手に入らなかったんだ」

「必ず。そ、そうだ。貴方の片腕も一いつ緒しよに入れましょう。せめてそうすれば……」

「それが余計なお世話だと言うのだ。よりによって騎き士し団だんを裏切った『恥ずべき騎士』の腕を柩に入れることを何と説明する？　いいか、しっかり肝きもに銘めいじておけ。あのときライアンは裏切らなかったんだ」

「分かり……ました」

　ハキュリーはまさにベロニカの騎士に選ばれるに値あたいする崇すう高こうな心を持った騎士だ。彼の跡あとを継ついでその地位に就く私は、少しでも彼に近づくよう努力していかなければいけない。

「フレイル……」

　黙だまって私たちのやり取りを聞いていたアマンダが私の服の裾すそを引っ張ぱった。彼女は天を指さしていた。

　私とハキュリーは同時に空を見上げた。星にしては大き過すぎる光の塊かたまりが、次し第だいにその姿を膨ふくらませ降おりて来る。

　そして私たち三人は光に包まれた。




　　　　◇［THE LAST CHAPTER］




　真夏の白昼のような光の中に私たちはいた。

　そして今までそこにいなかった女じよ性せいが悠ゆう然ぜんと私たちの前に立っていた。ハキュリーから貰もらった金きん貨かの肖しよう像ぞうはよく似にていたが、実物の方が遥はるかに荘そう厳ごんで美しかった。女め神がみファウゼルが降こう臨りんしたのだ。話でしか聞いたことはないベロニカの花のように透すき通った柔にゆう和わな笑え顔がおを私たちに向けていた。

「あんたとは一度会っているな。ただの夢ゆめかもしれないが……」

　ハキュリーが言った。女神はそれを肯こう定ていするでもなく否定するでもなく、ハキュリーに優やさしく囁ささやいた。

「今までご苦労様でしたベロニカの騎き士しよ」

　女神がハキュリーに掛かけた言葉はたったそれだけだった。あまりにもつらい人生を送ってきた男に掛ける言葉にしては素そっ気けなさ過ぎる。女神はアマンダに向き直った。

「わたしの依より代しろとなる女性よ。人生をわたしに捧ささげる運命に感かん謝しやとお詫わびを言わせてもらいます。さあ、貴方あなたがわたしの依代として眠っている間に貴方を護まもる者を選びなさい。そちらの男性ですか？」

　女神と視し線せんが合った。直視できぬほどの眩まぶしさだった。

　アマンダは私の服を摑つかんだまま硬こう直ちよくしていた。ついにその時がきたのだ。ベロニカの騎士を選んだ瞬しゆん間かん、彼女は自分の人生を失う。彼女は私を見つめ、意を決したように口を開こうとした。

　私はそれを遮さえぎって女神の前に進み出た。私はハキュリーやアマンダとは違ちがって女神に口を利きく資し格かくなどない。まして願いを聞いてもらうなど。だが私が彼に代わって言ってやらねばならない。

「待って下さい。貴方にお願いしたいことがありますっ」私はハキュリーを指さした。

「女神よ。そちらにいるベロニカの騎士ハキュリーは友の名めい誉よを守るために汚お名めいを着て、ベロニカの騎士でありながら愛いとしい女性の側にいられなかった。そして今度は私たちのために最後の一時を彼女と過すごせなかった。お願いだ、女神よ。貴方の力なら彼をシーゼル様の所に運ぶこともできるでしょう。人生を他人のために捧げ続けた誇ほこり高き男の最期の願いを叶かなえてやって下さい」

　女神は何も応こたえなかった。ただ変わらぬ笑顔をたたえていた。

「お前は本当にお節せつ介かいな野や郎ろうだ」ハキュリーが言った。「俺はそれを選んだのだ。片かた方ほうを選んだのにもう片方を得ることはできない。五十年前にライアンの名誉を守るのを選んでシーゼルを見み捨すてたときからこれは決まっていたんだ」

「貴方は見捨ててなどいないっ！」

　私は叫さけんだ。なぜか瞳ひとみから涙が溢あふれた。泣きたいのはハキュリーの方のはずなのに。

　彼は私を慰なぐさめるように首を振ふり、そして女神を見つめた。

「一つだけ教えてくれ、性しよう悪わる女神殿。俺とシーゼルは死んだ後であんたの御み園そのとやらに招まねいてもらえるんだろう？　そこでシーゼルと……会えるのかな？」

　彼には似につかわしくない弱気な口調だった。懇こん願がんの響ひびきがあった。

　女神は何も言わなかった。だけど……私の気のせいでなければ、その優やさしげな表ひよう情じようは全すべての人に平等に向けられたものではなく、ハキュリーだけに向けられた特別なもののように映うつった。ハキュリーもそれを感じたのだろう、彼の顔は安あん堵どに満ちていた。

「女神様……」アマンダが言った。「わたしはこのフレイルをベロニカの騎士に選びます。必ずや彼はわたしを護り続けてくれることでしょう」

「分かりました。それでは夢の中で会いましょう」

　女神の姿が薄うすらいでいった。同時に私たちを包んだ光も消えていった。今の出来事が幻まぼろしだったかのように光は消え失うせ、焚たき火の明かりだけになったとき、アマンダの身体からだから力が抜ぬけて崩くずれていった。私は彼女を抱だき支ささえた。彼女は安らかな寝ね息いきを立てて眠っていた。

　ハキュリーも倒たおれていた。私はアマンダをそっと地面に寝かせ、ハキュリーに駆かけ寄よった。彼はすでに事切れていた。アマンダとよく似た安らかな表情で、まるで眠っているようだった。

　私は自分のルグナス騎士団の剣をハキュリーの遺い体たいの傍かたわらに並ならべた。そして代わりに彼のレイピアを腰こしに差した。彼の名誉を回かい復ふくしてやることはできぬが、せめて騎士として死なせてあげたかった。私はもう一度だけここに戻って来ようと思っていた。騎士団の本部で晒さらしものにされている彼の片腕をシーゼル様の柩ひつぎに入れることが叶わぬのなら、こっそりと盗ぬすみ出して彼の遺体に返してあげよう。

　私は焚き火を消した。計画してあったようにこれから夜を通してルグナスを目指す。ルグナスはもうすぐそこだ。女神降臨の光を見たルグナスの仲間たちが救出に向かっていることだろう。山を下りても大だい丈じよう夫ぶなはずだ。だがもしトリゼア兵士に囲まれてしまったとしても、私はハキュリーの剣でそれら全てを打ち倒す自信があった。

　私はハキュリーの荷に袋ぶくろを手に取った。彼の衣服を取り出し、残り少なくなった食料と彼から託たくされた本を──ベロニカの花の押おし花が挟はさまった本を──袋の中に詰つめた。

　頰ほおに何かが落ちて来た。

　私は空を見上げる。

　雪が舞まっていた。

　この雪が積もる頃ころ、祖父が子供の頃に話してくれたあの儚はかない花が、どこか人知れぬ山奥で堅かたく閉とざしていた蕾つぼみを開くかもしれない。

　私はアマンダを背負った。静かな寝息が耳にかかった。

　性悪女神よ、もう二度と同じことは繰くり返させない。次代もそのまた次代も。

　私はアマンダとハキュリーに約束した通り、数十年後に彼女が一いつ瞬しゆんだけ目め醒ざめるそのときまで彼女の側で見守り続ける。

　ベロニカの騎士として。







　　　あとがき




　わたくし『貴子潤一郎』と書いて『たかね・じゅんいちろう』と読みます。もちろんこんなけったいな名前が本名のはずはなくペンネームです。深い意味のあってつけたペンネームではありませんが、浅はかな意味ならあります。でもせっかくですから命名の秘密は誰にも喋しやべらないまま墓の中まで持って行こうと思います。




　　　　◇




「夢を追い求める男たちが本編のテーマである」と言ったら噓になりますが、いやむしろ明白に噓で別のテーマがあるのですが、当時の自分が置かれていた状況と心情があちこちに顔を覗のぞかせていて、推すい敲こうしながら顔が赤くなったものです。

　これを書いていた当時の私は本屋でバイトをしながら小説家を目指していました。自分は小説家になるしか社会に出る道はないと思い詰め、小説家になる以外のスキルは何も積んできませんでした。私が小説家を目指しているなんて知らないカタギの職に就いた同級生に「お前、いつまでもフリーターじゃダメだぞ。就職しろ」なんて説教されたり、ヤンキーな同級生が妻と子供を連れて来店してショックを受けたりしていました。

　ある年齢に達したら小説家は諦あきらめようと自分に言い聞かせていたのですが、その年齢を過ぎても諦めることはできませんでした。と言うよりも他の道に進む度ど胸きようがなかったのだと思います。ｈｉｄｅの「ＤＡＭＡＧＥ」という曲で唄われている『現状から抜け出ることを望みながらも安あん穏のんとしたぬるま湯につかって同じ毎日を繰り返してしまう男』は自分のことだと本気で思ったりもしました。

　投稿と落選を繰り返しているとき、自分の気持ちは誰にも分からないと錯覚していて、帰省していた妹にそれを愚ぐ痴ちりました。すると漫画家のアシスタントとイラストレーターをしている妹は言いました。

「わたしの先輩のアシも同じことを言っていたよ。『こんな年になっちゃったけど、自分は漫画家を目指すしかないの。もう戻れないの』って」

　まったく自分と同じでした。自分ばかりが苦しんでいるのでも不ふ遇ぐうなわけでもないのに、そんなことも気づかなかった自分が恥ずかしくなりました。このとき私が覚えた羞しゆう恥ちが、いつの間にか本編の主人公の口を借りて出ていました。まったく無意識だったもので、読み返して赤面したのはここらへんです。

　この文章を読んでいる方々の中にも、数カ月前までの私と同じ苦しみの中にいる人もおられると思います。私がこの小説で次へ進むための『乗車券』を手に入れられたのは運の要素も多分にあったでしょうから、そのまま進むべきか断念すべきか意見することはできません。何年も追い続けた末に夢破れていった人間を私は知っています。

　ただ、投稿時代の私を支えていた言葉を贈ります。私の尊敬するジャーナリスト日垣隆氏の言葉です。

「いかなる職業でも、一〇年間、夢を持ち続ければ必ず叶う」（『敢闘言』）




　　　　◇




　本編が出版されるまでに関わった多くの人……本編を選んでくれた選考委員の皆様、同じ千葉県民の担当編集者氏、イラストレーターのともぞさん、出版社の多くの方々に感謝します。

　最後に、本編を読んで下さった読者の貴方に感謝を。







　　　解説







　この本は第十四回ファンタジア長編小説大賞において、大賞に選ばれた作品を文庫化したものです。

　これまで数多くの人気作家を輩出し、ファンタジーやＳＦ作家の登とう竜りゆう門もんとしては実績のあるファンタジア長編小説大賞ですが、同時に〝大賞〟が滅めつ多たに出ないことでも一部で有名です。

　最後に〝大賞〟が出たのが第六回目のこと。八年ぶりの大賞選出ということで、受賞が決まったときは、編集部でどよめきが起きたほどでした。

　八年というと小学生が大学生・社会人になってしまう年月ですね。正直、〝大賞〟という賞があったことすら忘れかけていたくらいです（笑）。

　さて、その希き少しよう価か値ち溢あふれる『12月のベロニカ』の内容ですが──。




　正直に告白します。

　私、この小説を読んで、二回泣きました。

　最初は、第十四回ファンタジア長編小説大賞の応募作として読んだ時です。次は、担当編集者としてチェックのために読み直した時です。




　一回目は、にじむ涙で、原稿が読めなくなりました。

　二回目は、溢あふれる涙をこらえることが出来ませんでした。




　気がつくと、仕事という領分を忘れて読み耽ふけっている自分がいました。

　幼なじみとの淡い恋と別れのシーンにジーンときます。

　手の届かない存在となった少女と再会するために、必死に騎き士しを目指す主人公の姿に共感を覚えます。

　主人公とその友人の友情とその破滅の様に衝撃を受け、〝片腕の男〟ハキュリーの不器用な生き様に胸を打たれます。

　ファンタジーとしての高い幻想性に高度なトリックを駆く使しした構成、そこに豊かなドラマ性が複雑かつ美しく絡からみ合あい、最高のハーモニーを奏かなでるのです。

　大賞受賞作品として、自信を持ってお薦すすめできるクオリティの作品といえます。




　しかし、この作品の本当の凄すごさに気づかされたのは二度目に読んだときでした。

　緻ち密みつに計算された数々の伏ふく線せんの見事さに感心したのはもちろんですが、それ以上に、何気ないセリフの裏に隠されたキャラクターの心情に気づいたときの驚きといったら！

　同じセリフが、一度目に読んだときとは全く違った意味を持ち、自分の心に直接飛び込んでくるのです。

　皮肉の中に隠された優しさ、笑顔の裏に隠された哀かなしみ、そして当たり前の様なシーンに隠された運命と悲劇……。

　それが分かったとき、もう涙をこらえる事は出来ませんでした。

　良くミステリーなどでは「再さい読どくに耐える内容」というほめ方をします。トリック重視のジャンルでありながら、読み直すたびに新しい発見があるほど、緻ち密みつに作られている小説に使われる誉め言葉ですが、この小説にもそれがそのまま当てはまると思います。

　一度通読するだけでなく、ぜひ時間を置いてからもう一回読んでみてください。

　読むたびに、何かしら新しい感動が発見できるはずですから。




　さて、ずいぶんと持ち上げてばかりの話になってしまいましたが、いくら優れた作品を書き上げたと言っても、作者の貴たか子ね潤じゆん一いち郎ろうはまだまだ新人。小説家としてはまだ飛ぶことを覚えたばかりの若い鳥です。

　これからも作品を生み出し続けていくためには、読者の皆さんの応援が必要なのは言うまでもありません。

　ぜひ、感想を編集部までお寄せ下さい。皆さんの一言が若い作家の血となり肉となり、新しい作品を生み出す力となるのですから。

　これからも、応援よろしくお願いします！










12月のベロニカ








貴たか子ね潤じゆん一いち郎ろう
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